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論文要 旨
テーマ:遠 藤周作の 『深い河』 に見 られ る日本人の死生観の多角的研究
遠藤周作 『深い河』:『深い河』は、遠藤周作の最後の小説で、1993年、講談社か ら出版
された。本作 品は、それぞれ辛い過去を背負 っている 日本人の観光客がイ ン ドへのツアー
に参加す るとい うイン ドが舞台になった小説である。 その中で、イ ン ドの聖地 ヴァー ラー
ナスィとヒン ドゥー教の女神 チャームンダーが中心的になっていると思われ る。本作品の
前半において、それ ぞれ登場人物R.;.辺、美津子、大津、沼 田、木 口 の過去が描か
れてい る。大津 を除いて、他 の登場人物 の過 去がそれ ぞれの 「場合」 とい う形 になってい
る。小説の後 半において、彼 らはイン ドへのツアーの形で結ばれ 、また、添乗員の江波 も
登場する。
研究の 目的:本 研究 の目的は、『深い河』 に見 られ る日本人の死生観 を明 らかにす ること
である。そのため、まず、本作品において、それぞれ登場人物 を中心に した死生観 にっい
て何が問題視 されてい るのか、 とい うことを考察す る。本作品の先行研究の中で、「転生 ・
復活」 「善 ・悪」 「愛」 「作者のキ リス ト教観」の観点か らの分析が見 られ る。 しか し、先行
研究 には、本作品に見 られるヒン ドゥー教徒 と日本人の死生観の比較の観 点 と、『深い河』
における女神 チャームンダーのイメージの考察がない ようである。 したが って、私の観点
は、本作品に見 られ る 日本人の死生観の多角的研究であるが、その中で、小説 に出て くる
ヴァーラーナ スィや女神 チャーム ンダー に見 られ るヒン ドゥー教徒の死生観 を考察す るこ
とである。また、 この小説の中の ヒン ドゥー教 の女神 チャーム ンダーの捉 え方が、作者の
死生観 、あるいは、 日本人の死生観 を反映 したもの、 と考え られ るので、それ を考察 しな
が ら、この女神 に対す る遠藤 の理解の程度を調べる。最後 に、作者 の宗教観 を考察 して、『深
い河』 に見られ る 日本人の死生観を明 らかにする。
論文 の要約:本 作品は、登揚人物 の磯辺の過去 を描 きなが ら、彼の癌 になった妻の話か
らはじまる。死 に際、妻は、 自分が生れ変わるか ら探 して くれないか、 と磯辺か ら約束を
取 りつけた。妻の死後、磯辺 は、イ ン ドの聖地 ヴァー ラーナス ィの近 くにあ る村で 日本人
として前世 を生きた少女がいるとい う情報を手 に入れた。その理 由で彼 は、生 まれ変 わっ
た妻を探 しにイ ン ドへ行 くことにした。
磯辺 のイン ドへの旅行 は転生 した妻を探す ためのものであったが、その旅行 は人生 を理
解す るための探求になっていった。転生 した妻が見つかる可能性が失 われて、磯辺 には妻
への思い出だけが最 も価値 あるものに思 えた。そ して、妻 を失 ってか ら、初めて妻の価値、
妻の意味が分かった気が した。彼が人生の意味 を分か ったのは、 自分 の心の奥底にあるも
のを見つめ始 めてか らであって、妻の愛 を実感 してか らである。磯辺 が実感 した愛が、妻
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の転生を暗示する とい うのである。同時 に、その愛 の実感は磯辺の新たな人生をも暗示 し
ている と考え られ る。
成瀬美津子 とい う登場人物は、磯辺の妻が入院 していた病院 のボランテ ィアであ り、磯
辺 の妻 を看病 していたのである。大学生時代 に、美津子 は空虚感 と心 の奥に潜 んだ悪へ の
暗い衝動の中で、大津を誘惑す ることにした。彼女の行為 は、信者であった彼をではなく、
彼 の信 じている神 をか らかいたい とい う、い ささか子供っぽい気持 ちか ら出発 したので あ
る。 したがって、彼女は彼に神を裏切 らせ るこ とにす る。美津子の場合、彼女は神の存在
を否定す るとい うこ とに一っの問題が見 られ る。遠藤は、神の存在 を否定す ることが、そ
の存在 を肯定す ることでもあり、その存在を意識す ることで もある、 と言っている。美津
子 が小説の終 わ りごろ、ガ ンジス河に沐浴 しなが ら祈 るとい うことは、作者 の前述の考 え
をあらわしている、と考えられ る。
美津子を通 して話題 になる、心の奥底 にある悪の存在 はも う一っの問題 である。彼 女は
長い間、自分 の中にある悪への衝動 を認 めて苦 しんでいた。 しか し、慈愛の姿 と同時に狂
暴その ものの姿をあわせ持つ ヒン ドゥー教の女神カー リーを見て、本質的に無意識 の奥底
に善 も悪 も存在 してい るとい うことが理解 できた。
美津子が誘惑 して棄てたキ リス ト教徒の大津は、彼女 と同じ大学で哲学科の学生だ った。
彼 は、美津子 に棄教 させ られたが、彼女 に棄 て られて、また 自分 の宗教 にもどった。本 作
品において、美津子の結婚話の うちに、大津 は リヨンの神学校 に入った とい うことが知 ら
され、また、彼女の過去において、彼 はイ ン ドのヴァー ラーナスィにいると知 らされ る。
ヴァーラーナス ィで、見棄て られ た人々が救いを得るよ うに、大津は彼 らをガンジス河 ま
で運んでいる。大津は 「あなたは、背に人々の哀 しみを背負い、死の丘までのぼった。 そ
の真似 を今や っています」 とイエスのこ とを思いなが ら、 自分 の人生 とイエスの人生を同
一視 しているようである。
大津を通 して、西欧人 と東洋人のものの考え方の違いが問題視 され てい る。東洋人の大
津 に、 ヨーロ ッパ人 と同 じように何 ごともはっき り区別 した り分別 した りす ることはでき
ない。 これ は遠藤 がよく問題 にす る一っで あるが、彼 によれば、西欧人 の考え方はあま り
にも極端であ り、 日本人にとって、善 と悪をはっき り区別す るのが難 しい とい うことであ
る。遠藤は、はっき り区別 している うちに、もっとも本質的な ものが見落 とされ るのでは
ないだろうか、とい う疑問を大津に言わせた。
作者 の宗教観 、つま り、神の存在は何 を意味す るのか、 とい うことは大津 の信仰 におい
て 明らかになる。神は存在 とい うよ り、働きで ある。 また、神 は母のよ うに、優 しくて愛
のぬくも りであって、すべてを包み こみ、愛 して くれ るものである。神の存在 を 「働 き」
として認めているのは、作者の神観である。大津が信 じる神は、何の区別 もせず、すべて
を受け入れ る愛の働きである。彼 はガンジス河 にもその愛 を認 め、愛 の河は どんなによご
れた人間もすべて拒まず受 け入れて流れてい く、 と思った。
童話作家 の沼田は、幼少 時代を、当時、 日本が植民地化 していた満州の大連で送 った。
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小学生の時、沼 田の両親 の仲が悪 くな り、別れ話が持ちあがった。 あの頃、彼 の哀 しみ を
理解 して くれたのはクロとい う犬だけで あって、クロは、沼 田の同伴者であった。彼 は、
大学時代か ら童話 を書 くことを生涯の職業 として選び、その動機 を与 えたのはクロの思い
出だった。 その後、 自然や動物は、彼 の人生に重要な影響 を与 えた。特に、彼 が死ぬか生
きるかの病 の時、身代わ りのよ うに死んで くれた九官鳥は中心的 となってい る。本作品に
おいて、 この 「身代わ り」の話は問題 にされてい る一っである。彼 は死んだ九官鳥のかわ
りとも言 える別の九官鳥 を放つためにイ ン ドへ のツアーに加わった。沼 田を生かすために
九官鳥が死んで くれた とい うことは、イエスの復活のことを暗示 している、と考えられ る。
遠藤文学に出て くる犬や鳥な どの眼がイエスの眼を象徴 している、 とい うこ とは、作者 自
身が言ったこ とである。沼 田の場合、犬や鳥な どが、彼を支 えてくれ たもので あって、遠
藤の言 う 「神 はだれか入を通 してか何かを通 して働 くわけで ある」 とい う信仰が示 されて
いる、 と考えられる。
元軍人の木 口は、戦争 の苦 しみを背負 ってきた登場人物で ある。彼 の戦友、塚 田の話を
通 して、人間の行為 を善・悪にはっきりと区別 して、裁 くことができるのだろ うか、 とい う
ことが問題の一つである。神は裁きを与 えるものであるか、あるいは、罪 ・悪 を行 った人は
救われるか どうか、 とい うよ うな問題である。戦争 中、ビルマのジャングル で、マラ リヤ
で倒れた木 口を助けるために、塚 田は、知 らず に死んだ兵隊の肉を食 べて しまった。塚 田
は、その肉が南川 とい う兵隊の肉だった とい うこ とが分かって、その苦 しみに耐 えず、病
気になって死 んだ。木 口は、塚 田と戦争 中失った戦友 のために、法要 を願って、イン ドへ
のツアー に加 わった。彼 は、ガンジス河畔で、塚 田が彼 を助 けるために人肉を食べたが、
それ は慈悲の気持だったので、塚 田が救 われる、 とい うことを感 じた。ガンジス河が象徴
しているよ うに、神 とい うのは、罰するものではな く、すべてを受け入れる ものであ り、
愛 して くれるものである。また、塚 田が救われて、すべてを愛 して くれ る大きな生命 に戻
れるとい うことは転生を意味する、 と考 えられる。
最後に、本作品において、添乗員の江波は、イ ン ドのガンジス河や ヒン ドゥー教の神 々
のこ とをツアーの参加員 に説明す ること、 となっている。江波に説明 された とお り、 ヴァ
ーラーナスィは聖地であ り、 ヒン ドゥー教徒が解脱を願 って 「死ぬために行 く」町で もあ
る。ただ し、それだ けではない。伝統的に、ヴァーラーナスィは昔か らギャーナ(あ 勲 ヨ)
とい う真智 ・知識 を得 るた めの探求力 とも関連 している。ギャーナは、精神 的な学問、ま
た、万事の根本を理解す るための探求力 を示 してい る。 したがって、 ヒン ドゥー教徒が ヴ
ァー ラーナスィへ行 くのは、死ぬためや解脱 を願 うためだけではなく、生 ・死の根本、宗
教 の根本を理解するためでもある、 と言 える。
ヒン ドゥー教 において、生 ・死を象徴す る一人の女神 はチャームンダーである。遠藤周作
はこの女神 を 『深い河』 に登場 させ、 ヴァーラーナスィに位置づ けたのである。江波の説
明 とい う形 において、 この女神は、イン ドの貧 しさ、あるいは、イン ド人が長い間耐 えて
きた苦悩、病気な どの象徴であ り、そ して、この女神 は従者たち と共 にその苦 しみに耐 え
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ている、 となっている。作者 はこの小説 の中で、チャームンダー の像 に見 られ る墓場 とい
う背景や ジャッカル に食べ られている人間の死体 にふれているが、〈死〉 と関係があるこの
描写をイン ドの貧 しさのシンボルの問題 、 と考 えているようである。伝統的に、この女神
のイメージを通 して伝わることは、死 とは、出発点、つま り、最初の状態であ り、生 とは
その中か ら誕生 したもので、プラク リティ(女 性原理 ・生物原理)と い う女神が活性化 し
たものである、とい うことで ある。女神 が持 ってい る剣 は、解脱の象徴であ り、カルマ(業)
とのっなが りを断った めの武器 と理解 されている。言 い換えれば、 ヒン ドゥー教の一つの
思想 は、輪廻転生はカルマ によるものなので、そのカルマ とのつなが りを切れば、解脱 で
きる、 とい うことである。
添乗員の江波はチャームンダー を説明する時、この女神 がもっている武器や人間の首に
一切ふれなか った。それにふれず に、彼 は登場人物の注意を別の ことに引きっけようとし
た と考 えられ る。それは、女神 の萎びた体であ り、その体に見 られ る蠍などである。 ここ
で問題 点は二っ考えられる。一つは、遠藤周作が実際に女神 チャームンダーの像を見た時、
『深い河』に説明 された ような印象 を受 けたのか どうか、とい う問題である。もう一っは、
何 らかの理由で、意識的に女神 チャームンダー を説明す る時、「受難 の女神」 とい う描写に
したのか どうか、 とい う問題である。 この小説に出て くる女神チャームンダーの説明が、
実際に作者の受けた印象であれ ば、それは ヒン ドゥー教 における女神 チャームンダーの伝
統的な説明 とは違 う。 しか し、も し作者 が意識 的に女神チ ャームンダーの描写を 「受難 の
女神」 とい うよ うな説明にした とすれ ば、それは、『深い河』に書かれているとお り、小説
の中の 日本人 は、女神 とい う言葉か ら、『深い河』に描かれている寺に見 られる怖 しい姿の
女神 よ り、もっと優 しい ものを期待 しているか らで あるだ ろう。本作品に限ってみれ ば、
死を象徴す る怖 ろ しい姿の女神、 あるいは、何本かの手に武器な どをもつ女神 のイメージ
は烈 しい と思われ、 日本人の宗教心理 にあま り合 わない、 と考 えられ る。 したが って、本
作品において、チ ャームンダーの象徴か ら、この女神の もっとも母 らしい面が とらえ られ、
醜 くて病気に耐 えていても、母 としてイン ド人 を愛 して くれ る女神 として描かれた。
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                      ABSTRACT 
Title: A study of the Japanese perception of life and death as reflected in Shusaku 
Endo's Deep River. 
About the novel: Deep River (Fukai Kawa) is a novel by Shusaku Endo, published in 
1993. The story traces the journey of a group of Japanese tourists on a tour to India. 
Each of the protagonists goes to India for different purposes. The sacred city of Varanasi 
in India and the Hindu goddess Camunda can be considered central to the setting of the 
plot. The first part of the novel traces the past of the protagonists, that is, Isobe, 
Mitsuko, Numada and Kiguchi. The fifth protagonist, Otsu appears mainly through the 
recollections of Mitsuko. In the latter half of the novel, the protagonists come together 
in the form of a tour, and the tourist guide, Enami, emerges as the sixth protagonist. 
Objective: In my research of Shusaku Endo's Deep River, my objective is to show the 
Japanese perception of life and death as reflected in this novel. I have focused on the six 
protagonists in this novel, and attempted to analyze the perception of life and death as 
reflected through each of the characters. Researchers have pointed out the themes of 
 `rebirth and resurrection',  'good and evil',  'love', and  'the author's perception of 
Christianity' as reflected in this novel. However, it seems that, a comparative analysis of 
the Hindu and Japaneses perception of death, along with an analysis of Goddess 
Camunda as depicted in this novel are themes that have not been taken up as yet. With 
this in mind, I have adopted a different perspective in my analysis of the novel. While 
my objective is to bring out the Japanese perception of life and death as seen in each of 
the protagonists, I have also attempted to analyze the Hindu perception of life and 
death as reflected through the city of Varanasi and Goddess Camunda, which are 
mentioned in this novel. I believe that, a study of Camunda's portrayal in this novel 
could throw light on at least one aspect of the Japanese perception of life and death. For 
that reason, I have focused on Camunda, and, I have also tried to analyze the level of 
the author's understanding regarding this goddess. Finally, after looking into the 
author's views on religion, I have attempted to show the Japanese perception of life and 
death as reflected in this novel. 
Summary of the thesis: The story of the novel unfolds with the first protagonist Isobe, 
whose wife has been diagnosed with terminal cancer. Just before Isobe's wife takes her 
last breath, she makes an urgent and appealing request o her husband that she will be
reborn, and that he should search for her. His decision to take part in the tour to India is 
influenced by the promise he made to his dying wife. 
While he is unable to find his reincarnated wife, his search becomes the beginning of a 
more introspective life, one removed from the daily life that he had  been leading up 
until that point. It is a search within the depths of his soul, and also the beginning of his 
realization of the love that he shared with his wife. This realization can be interpreted 
as the rebirth of his wife. At the same time, it could also be considered as a renewal of 
his own life. 
 The second protagonist is Mitsuko, who attended upon Isobe's wife while working as a 
volunteer  in the hospital where his wife was admitted. As a university graduate, she 
decides to seduce Otsu amidst feelings of emptiness and an evil impulse lurking within 
her heart. Initially, this act originated from her intention of mocking Christ, the god 
that Otsu believed in, and not with the intention of mocking Otsu himself. Consequently, 
she makes Otsu renounce Christ. One issue that has been highlighted through Mitsuko 
can be seen in her denial of God. The author believes that, a denial of God is also a sign 
of an acceptance of his existence, and that, a denial also reflects that one can actually 
sense God's existence. The fact that, towards the end of the novel, Mitsuko can be seen 
offering a prayer at the river Ganges, seems to emphasize the author's point. 
Through Mitsuko, questions are raised regarding the existence of good and evil 
inherent in human nature. Mitsuko is acutely aware of a destructive element within her 
and it has caused her much disillusionment and agony. However, upon seeing the Hindu 
goddesses, who possess both malignant and benign traits in their personality, she is 
able to come to terms with her own true and basic nature. 
Otsu is the third protagonist, who was a student of philosophy in the same university 
as Mitsuko. During his college days, he was seduced by Mitsuko, and forced into 
renouncing his faith. However, after Mitsuko discarded him, he returned to Christianity. 
The reader learns through Mitsuko's recollections that Otsu had entered a seminary in 
Lyon. Later, he moves to Varanasi where he helps carry the poor and the aged Hindus, 
who are struggling to reach the river Ganges for salvation. While carrying the aged 
Hindus on his back, he offers a prayer to Jesus, "You carried the cross upon your back 
and climbed the hill to Golgotha. I now imitate that act". 
Through Otsu, the author has raised questions regarding the differences in Western 
and Eastern ways of thinking. Otsu faces difficulty in relating to European Christianity 
and their way of thinking. He struggles to categorize everything clearly and logically 
into  'good' or  'evil'. He believes that something more essential gets left out amidst this 
categorization. 






































 ` learning' does not  only impl
y the study of traditional texts, it also implies spiritual 
learning, and a search to understand the essence of life and death. 
In the Hindu pantheon, one of the goddesses to symbolize life and death is Goddess 
Camunda. Shusaku Endo chose to include this goddess in Deep River, and describes her 
as one of the goddesses within a temple in Varanasi. 
In the novel, Goddess Camunda is portrayed as a kind and loving mother, who suffers 
along with all the Indians amidst the poverty that exists. In spite of being afflicted with 
diseases like leprosy and scorpion bites, and having the haggard body of an old woman, 
she continues to feed milk to children lined up at her feet. The scenery in this particular 
sculpture is that of a cremation ground, with dead bodies visible. Along with Camunda's 
haggard body, Shusaku Endo seems to have taken the scenery as a symbol of India's 
 poverty. In his explanation of Camunda, there seems no reference to a symbolism of the 
meaning of  'death'. Traditionally, one of the things conveyed through Camunda's 
imagery is that, it is the goddess who activates everything in this universe.  'Death' is 
the original state, and  'life' comes forth from death when the goddess activates it. The 
sword that can be seen in one of Camunda's hands is considered as the sword of 
knowledge. It is one of the important symbols of enlightenment and is referred to as the 
instrument by which karmic bonds are severed. The severance of karmic bonds leads to 
freedom from the cycle of death and rebirth. 
In the novel, Enami does not make mention of the weapons that can be seen in the 
hands of the goddess in this particular sculpture. Instead, he seems to be drawing the 
attention of the Japanese tourists to Camunda's shriveled body or the scorpion visible 
on her stomach. There could be at least two approaches to analyze Endo's 
understanding of Camunda. The first approach could be to consider that, the author 
might have actually perceived Goddess Camunda as described by Enami in this novel. 
The other approach could be that, the author purposely chose to ignore the weapons or 
any such symbols, and intentionally portray her as a  "suffering" goddess. In the 
likelihood of the first approach being closer to the truth, one can infer that the author's 
understanding of Camunda  differs  from the traditional symbolism as portrayed through 
this goddess. However, if the author intentionally chose to describe her this way, it is 
possible that he did so because he realized that the Japanese tourists would not be able 
to relate to a goddess with a frightful appearance. Therefore, he laid more emphasis on 
her maternal aspects and chose to describe her as a kind and loving mother. 
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『深 い河』は、遠藤周作の最後の小説で、1993年、講談社か ら出版 された。本作品は、
それぞれ辛い過去 を背負っている 日本人の観光客がイ ン ドへのツアーに参加す るとい うイ
ン ドが舞台になった小説である。その中では、イ ン ドの聖地 ヴァー ラーナス ィとヒン ドゥ
ー教の女神チャームンダーが中心的になってい ると思われ る。本作品の前半において、そ
れぞれ登場人物一 磯辺、美津子、大津、沼田、木 口 の過去が描かれている。大津を
除いて、他の登場人物の過去がそれぞれ の 「場合」 とい う形になっている。小説 の後半に
おいて、彼 らはイ ン ドへの ツアーの形で結ばれ、また、添乗員 の江波 も登揚する。
本研 究の 目的は、この『深い河』に見 られ る目本人の死生観を明らかにすることである。
本作 品の六人の登場人物 に視点をおいて、それぞれに見 られ る死生観の問題 を多角的に研
究す る。本作品の先行研究では、「転生 ・復活」「善 ・悪」 「愛」 「作者のキ リス ト教観」の
観点か らの分析 が見 られ るが、 これ らの先行研究では、本作品に見 られるヒン ドゥー教徒
と 日本人の死生観 の比較 の観点 と、『深い河』における女神 チャームンダーのイメージの考
察がほ とんどない。筆者 は、この点に注 目し、 日本人の死生観 を多角的に観察 しなが ら、
小説 に出てくるヴァー ラーナスィや女神 チャームンダー に見 られ るヒン ドゥー教徒の死生
観 を考察す る。また、小説 の中で大き く取 り上げられる女神チャームンダーが、 ヒン ドゥ
ー教 において何を象徴 しているか、 これが象徴す るものは本作品に描かれている説明 と同
じであるのか、 とい うことを詳細 に考察 し、 この小説の中のヒン ドゥー教の女神チャーム
ンダーの捉 え方が、実際、作者 の死生観 、あるいは、 日本人の死生観 を反映 した もの、 と
考え られるため、それ に焦点を当てなが ら、 この女神 に対す る遠藤 の理解の程度を明 らか
にす る。
本論文では、第一章で、それぞれ登場人物を中心にした 『深い河』にお ける死生観 の問
題 を考慮す る。次に第二章で、本作品において、舞台になっているイ ン ドの聖地 ヴァーラ
ーナス ィとヒン ドゥー教の女神 チャーム ンダーが ヒン ドゥー教徒 にとって何 を意味するか、
とい う問題 に視点をお く。 また、同時に女神チャームンダーの崇拝、あるいは、象徴的な
意味を考察 して、作者の女神チ ャームンダーに対する理解の程度を明 らかにす る。最後に、
作者 の宗教観 を考察 しなが ら、『深い河』に見 られる 日本人の死生観 を明 らかにす る。
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第一章 登場人物 を中心 に した 『深 い河』 にお ける死生観 の問題
まず、『深い河』にお ける死生観の問題 を概略考察す る。それぞれの登場人物の場合 にお
いて、何が問題 に されているか、 とい うことを明らかにする。
第一節 磯辺の揚合
本作品は、医師から手遅れ になった妻の癌を宣告 された磯辺を描 くことか らは じまる。
彼は妻が入院す る時まで、妻が先に死ぬ とい うことにっいて考えたこともなかった。彼 は
妻 に医者 の考えを言 えず、彼女に向かって、「四ヵ月は入院 しなくち・やんな らない。でも四
ヵ月後 にはかな り良くなる」 とい う嘘をっいた。 同時に、病人の鋭敏 さで妻は彼 の心の動
きをす ぐ見抜 くだ ろうと思った。妻が三、四ヵ月後、確実 に死ぬ とい うことは、彼が今 ま
で一度 も考 えた ことのない出来事だった。妻が入院 した後、磯辺に とって、彼女の存在 は
新たな意味をもってきた と言 える。
磯辺 の妻 は病室の窓か ら見 える銀杏の樹に話 しかけていた ことがある。元気な頃 も妻 は
毎 日、ベ ランダの花 に水 をかける時、一っ一つの鉢 に話 しかける癖があった。 しか し、銀
杏の老樹 と会話 を取 り交わ したのは、彼女が本能的に自分の生命 の翳 りを感 じているため
かもしれない と彼 は思った。 ある 日、面会時問が終る時、彼 は片手を出 して妻の手を握 っ
た。「こんな照れ くさい事は入院まで一度 もした ことはない」と彼 は気がついた。日本人の
多くの夫のよ うに、彼 は妻に愛情を具体的に示すのが恥ずか しか った。また、 自分の感情
を生に言葉や顔 に出す ことを恥ずか しく思 う男だった し、何 も言わなくて も妻がこち らを
察知 して くれる関係 を望む夫だった。
妻が癌で死ぬとい う事実に耐えられない磯辺 は、 どんな宗教 も信 じていなかったが、そ
の時次のように思った。
(中略)も し神仏 というものがあるならば、こ う叫びたかった。(どうして、こいつに不幸
を与えるんです。女房は善良で、やさしい、並みの女です。助けてやってください。お願
いです)(遠藤周作、『深い河』、講談社、1993年、12頁)
妻が入院する前まで、磯辺は妻が家にいることを当然のよ うに思い、特別 にその存在 を
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意識 したこともなければ、用がない時に彼か ら話 しかけた りした こともなかった。二人の
間には子供ができなかったので、一度、養女をもらった ことがある。結局は、懐いて もら
えず失敗 をした。その理由は、本作品に説明 されてい るとお り、口数の少ない磯辺が妻や
養女にや さしい言葉をかけた り、自分の気持を表現す るのが苦手だったか らである。彼が
妻 と話 をかわせ るようになったのは彼女が入院 してか らである。
遠藤周作は磯辺の妻 を通 して臨死体験の話にもふれ ている。た とえば、妻が見た夢の こ
とである。夢のなかで、家の茶の間が出てきて、 うしろ姿 の磯辺が見 えた。彼 は台所でお
湯 を沸か してそのままガスの火 を消 さずに寝支度を始めた。夢のなかで、妻はこれを見て、
薬缶が空焚 きになって火事 になると必死に叫ぶが、彼は知 らない顔 をしていた。夢の内容
が事実だったので、磯辺は、妻が樹 と話をす ると思いこんだ り、不思議な夢をみた りす る
のが、それだけ死が近づいているとい うことの証拠で はないか、と不安を感 じた。彼 は子
供の頃、人は死ぬ前 に健康 な者 には見えないことを見 る、と祖母に聞かされたこ とがあっ
た。
ある 日、彼は、妻 を看護 している成瀬美津子 とい うボランティアに妻が言った奇妙な話
を教え られた。妻は体から意識がぬけていって天井か らベ ッ ドに寝ている自分のぬけが ら
が見えた とい うことである。磯辺はこんな現象が妻の死の前触れであるとい うような気が
した。当 日、彼 は 「この四、五 日だ と思います。御親戚の方たちをお呼びになるので した
ら」 と医師に知 らされた。数 日後、彼 女は昏 睡状態 に入 り、時々、何か うわご とを言 う。
磯辺はそばに坐 り、妻の手を握ってや るほか、何 もできなかった。東京 に住んでいる彼女
の両親 と弟 に磯辺は連絡を とった。公衆電話 をかけ終わって戻 ろ うとす る彼 に、ある看護
婦が廊下を駆 けるようにして 「御主人を......呼んでお られます」 と言 う。彼 は病室 に
入 ると妻が何か言お うとしていたので、妻の 口に耳を近づ けた。妻は次の よ うに言った。
「わたくし......必ず......生まれかわるか ら、この世界の何処かに。探して......わ
たくしを見つけて......約束よ、約束よ」。
約束 よ、約束 よとい う最後の声だけは妻の必死の願望をこめたのか、ほかの言葉より強か
った。(24頁)
ここか ら、問題になる一っは、輪廻転生の話である。妻 と銀杏の樹 との問の会話にも転
生の概念は暗示 されているが、妻が死に際に言ったことで、転生の話ははっき りと一っの
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テー マ に なって い る。そ して、仏 教 にお ける輪 廻転生 の話 は磯 辺 の妻 の葬式 の場 面 に 出て
くる。葬 式 の 日、住職 は次 の よ うに言 う。
仏教で は人間が死 にます るとその魂 魄が 中有 とい う状態 にな ると考 えてお ります。 中有 と
い うのはまだ転生 してお らん状態 で してな、ふわふ わ と人 間界 を さまよってい る。 そ して
七 日毎 に、一組 の男女の体内に もぐりこんで新 しい命 となって生まれ かわ る。だか ら、ま
ず初七 日が あるで しょ う。…そ して どんなにその転生が遅 い方で も四十九 日目には必ず 、
どなた さんかのお子 にな られて新 しく生 まれ かわるわけで して......(26頁)
(中略)そ の時、「必ず......生まれ かわるか ら」磯辺 の耳 にあの妻 の譫言が 聞えた。 「こ
の世界 の何処か に。探 して.....。わた くしを見 っけて」(27頁)
磯 辺 の妻 は死 に際 に言 った こ とは、願 望だ け だ った の か、 あるい は、彼 女が 本 当 に転 生
の概 念 を信 じてい たの か、 とい うこ とが分か りに くい。 妻 が入 院 中につ けて い た手 帖 に、
彼 女 と銀 杏 の樹 との会 話 が書 かれ てい た。
(中略)わ た くしは窓の 向 うのあの銀杏 の樹 に向って話 しか ける。
「樹 さん、わた く しは死ぬ の。 あなたが羨 しい。 も う二 百年 も生 きているんです ね」
「私 も冬 が くると枯れ るよ。そ して春 になる と蘇 る」
「でも人 間は」
「人 問も私た ちと同 じだ。一度は死ぬが、ふ たたび 生きかえ る」
「生 きかえる?ど うい う風 に して」
や がてわかる、 と樹は答 えた。(29頁)
(中略)ボ ランティアの成瀬 さん、来て くだ さった。いっ も冷 静で抑制力 のある方だか ら、
わ た くしは主人 にも うちあけられぬ悩みや心 の秘密 を洩 らして しまった。
(中略)「成 瀬 さん、生まれかわ りを信 じます か」
「生れ変 わ り......?」
「人 間は一度、死ぬ と、また この世に新 しく生れ変 わるって本当」
成瀬 さんはこの時、一瞬、わた くしを直視 したが 、 うなず きは しなかった。
「わた くし、生れ変って、 も う一度 、主人 に会 える気が 、 しき りにす るん です」
(中略)成 瀬 さん は呟いた。「わた くしにはわか りません」そ して食事 の トレイ を持 って部
4
屋 を出ていった。彼女の背中が固い冷たいもののように見えた。(30頁)
磯辺の妻は、生れ変わって、主人に会いたい とい う強い願望 を持っていた と考 えられ る。
しか し、彼女が見た夢な どを念頭 においてみれ ば、輪廻転生に関 して、彼女が何を理解で
きたかは、量 りに くい。本作 品に描かれている彼女の体験を考 えてみれば、その中に輪廻
転生 の可能性が暗示 されている とい う気 もする。
妻 の死後、磯辺はできるだけ会社 に残 り、家に戻る時間を遅 らせた。妻の最後の譫言は
生々 しい残像のように彼 の耳の奥に残っていた。だが、磯辺はそんな不可能なことがある
とは思 えなかった。本作品に書かれてい るとお り、多 くの 日本人 と同 じように無宗教の彼
には、死 とはすべてが消滅す るとい うことである。
とにか く、彼は ワシン トンで生活 している姪か ら手紙をもらって、休暇をアメ リカで送
ることにした。そこで、彼 は、姪の家 に置いて あったシャー リー ・マクレー ンの本に気が
っいた。本 の内容 は、著者が 自分の前世を探っていくとい うことである。そ して、磯辺は、
ベ トナム戦争以後、このような研究が真面 目にアメリカの大学でや られてい るこ とと、ヴ
ァージニア大学のステ ィー ヴンソン とい う学者の書いた本 にっいても、姪に知 らされた。
ステ ィー ヴンソンとい う学者はス タッフ と一緒に、世界中か ら前世の記憶を持っている子
供の例 を集 めて、その報告が正 しいか どうか、徹底 的に調査 しているとい うことである。
姪か らこれを聞いて、磯辺は、妻が本気で前世 とか来世 とかを信 じていたのだろ うか、と
考 えた。 しか し、 「妻には花や樹 と話をかわ した り、予知夢 を信 じた りする幼稚な部分が
あったか ら、あの譫言も彼女の必死の願望から出たのだ」(34頁)と磯辺は解釈 していた
が、 「妻がそれほど彼を大事 な存在 に思 って生きていたのか と知って、胸が強 くしめっ け
られ る気がす る」(34頁)。姪か ら転生にっいての話 しを聞いていても、磯辺 には来世や
転生な どを肯定す る気持はまだなかった。
しか し、帰国の 日、ワシン トン空港の売店で姪が話 していたシャー リー ・マク レー ンと
ステ ィー ヴンソンの本を買って しまった。両方の本において、彼に興味を起 させたのはマ
クレーンの本 より、ステ ィー ヴァンソン教授 の研究発表のほ うだった。教授は さまざまな
実地調査 をあげなが ら、 「こうい う現象 はた しかにあるが、だか らと言 って前世が人間に
あるとは断定できぬ」 と、客観的に言っている。磯辺は説得力のあるその本を読んで、教
授 の研究 を信頼す るよ うにな り、妻 の最後の言葉 を少 しだけ信 じる気持 にさえなった。し
たがって、彼 は教授に手紙 を書 くことにした。彼 は、研究内容について、より詳 しい説明
5
を、スティー ヴンソン教授のもとで調査を行っているジョー ン ・オシスか らも らった。そ
の手紙 の最後に 「前世 で 日本人であった事を語る我々の研究対象の例が出た場合は悦んで
御連絡致 します」(38頁)と書かれていた。これで、「磯辺の場合」とい う第一章が終 る。
小説 の第二章 「説明会」になると、磯辺はイン ドへのツアー に参加 してい るとい うこと
が知 らされるが、そのわけは、彼が、同じツアーの参加者 である成瀬美津子 に言った 「あ
るこ とを探 りに行 くんです。本 当に宝探 しみたいな旅 です」とい う言葉で暗示されている。
本作品の第六章 「河のほ とりの町」において、イン ドへのツアーがはじま り、彼 は 「い
よいよ転生の国に自分が入 ったのを感 じた」(172頁)。もちろん、彼はまだ転生な どを本
気で信 じていない。彼は、なぜイ ン ドへ行 くことにしたのか、とい うことは、彼が ヴァー
ジニア大学からもらった連絡を通 して知 らされ る。ヴァージニア大学のジョー ン ・オシス
からの手紙の内容は次のよ うなものである。
記憶が正 しければ、あなたは前世が日本人だったと語る幼児が現れたらす ぐ連絡 してほし
い と、我々に依頼されま した。(中略)二 ヵ月前に北印度のカムロージ村で 日本人 として前
世を生きたとい う少女の話が報告 されました。ただ し彼女がこの告 白を兄姉にしたのは四
歳の時であり、我々が前世記憶者の条件に入れている三歳までの年齢を過ぎていますので、
調査対象か らはず しましたが、万一を考慮 し、あなたの御要望に従って連絡 します。彼女
の名はラジニ ・プニラル、彼女の生家のあるカムロージ村はガンジス河のほとりヴァーラ
ーナスィの近くにあ り......(174-5頁)
磯辺のイン ドへの旅 はこの手紙 に書かれた ことに依 るものである。もちろん、妻の最後
の言葉 が彼に動機 を与えた とい うことは、明 らかである。彼は転生 した妻を捜 しにイン ド
へのツアーに参加 した。参加者の間では美津子だけと前か ら結びっきがある。彼 はヴァー
ラーナスィにあるホテルの庭で、彼の妻 を最後まで看病 していた美津子 と話 しなが ら、彼
女にジ ョー ン ・オシスの手紙を見せ た。 「転生 を信 じてい らっ しゃいますの、 ヒンズー教






イン ドに着いてか ら、彼は 自分 の結婚生活にっいても、妻の感情 についても深 く考 え込
んだ。その上、生 ・死は何 を意味す るのか とい うことにっいても考 えるようになった。彼
は妻 との生活 を異 国で回顧する とい うことを一度 も考えた ことがなかった。彼の人生設計
では、妻が彼 自身 より先に死ぬだろ うとい うことであって、その後、妻がどんな生き方を
す るか とい うことにっいて、磯辺はあま り想像 したことはなかった。イン ドに着いてか ら、
彼 は自分の人生を反省 し、自分 の結婚生活 に重大な価値 も深い意味 も持っていなかった と
い うことに気がっいた。妻が死んだ後、空虚になった毎 日の中で、そ して、妻の遺品を眼
にす るたび、磯辺は言いよ うのない寂 しさと悔いを噛み しめなが ら自問 自答 した。彼は、
「愛す る」とは一体、何なのか とい うことにっいて結婚生活で真面 目に考えた ことはなか
った。彼 にとって結婚生活 とは、互いに世話を した り、面倒 をみた りす る男女の分業的な
助けあいであった。彼にとって、同じ屋根の下で生活を共にして、お互いが どのように役
に立っか、便利か とい うことが問題 になることで ある。外国の妻 のように夫の出世のため
社交的だとか、女 としていっまでも魅力があるかは、さして大事ではなかった。夫が毎 目、
神経をす りへ らして会社か ら戻った時、 どれだけ我儘を許 し、休息の場 を作 っておいて く
れるかが妻の最大の仕事だ、と彼は考 えていた。後輩の結婚披露宴の時、彼は次のス ピー
チをした ことがある。
妻は夫にとって空気のようなものになれ ばいいのです。空気 はなくては困 ります。しかし
空気は眼にはみえません。出しゃばりません。そんな空気に妻がなれば、夫婦はいつでも
失敗 しません。(中略)結 婚生活は、ひっそ りとして単調で充分なのです。(202頁)
妻はこのス ピーチをどの ように受 けたのか、あるいは、どんな表情を して聞いていたの
か、とい うことは磯辺 の念頭にはなかった。家へ戻 ってか ら、妻は何 も言わなかったので、
妻 も納得 しなが らそのスピーチを聞いたのだ ろ う、と彼 は思った。 しか し、彼 がそのス ピ
ーチには言えなかった こともある。実は、その結婚式のあった頃は、磯辺が 自分 の結婚生
活 に倦怠を感 じていた。妻 との生活はあま りに平凡で、単調で もあったか らである。 この
ような存在があれ ば、妻は妻以外の荷物で もなくな り、女ではなくなって しま う、と彼 は
思っていた。もちろん、磯辺 には離婚す る気な どなかった。彼 は 「妻 と女 とは両立 しない」
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とい うように思 っていたか らである。そ して、彼は二、三度浮気 をしたことがある。 自分
の行為について彼は どう思 っていたのか。
妻はこの浮気 を見ぬいたかどうか、磯辺はわか らない。彼女はひ とこともそれを口に しな
かった。気づいたとしても彼女は知 らぬ顔をしただろう。情事のあと、心にうしろめた さ




彼 は、イン ドで回顧す る時、 「夫婦愛 とは この連帯感 を指す のだ ろ うか」 とい うこ とを
考えた。当時、それ さえ考えたことのなかった磯辺は、妻が癌 とい う病気にかか り、医師
か らその寿命 を告 げられた時、伴侶がいな くなるとい う驚愕 と恐怖 とにただ茫然 としてい
た。妻が死ぬ前に見せた烈 しい情熱にびっ くりし、彼女がそんな願いを心の奥にしまって
いた とは、長い生活を共に しなが ら一度 も考 えた ことがなかった。
ヴァーラーナスィのナクサール ・バガヴァティ寺に入 った時、彼 は妻を次の ように思い
出す。
磯辺も、壁を埋めた これ ら女神のなかにひとつとしてや さしさを見っけることができなか
った。たとえその肉体が豊満な乳房や、大地の豊穣を示すゆたかな腰を見せていても、そ
のどこにも死んだ妻の微笑に似たものはなかった。(220頁)
とにか く、彼は ヴァー ラーナスィの近くにあるカムロー ジ村で、ラジニ ・プニラル とい
う少女 を探すために出かけた。 この時も、転生について、彼 は半信半疑だった。彼が信 じ
られることは、あの時の妻の声だけであ り、自分の心の中にかくれていた妻への愛着だけ
である。彼が妻の死後、や っとわかってきたのは夫婦の縁 とい うものである、と言 える。
また、磯 辺は、その縁が生れ る前か らあった ような気が した。
彼 は、転生 した妻を捜 しにヴァーラーナスィのカムロージ村まで行ったが、その少女が
家族 と一緒 に働 き 口を探 して町に引っ越 した、 と知 らされた。諦 められない磯辺は、その
後、 占い師の家に行った。磯辺 と美津子 との会話を参考 にしてみ よう。
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「私はね......占師の家に行ったんですよ。印度の占師の家に」





今はとてもハ ッピーだ、 と自信ありげに言 うのです。チーク材の本箱から何や ら大きな本
をとりだ し、女房の名をローマ字で書いて何かを計算 し、それで高い料金をふっかけまし
て。(中略)そ して私が、今、彼女は何処にいる、と聞いたら、調べておくか ら、明目、来
い と言 うんです(中 略)」
「いらっしゃるんですか」
「ええ、行きますよ。情けないですね、自分の気持 に結末をつけるために。それでさっぱ
り諦められる。そ うだ、印度に来てここまでやれば、死んだ女房 も成仏 してくれるでしょ
う。(中略)生 れかわ りな ど.....。、あ りもせんことを願ったのが......失敗でしたよ」
(272-4頁)
彼 は転生な どを信 じていない と言っていたが、転生 した妻 が見っ けられる とい うよ うな
望み もあった、 と思われ る。特に、 ヴァージニア大学か らの手紙を読んで、「転生」 とい
うものをなかなか否定できなかった し、逆に、少 しで も、転生を信 じている ようだった。
とにか く、イン ドまできたか ら、最後のやるべきこととして、彼はその 占い師の ところ
へ行 くことに した。 占い師はある住所を紙に書いて彼 に渡 した。彼 は、その瞬間、 占い師
まで来た とい うことが無駄だ とはわかっていたが、彼の心 に、怒 りよりも諦 めの気持が拡
がっていた。 占い師が渡 した紙には通 りの名だけが書いていて、番地は省略 されていた。
にもかかわらず、彼 は教 えられた通 りまで行 くことに した。だが、その ところに、ラジニ
とい う名 の女は何人 もいて、彼は諦めるしかなかった。
転生な どを信 じていない磯辺は、妻が死に際に言った言葉 を抱きなが ら、イン ドまで来
た とい うことか ら分かるが、彼は妻の存在 を強烈に感 じていた。彼が妻の存在 を強 く意識
したのは、妻が死んでか らである、 と考え られる。
転生 した妻が見っかるとい う可能性が失われて、磯辺 には妻への思い出だけが最も価値
あるものに思えた。そ して、妻を失ってか ら、初 めて妻の価値、妻の意味が分 かった気が
9
した。彼は男 として、仕事や業績がすべてだ と思っていたが、それがすべてではない とい
うことがわかった。また、彼 は自分が どれ ほどエゴイス トだったかに気づき、妻に対す る




















磯辺がイ ン ドへ行ったのはたった一っの理由か らで、それ は転生 した妻 を捜すた めで あ
った。だが、その転生 した妻を見っけることはできなかった。ただ し、彼が 自分 の人生 を
本 当に反省 したのは、妻が死んでか らである。言いかえれ ば、妻 の死が触媒であって、彼
に 「生活」 と 「人生」 との違いを教えて くれたものである。
磯辺 とい う登場人物を通 して、何が問題視 されているか とい うと、その一つは転生の概
念で あるだろ う。彼は妻を失ってから、いろい ろ考え始めた。愛は何を意味するか、人生
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とは何 であろ うか、そ して、死 に際、妻が言ったことをどのように とらえるかなど。
仏教 における輪廻転生の思想の話 は磯辺の妻 の葬式の時 も出てくる。 しか し、小説 に書
いてい る通 り、葬式の参加者の中で 「誰一人 として本気で信 じているわけでもなかった」。
そして、 「彼等は心のなかで、 どうせ寺の金儲 けの手段だ と考 えていた」。彼 はもともと転
生な どを信 じていなかったが、臨終の時、妻が発 した譫言が忘れ られなくて、転生 した妻
を探 しにイン ドへのツアー に参加 した。 ここで、作者は輪廻転生を肯定しているか、否定
してい るか、とい うような ことは決 しえない、と思われる。逆に、妻 の死が触媒になって、
磯辺がた どり着いた ところは重要である、 と言 える。磯辺 の妻の生き方を通 して、作者 は
イ可が言 いたいのか、妻の死、または、妻が死 に際に言った転生のことは何を暗示す るのだ
ろうか。それは、ヒン ドゥー教や仏教 にお ける転生のことであろうか。以下で考察 したい。
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第二節 美津子の場合
成瀬美津子 とい う登場人物は、磯辺 の妻が入院 していた病院のボランテ ィアであ り、磯
辺の妻を看病 していたので ある。そ して、本作品の第二章 「説明会」において、彼女はイ
ン ドへのツアーの参加者 であることが知れ る。
美津子は関西の故郷 を出て、仏文 を勉強す るために東京へ来た。彼女の大学はカ トリッ
ク男子修道会 の経営する学校だったため、数多 くはないが、洗礼を受けた連 中も学生の中
にいた。彼等の中には、普通の男子学生か ら見 ると 「話のできない」「うまの合わない」野
暮な連 中 と蔑まれ る部分があった。差別こそ されなかったが、何 となく苦手な相手 と思わ
れる者 もいた。 この ような学生の一人が大津 とい う登場人物である。
地方 か ら東京 に来たコンプ レックス も手伝って、彼女は娘 の我儘 を許 して くれる父親 に
せがんで、学生に しては贅沢なマンシ ョンの部屋 を借 り、友人を集め、当時は彼等 には手
の出ない コニャックを呑みまわった り、スポー ツ ・カーを運転 した りしていた。その くせ、
心はいつ も虚 しくて、胸の底で、 自分に対す る何 ともい えぬ怒 りとも寂 しさともっかぬ感
情があった。その頃を思い出す時、次のよ うに考える。





美津子 は空虚感 と心の奥に潜んだ悪へ の暗い衝動 の中で、友人たちにけしか けられて、
大津 を誘惑す ることに した。美津子 は、彼 をではなく、彼の信 じている神をか らかいたい
とい う、い ささか子供っぽい気持ちか ら出発 したのである。神 を信 じていない美津子 の好
奇心が動き出 したのは、彼が毎 日クル トル ・ハイムとい うチャペル に行 っているとい うこ
とを知 ってか らである。大津は彼女が本能的に嫌悪を感 じる世界の男だった。彼女 は大津
をアロア ロとい う店に誘い、彼 をか らかってみることに した。そこで美津子は、 「こんな
馬鹿 なことを して 自分は一体、何 を探 してい るのだろ う、皆におだて られ、大津をか らか





他 の学生たちに とって、それはたわい もない悪戯 に過 ぎなかった。だが、美津子だけは、
自分 が 口に出している言葉 が、大津の心には どんなに重大なものであるか、とい うことを
感 じた。その時、彼女は信徒たちに踏絵 を踏ませ ることを強制 した切支丹時代の役人の話
を思い出して、「一人の人間か ら彼の信 じてい る神 を棄て させた時、その役人は どんな快
感 を味わっただろ う」 と思った。
とにかく、彼女 は彼 に神 を裏切 らせ ることにす る。彼女は大津に 「西洋 の基督教が布教
の名 を借 りて多 くの土地を奪い、人を殺 した ことも知っているわ。それなのにあなたがそ
んなものに宙づ りになっているか らほかの学生は白けちゃ うのよ。…き ょうか らあのクル
トル ・ハイムに行 くのはおや めなさいよ。そ うしたら、わた くし、あなたをボーイ ・フレ
ン ドの一人に してあげる」と言い、信 じて もいない神 に話 しかけて 「神 さま、あの人 をあ
なたか ら奪 ってみましょうか。…彼 か らあなたは棄て られるのよ」 と言 う。大津 を連れ て
自分 のマ ンションに入った時、不思議そ うに彼女が思ったのは 「男 って、どうして結局は
皆、同 じなんだろ う。彼女は 自分がこの大津に他 の学生たち と違 ったものを期待 していた
のに気がついた。ほかの男性たちにないもの。木の夢、水の夢 、火 の夢、砂漠 の夢」 とい
うことだ った。大津 を誘惑 しても、彼に神 を裏切 らせて も、結局彼女は 自分をか らかって
お り、自分がほしい ものをつかめなかったか らである と思 う。彼女はクル トル ・ハイムに
おかれていた 「痩せた男の醜い裸体」を思い出 しなが ら 「どう…あなたは無力 よ。わたく
しの勝ちよ。彼 はあなたを棄てたで しょ。棄ててわた くしの部屋 に来たわ」と言 う。だが、
同時に、花冷えのような空虚感を感 じる。三週間がたってか ら、彼女 は大津を棄てたが、
彼は他の男子学生たちのように、これを学生時代 の遊び とは受 け とらないだろ うと思った。







無関心な男性 と結婚 し、普通の主婦 となり、夫 と同 じような男女のなかに自分 を屍のよう
に埋めて しまいたいと本気で真面 目に望んだのである。(80-81頁)
結婚の祝宴が終って、二次会で、美津子 は大津が仏蘭西の リヨンの神学校 にい るとい う
話 を聞いた。彼女は、大津が神父 になるために神学校 に入 った とい うことを聞いて、次の
ように思った。
だが両手を拡げ、痩せた無力なあの男は、大津をいつの間にかとり戻 していた。 しかし、
わたしが勝ったことには変 りない。神はわた しが棄てた男を貪欲にも拾いなお したにすぎ
ぬ。(82-83頁)
彼女はこ う思っているが、無意識的に、彼女には大津の生 き方に対す る関心が深 くなっ
ていく、と言える。そのためかもしれないが、新婚旅行 は美津子 の発案で仏蘭西だけを選
んだ とい うことである。
彼女は仏蘭西に着いてか ら、大津 のことを思い出して 「あの大津が神父 になる。そして
今、この国の リヨンにいる。彼女が棄てたものを、痩せ細った男が拾いあげた」と思った。
やがて、彼 女は夫 をホテルに残 して、一人で観光に出かけた。ただ し、その時 も、彼女が
自分の行為に対 して何 も考えなかったでもない。彼女 は何 回も心の底にある虚 しさを感 じ、
自分が誰かを本気で愛す ることができない よ うに思った。ラン ドへ行 く時、彼女 の心に自
分 自身 に問いかけた 「一体、あなたは何を求めてい るの」 とい う質問があった。 同時に、
美津子 は巴里に夫を残 して こんな田舎にた どりっいたのが、自分の心の闇を探 るた めだっ
た と気がっいた。 ラン ドの旅 を終 えて、彼女は リヨンに向った。
リヨンに到着後、彼女はホテルの部屋か ら大津 に電話 をかけ、待ち合わせを決 めた。大
津 に会 った時、彼女は 「あなた。.....あの時、神 を棄てたん じゃない…それなのに神学
生にど うしてなったのか しら」と大津 の古傷に指を入れ るように聞いた。本作品に書かれ
ているとお り、「彼女の邪悪な心は大津のお どお どした顔 をみる と触発 される」。このお ど
お どした顔の大津は、彼女の邪悪な心を触発 させ るよ うな何かを持 ってい る、と思 われ る。
とにか く、大津は彼女の質問に以下の通 り答 える。
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「あなたから棄て られたからこそ 、ぼくは......人間から棄てられたあの人の苦 しみ
が......少しわかったんです。…成瀬 さんに棄てられて、ぼろぼろになって......行く
ところもなくて、どうして良いか、わか らなくて。仕方なくまたあのクル トル ・ハイムに
入って跪いていた間、ぼくは聞いたんです。(中略)おいで、とい う声を。おいで、私はお
前 と同じように捨て られた。だから私だけは決 して、お前を棄てない、とい う声を」。




のは、この 「みすぼ らしい」男が、美津子やかっての旧友や美津子の夫たちの世界 とはま
った く隔絶 した次元の世界 に入った、とい うことである。当時、美津子 は、大津が信頼 し
ていた神 、あるいは、 「神 は存在 とい うより、働 きです」 とい う彼の信仰 をよく理解で き
なかったが、大津の生き方 に関心をもっていた とい うことは明 らかである。彼 について 「役
にもたたぬ幻影のために人生を無駄 にしてい る男。彼女には縁遠す ぎる世界」とい うよ う
に考えていたが、彼 は彼女 自分がっかめ られない何かを持っているとい うことを感 じた、
と考え られる。
ホテルに帰ってか らも、彼女が考 えたのは大津のことであった。





彼女は新婚旅行 の問 「一体、何が ほしいのだろ う」 とい うことを繰 り返 して考 え、自分
が本質的に人を愛す ることができない と思った。結局、彼 女は離婚 して、その理 由は 「わ
たしは人を真 に愛す ることはできぬ。一度 も、誰をも愛 した ことがない。そ うい う人間が
どうしてこの世に 自己の存在 を主張 しうるだろ うか それが結局はわた くしの離婚 の
理由です」と言 う。
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以後、彼女は病院のボランティアに参加 し、「愛の乾いた 自分だか らこそ、愛のまねごと
をや ってみる自虐的な気分 になった」 とい うことである。病人た ちの愚痴をきき、いたわ
りの言葉をかけ、身動 きできぬ者 の 口にスプーンでスープを飲ませ、その尿器 を洗い、彼
等の感謝を受けることなど彼女に とってたやすいことだった。美津子 はそれが心の底か ら
出た愛 の行為ではなく、演技だ とい うことを知っていた。抵抗できぬ老婆の眠っている姿
を見つめている うちに、急 にある衝動 にか られ、「どうせ この人は薬 を飲んでも治 らぬ病人
なんだか ら。 もう誰にも役にもたたぬだけでなく、家族にも荷物になっているこの老女を
早 く楽に してあげるほ うが、よほ ど良い ことだわ」とい うように考えた ことがある。
この ような 日々を過 ごしている美津子は、年一回の同窓会で、大津がイ ン ドの ヴァー ラ
ーナス ィとい う町にいるとい うことを耳に した。そのニュースを聞いて美津子は、思わず
イン ドへの団体旅行に加わる。大津のニ ュースは彼女にイ ン ドへ行 くた めの動機 を与 えた
が、彼女は自分が何 を探 しているのか、 とい うことを理解するための探求で もあった、 と
言 える。
彼女 はバスに乗 って ヴァー ラーナス ィへ行 く時、次の ように感 じる。
美津子は美津子で身 じろぎもせずに、窓外のあまりに濃い闇を凝視 していた。闇の上に別
の闇を更にもうひとっの闇を幾重にも重ねて塗 りっぶ したような暗黒。仏教でい う無明の
世界 とはこれだ と彼女は思った。今 日までこんな闇を 自分は見たことがあったろうか。
(172頁)






彼女は大津 の存在 を無視 しようとしていても、それはできなかった。 ヴァーラーナスィ
のホテルで彼女は大津の手紙を読みなが ら、自分の人生が 自分の意思ではな く、眼には見
えない何かの力で動か されている、とい う気が した。彼女が大津に惹かれている とい うこ
とは、彼女がわざわざ大津か らの手紙をヴァー ラーナスィまで持 っていた とい うことか ら
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も分か る。もちろん、その理 由は彼女 自身がよく理解 できなかった。男性 として魅力のな





ものを大事 に保存 してきたのだろう。その理由も美津子にはわからない。わか らないが、
自分をこえた何かが彼女にそうさせたのだ。その何かがひそかに段取りをつけて、彼女を
大津の住むこのヴァーラーナスィまで連れてきたとも言える。(184頁)
彼女 は、自分 には大津の世界、あるいは、神 のために生きてい く世界が縁遠すぎる世界
で ある、 と思っているが、前述の描写をみれば、そ うで もない と考 えられ る。作者 は美津
子 とい う登場人物を通 して、神を信頼 している大津 の生 き方を問題 に している。そ して、
神は何 を意味す るか、神 は働 きであるか、 とい うことも問題 にされてい る。美津子は大津
を否定 していたのに、イン ドまで行って しまった。その時、彼女は 「何 かにそ うさせ られ
た」 と思った。大津はイン ドのヴァーラーナス ィとい う町にい るとい うことは、美津子に
イン ドへ行くために動機 を与えたが、彼女はそれを認 めるこ とができないよ うである。
イ ン ドに着いてか ら、彼女はニュー ・デ リー国立博物館 に飾 られた女神カー リーの中に
善 と悪の存在 を見て、この女神 に惹かれてい る。彼女はイン ドへ持 っていった 「ある印度
留学生」とい う本を読みなが ら次の ように考える。
本のなかには幾っもの写真が挿入 されていたが、関心をとりわけ惹いたのはシヴァの女神
たちの写真だった。それ らの女神はヨーロッパの聖母マ リアの像 とはまったく違って、水
牛の上に乗 り、魔神を刺 しているものもあれば、夫シヴァを踏みつけて蛇のような長い舌
を出している女神カー リーの兇暴な姿もあった。
美津子は二 日前に訪れたニューデ リー国立博物館に飾 られたこのカー リー女神の写真をじ
っと見つめた(中略)別 の頁では女神カー リーは柔 らかな眼差 しで、両手をひろげ、こち
らを見ている。 口もとにも心なしか微笑をたたえている。そんな微笑みをたたえた女神カ




彼女 は女神カー リーの写真 を見なが ら、自分の中に善 ・悪の併存 を認識で きた ようであ
って、その結果、自分 と和解できた と言 える。彼女は長い間、 自分 の中にある悪への衝動
に耐 えられなかった し、自分が何 を求めてい るか、何がほしいのか、とい うことが理解で
きなかった。彼 女の悪への衝動が、彼女の空虚感 、または、 自分 に対する怒 りか ら出た も
のである、 と考え られ る。
ヴァーラーナスィのナクサール ・バガヴァテ ィ寺に入 る時、美津子は 「自分が今か ら心
の奥に入ってい く」 とい うような気が して、「内視鏡で心の奥を覗 くような不安 と快感 と
がま じっている」(218頁)とい うことを感 じた。なぜか とい うと、この寺の 「像の気味
の悪 さには、人間がおのれの意識 下にうごめくもの、意識下にか くれているものをまとも
に眼にする嫌悪感 があった」。 この寺の女神たちは、何本かの手に武器 をもち、残酷な面
と同時に、慈悲深い面 を象徴 している。そ して、誕生 と同時 に死を象徴す る女神たちで あ
る。女神た ちの間で、チ ャームンダー とい う女神 もいて、本作品に説明されてい るとお り、
この女神は醜 くて もや さしい母の象徴であ り、すべてを包み込む愛の象徴である。本作品
に出て くる女神チ ャームンダーの説 明は、ヒン ドゥー教 にお ける女神 チャームンダーの伝
統的な説明 と同 じであるか どうか とい うこ とを、本論文の第二章において考察す るが、今
は本作品の説明に限ってっつ く。美津子は、病気などにかかっていて も、萎びた乳房で人
間に乳を与えてい る女神 チャームンダーに惹かれている。この女神が象徴す る愛 には、善・
悪の区別 もない し、何 の裁きもあ らわ していない。
その後、ス トー リが展開につれて、美津子は どのよ うに変ってい くかは敏感に描かれて
い る。た とえば、木 口を看護す る時、その行為 は演技や真似事 より、心の底か ら出た関心
の行為であった、と言 える。また、ボランティアとして磯辺 の妻 を看護 した美津子 は、イ
ン ドで転生 した妻 を見っけ られなかった磯辺 を慰安 して 「少な くとも奥 さまは磯辺 さんの
なかに…確かに転生 してい らっ しゃいます」と言 う。美津子のこの言葉 にあ らわれてい る
一っは、安 らぎの気持ちである、 と考え られ る。
より大事なのは、美津子 と大津 との関係の発展である。彼女 は自分が何を求めているか、
とい うことは分か らなかったが、彼女の場合、大津が触媒の役割を果た している、と言 え
る。彼女は大津の生き方 を問いなが ら、自分 は何が欲 しいか とい う探求に出た。ガンジス
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河畔で、ある老婆の死体 をみている美津子の感情 は次の ように描かれている。
美津子はこの老婆の人生をもまた女神チャームンダーに重ねた。女神のように老婆はこの
世で苦 しみ、耐え、それでも萎びた乳房で子供 たちに乳を飲 ませて死んだのだと思った。
そ して大津がそんな人間を十字架を背負 うように背負って、この河まで運んでくる。(257
頁)




美津子はガンジス河 に沐浴す る時、次のよ うに言 う。
「本気の祈 りじゃないわ。祈 りの真似事 よ」と彼女は自分で自分が恥ずかしくなって弁解
した。「真似事の愛 と同 じように、真似事の祈 りをや るんだわ。(中略)で もわたくしは、
人間の河のあることを知ったわ。その河の流れ る向 うに何があるか、まだ知 らないけど。







彼女は誰に向って祈 りをしているかは分か らなかったが、この言葉であ らわ しているの
は、美津子が典型的な 「神」より何か超越 的なものを信 じてきた とい うことである。また、
前に言った とお り、大津は彼女の人生に触媒の役割 を果た した、 と言 える。
本作品において、美津子を通 して、問題 にされている一つは、人間の中にある善 ・悪の
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併存の ことである。作者は美津子を通 して、心の奥底に存在す るもの、あるいは、無意識
的なものを問題 にしてい る。美津子の揚合 は、それが彼女の心の奥にある悪への衝動であ
るが、その罪 ・悪のなかに救いの可能性があるか どうか、とい うことが調べ られている。







おかしな人。 日本人でしょ、あなたは。 日本人のあなたがヨーロッパの基督教を信 じるな
んて、わた くしにはむ しろ歯の浮く感 じがす るわ。(101頁)
美津子にとって、キ リス ト教 とい う宗教は、結局、 ヨー ロッパ の宗教であ り、 日本人 と
して、その宗教を信 じるのが不思議である。 もちろん、大津が信 じていたキ リス ト教は、
その ヨーロッパ の宗教ではなく、彼が 自分な りに理解 した信仰であるが、それ は後 になっ
て、大津は美津子 に説明す るとい うことである。 とにかく、大津は何 を信 じてい るか とい
うことも、美津子 を通 して 問題 にされている。彼女はその ヨー ロッパのキ リス ト教が、 日
本人 としての自分 とまった く無縁のものである、 と思っている。 したがって、ここで、神
とは何か、そして、神を信 じていな くても、「神」とい うものは、本当に 自分 と無縁な存在
であるのか、とい う問題 も見 られ る。また、何 よりも、大津の生き方を問 う美津子 を通 し




美津子が誘惑 して棄てた大津 とい う登場人物が最初 に出て くるのは、本作品の第三章で
ある。だが、ここではまだ 自分の過去 とその内面 を凝視す る美津子の心の中にあ らわれ、
彼女 を内側から突き動か してい く潜在的な視点 として位置づけられ る。そ して、次 に登場
す るのが、小説 の第六章においてであ り、そこでは、登場人物たちの視点が交錯す るのに
呼応 して、美津子の内面を描きつっ、その美津子 と大津 との関係が手紙 とい う形 で挿入 さ
れ る。さらに、本作品のお よその半ば、第八章に至って大津の消息が記 され、第九章 「河」
では美津子 と大津の再会が書き記 され る。
大津は美津子 と同じ大学で哲学科の学生だった。彼 は美津子 と彼女の友だちの視点の中
で 「女の子 に話 しかけられぬ奴」「いつも笑顔をっ くって皆に好かれよ うとしています」「女
の子の好奇心 も関心 も刺激 しない男」のよ うに描写 されてい る。初めて美津子 に会った時、
「あなた、信者?… 本心か ら信 じてい らっしゃるの」 と彼女 に聞かれたら、彼は悪い こと
を した少年のように 「すみません…そ うです けど」(54頁)と答 える。
数 目後、美津子たちに誘われて、彼 はアロアロとい うレス トランに行 った。彼 は、美津
子たちの 目的を知 らずに、素直にその招待を受諾 した。ア ロアロで、彼 は 「大津 さん、本
当にあなた、クル トル ・ハイムに行って毎 日祈 るの…それ本気?」 と美津子 に聞かれた時、
彼 は次のように言 う。
すみません(中略)信 じているか、信 じていないか、あま り自信ないんです。(中略)長 い
間の習慣か、惰性かなあ、ぼくの一家は皆そ うだし、死んだ母が熱心な信者だったからそ
の母にたいする執着が残っているのかも......。よく説明できないんです。(61頁)
学生時代の大津は、キ リス ト教徒であっても、何 を信 じているか、とい うことが分か ら
なくて、正直に美津子 に答 えた。そ して、本 当に信 じてい るかどうか分か らないが、習慣
とい うことでも、その宗教 を棄てようともしていない、と考えられる。美津子 に酒 を飲ま
されても、彼女 に 「神を棄てる」 とい う約束は出来 なくて、 「ぼ くが神 を棄て よ うとして
も__神 はぼくを棄てないのです」 とい うことしか言 えなかった。
しかし、彼は美津子に 「今 日か らあのクル トル ・ハイムに行 くのはおや めな さい よ。そ
うした ら、わたくし、あなたをボーイ ・フレン ドの一人に してあげる」 と言 われて、チ ャ
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ペルへ行 くことをやめた。彼女 と一緒にすごした三っの 日曜 日の うちに、彼 は彼 女 との関
係を真剣 に思い始めた。その結果、彼女 に棄て られた時、彼の心は大きな打撃を受け、は
じめて、怒 りを含んだ声をあげたのだった。彼の感情は これ しか説明 されていないが、彼
女に棄て られて、何回も彼女 と連絡 を取 ろうとしたことは小説に書かれている。美津子は
彼か らの電話な どを無視 したが、彼のほ うはそれを どのよ うに受 け入れたか とい うことは
分か らない。とい っても、彼は彼女 との関係 を真剣に思っていたか ら、す ぐ立ち直った と
は思えない。
本作 品において、美津子 の結婚話 の うちに、彼は リヨンの神学校に入った とい うことが
知 らされ る。以後、彼が登場す るのは リヨンでの美津子 との再会 の時である。また、彼女
に棄て られてか ら、彼 は何を感 じたのか とい うことも二人の間の会話を通 して少 し描かれ
ているが、ほとん どは推量 に任せ られている。
リヨンで彼女か ら電話 をも らって、彼 は困っているようだった。彼女の声を聞いた時、
彼の過去が頭に浮かび上がってきたか もしれない。その瞬間、彼は何 を感 じた のか、ある
いは、何 を思ったのか、とい うことは想像する しかない。彼女に対す る愛情を抑 えたかも
しれ ない。 それ とも、彼は過去のことは過去で あって、それ を越 えてきたかも しれない。
何であったかは分からないが、 とにか く、彼は彼女に会 うことに した。
彼女 と一緒に歩 いていた時、最初 は、二人 とも過去の交わ りにふれなかったが、しば ら
くして、彼 は 「あなた_。 。.あの時、神 を棄 てたん じゃない。それ なのに神学生に どう
してなったのか しら」 と彼女に聞かれた。彼は次のよ うに答 える。
「あなたか ら棄て られたからこそ 、ぼくは......人間から棄てられたあの人の苦しみ
が__少 し分かったんです。(中略)成 瀬 さんに棄てられて、ぼろぼろになって..。...
行 くところもなくて、どうして良いか、わからなくて。仕方なくまたあのクル トル ・ハイ
ムに入 って跪いていた間、ぼくは聞いたんです。(中略)おいで、とい う声を。おいで、私





とはじめて大津の頬に嬉 しそ うな微笑が うかんだ。
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「ぼくはそれ以後、思 うんです。神は手品師のように何でも活用なさると。我々の弱 さや
罪 も。そ うなんです。(中略)成瀬 さんに棄て られなかったなら......ぼくは......こん
な生き方をしなかった」。(97-8頁)
彼 女に棄て られてか ら、彼が迷っていたのは明らかである。彼 は 「ぼろぼ ろになって」
「行 くところもなくて」、まるで、みなに棄て られたよ うに思われ る。結局、彼が よく行
っていた クル トル ・ハイム とい うチ ャペルに しか行 くところはなか った。そ の棄て られた
大津はチ ャペルで、皆に棄て られたイエスの苦 しみをある程度理解できた。棄て られた大
津 を受 け入れたのは、イエスである。
大学生 としての大津 にとって、キ リス ト教 は家族か らも らった宗教にすぎなかった し、
彼は 自分が何を信 じているかも分か らなかった。そ して、キリス ト教徒であった母親の望
みに従 って、彼 もキリス ト教を信 じることになった。にもかかわ らず、彼が知 らない うち
に、その宗教が彼 の心の中に根 をおろした と思われる。
リヨンの神学校 に入った大津は、完全 にキ リス ト教 を受 け入れていたか どうかは分か ら
ないが、彼 は昔の気の弱い大津 とは違っているようである。彼 と美津子 との間の会話 を参
考に してみよう。
「あなた、変ったわね」
「そ うかもしれませ ん。しかしぼくが......変ったのじゃなく、手品師の神 に変えさせ ら
れたのでしょう」
「ねえ、その神 とい う言葉やめてくれない。いらいらするし実感がないの。わたくしには
実体がないんですもの。大学の時から外人神父たちの使 うあの神 とい う言葉 に縁遠かった
の」














て られたが、そんな過去があったか らこそ、彼は 自分の道が見っけ られた とい うように感
じてい ると言 える。彼 には、ある程度の 自信 も安 らぎも見 られ る。彼 は小説 において、リ






使 えるんです。ぼくの罪 さえ活用して、救いに向けて くださった。(中略)で も、ぼくの考
えは教会では異端的なんです。ぼくは叱 られました。お前は何事も区別 しない。はっきり
と識別 しない。神 はそんなものじゃない。玉ね ぎはそんなものじゃないって。(中略)それ
に、ぼくは玉ねぎを信頼 しています。信仰 じゃないんです。(101-2頁)
この言葉にあらわれているのは、遠藤周作が よく問題 にしている善 ・悪をはっき り区別
す る考 え方である。大津に とって、善 ・悪 のはっきりした区別は とてもあ りえない ことで
ある。そ して、ここで問題 にされている一っは、西洋 と東洋の考え方の違いであり、東洋
人 としての彼 にとって、神 は善 ・悪の区別 な どはっき りは していない とい うこ とである。
大津 の疑問はキリス ト教 とい うよりヨー ロッパのキ リス ト教 に対する疑問で ある、と言 え
る。そ して、彼 にとって、神は人間の罪 さえ活用 して くれ るとい うことだか ら、罪の中に
も救いの可能性があると示 している。彼 にとって、神 は 「さばきを与える」 ものとい うよ
り慈悲の象徴である。彼の神観 は 「信頼」とい う言葉 を通 してあらわ される。彼 にとって、
神 は同伴者のような者であ り、愛の象徴で ある。
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彼 はい くらイエスを信頼 していても、ヨーロッパのキ リス ト教に対す る疑問が消えた と
い うこ とではない。本作品の第六章 「河 のほ とりの町」において、大津の考えは美津子へ
の手紙 を通 して次のように描かれている。
ぼ くもリヨンの修道会からまだ神父に非適格だ として、神父になる叙品式 を一応、延期 さ






的で理性的で、そして理性や意識でわ りきれぬものを、このひ とたちは うけっけません。
(中略)神 学校の中でぼくが、一番、批判を受けたのは、ぼくの無意識 に潜んでいる、彼
等か ら見て汎神論的な感覚でした。 日本人としてぼ くは 自然の大きな命を軽視することに
は耐えられません。いくら明晰で論理的でも、この ヨーロッパの基督教のなかには生命 の
なかに序列があります。 よく見ればなずな花咲 く垣根かな、はここの人たちには遂に理解







それか ら三人はスコラ哲学のあま りに明晰な論理を使って、ぼくのだらしない考 え方の欠
陥を追及 しま した。これはほんの一例ですけれ ど。でも東洋人のぼくには彼等のように何






西洋 と東洋の考 え方にっいて、前述の引用に暗示 されているのは、西洋の考 え方はあま
りにも論理的で、すべてはその論理で分析 されている、 とい うことである。彼 らの割 り切
り方 に何かが見落 とされていると大津は言 うが、それは、本質的な何かである、 と考 えら
れる。問題に されている重要な一つ は、彼の言葉、っま り、神は仰 ぎみるものではな く、
人間 ・樹 ・草花な どを包む大きな命である、 とい うことである。ここで、もう一度、神は
何であろうか とい うことが問題 にされてい る。そして、西洋 の考え方 の中で、人 間の命 は
他の生物の命 とは違 うものである、とい うことが大津の言葉を通 して暗示 されてい る。大
津の考 え方は、その ヨー ロッパのキ リス ト教の点からみれば、異端的 と思われ 、修道会に
受け入れ られないのである。
彼は 「神」を形 にはまったものとして理解 していない。彼 にとって、神 は人間の中にあ
って、人間の中にある罪 さえ救いのために活かす ものである。それに、彼 の考 え方に人間
と自然 は同一視 され、その神 はすべてを包む存在である。したがって、彼に とっての神は
絶対的な対象ではない。また、神は人間の行為 を善 ・悪 に区別 していない し、さばきも与
えていない。もちろん、このような神観 はヨー ロッパ のキ リス ト教的な考えに対立 してい
る。彼 にとって、西洋人の考え方は、すべての生き物 を順序に立てるとい うことである。
その考 え方の中に、神 は人間に対立 しているものであ り、その考え方 は人間を中心に して、
他の命 を軽視す るようである。
同じ手紙 に彼 は自分の母親について次の ように書いている。









彼 の過去についてはこれ しか書かれていない。ただ し、この話は一っの大事 なことを明
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らかにしている。それは、彼が求めているのは 「母のぬ くも り」 とい うような愛、慈悲 ・
優 しさをもっている神、さばきを与えない神、母 と同 じようにすべての生命 を抱いてい る
神、とい うこ とである。大津の考 え方や信仰が教会に認 められてい ない。にもかかわ らず 、
大津の信仰が崩れて しまった とは言えない。
美津子へのも う一つの手紙 に彼は次のよ うに 自分の考えを表現す る。
ぼくはまだ神父にはなれません。神学校の聖職者の先生たちから、ぼくは神父になるため








彼が 「馬鹿な ことを言った」 と感 じたのは、 自分の信仰 が弱かったからではない。彼は
神父たちの考え方 と賛成できな くて、正直 に自分の考え方 を言い出 したか らである、と考
え られ る。もちろん、彼の言葉は聖職者たちに基督教会の全否定のように聞えた。当然の
ことなが ら、彼 はふたたび神父にな る資格 をもらえなかった。それで も、聖職者たちの う
ち、心や さしい神父たちが彼のために努力 して くれたので、彼 はイスラエル のガ リラヤ修
道院で勉強を続 けることができた。そ こで勉強 している間に、彼 はイスラム教徒の家庭に
もよばれたことがある。その時、彼が感 じたのは 「彼等 のなかにぼ くは玉ねぎをみつ けま
す。それなのになぜ彼等が他 の宗教の徒 を軽蔑 した り、心ひそかに優越感 を感 じねばなら
ぬので しょう。 ぼくは玉ねぎの存在 をユダヤ教の人 にもイスラムの人にも感 じるのです。
玉ねぎは どこにもいるのです」(195・6頁)とい うことである。彼 の信仰 が強 くなってい
くにつれて、彼は 自分 と絶対的な宗教観 を持 っている人々の問に距離を感 じたかもしれな
い。
本作品において、第六章 「河のほ とりの町」の終わ りに、大津は、結局、神父になって
イン ドの ヴァー ラーナスィにある修道院にいるとい うことが知 られ る。彼は どうや って神
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父 になれ ることができたかは説明されていない。
第八章 「失い しものを求めて」において、大津はガンジス河のガー トで、ヒン ドゥー教
徒の死体 を焼場に運ぶ手伝 いをしているとい うことが一人のツアー参加員か ら知 らせ る。
それを聞いて、美津子は彼を探 しにヴァー ラーナスィの修道院まで行 くことに した。修道
院で、白人の老神父 た彼 のことを聞いた ら、その神父が頑 固そ うな顔 をして 「彼 について、
私は何 も知 らない」 と言 う。
本作品の第九章 「河」の終わ りに、彼 と美津子 との再会が描かれている。長袖 のよごれ
た上衣 とす りきれたジーンズをっけた大津は、彼 女が彼を探 しに教会まで行 った とい うこ
とを聞いて、「ぼくはも う教会にはい ないんです。 ヒンズー教徒のアーシュラムに拾われ
たんです」(291頁)と彼女 に言 う。彼の言葉 は、彼が修道院に見捨てられた とい うこ と
を暗示 してい る。美津子は彼 に 「ヒン ドゥー教徒に改宗 したのか」 と聞いた ら、彼 は 「い
いえ、ぼ くは,._。昔のままです。 これでも基督教の神父です。 しか しヒンズー教徒の
サー ドゥーたちが あたたか く迎えて くれま した」(291頁)と答 える。
「それじゃ、あなた、ヒンズー教徒 と一緒に住んでいるわけ」
「ええ、この国ではヒンズー教徒は年をとると、家を子にゆず り、放浪修行の旅に出るん
です。その人たちのこのことをサー ドゥー と呼ぶんですが、ぼくはサー ドゥーに拾っても
らったんです」
「捨犬みたいにね」
「ええ、ぼくはその時、捨犬と同 じで した。(中略)あ の頃は本当に途方に暮れました」
「ヒンズー教徒なんかと一緒に住んで......咎められなかったの、教会か ら」
「ぼくはいっ も教会から叱られてきたんです」(294頁)
彼は、いつ も教会に叱 られてきたか ら、今教会に咎め られていても、何のかわ りもない






どりついて行き倒れた者が多いんです。市の トラックが一日一度巡回しますけれ ど見落 し
た行き倒れもいるんです。(中略)ま だ息のある人は河のほとりの施設に連れていきます。
も う息を引きとった人はガー トにある火葬場に。(中略)金のある人ならその家族が担架に




「そんな違いは重大でしょうか。 もし、あの方が今、この町にお られた ら」
「あのかた?あ あ、玉ねぎの事?」





督教だけでなくヒンズー教のなかにも、仏教のなかにも、生きてお られると思 うか らです。
思っただけでなく、そのような生き方を選んだからです」(295-6頁)
彼は ヴァーラーナスィの教会にも見捨て られたが、その町に住み続けることに した。イ
エスが十字架 を背 にのせて運んだように、彼 も行 き倒れた人々をガンジス河 まで行かれ る
よ うに手伝っている。彼 はヨー ロッパのキ リス ト教に入 り込 めなかったが、自分 が信頼 し
ている神 を信 じているとい うことに対 して、何 の疑 問もない。だか らこそ、彼 に とって、
その神 を玉ねぎ と呼んでもいい し、他の呼び方に してもいいのである。彼 はキ リス ト教徒
であっても、神 がいろいろな顔 を持 っている とい うことである。
彼は、 自分の生き方を決 めて、ヴァー ラーナスィで住むことにした。そ して、彼はガン
ジス河 の中にも、 自分が信 じている神の存在 を感 じた。
ガンジス河を見るたび、ぼくは玉ねぎを考えます。ガンジス河は指の腐った手を差 し出す




彼 に とって、ガ ンジス河 もイエス と同じよ うに愛の働 きであ り、何 の区別 もせず、すべ
てを受 け入れる愛 の象徴で ある。
彼 は美津子に 「仏教や ヒンズーのい う転生を信 じることになるじゃないの」と聞かれた
時、次 のように答 えた。
「玉ねぎが殺 された時…玉ねぎの愛とその意味 とが、生きのびた弟子たちにやっとわかっ





前述の引用か ら分かるが、大津は仏教や ヒン ドゥーにおける転生を信 じているではない。
彼 は転生をどの ように理解 しているか とい うと、人間が死んでか ら、愛 され ている人のな
かに生き続けるので、それが 「転生」を意味す る。
第十一 章 「まことに彼 は我 々の病 を負い」になると、は じめて彼 の感情が客観的に描か
れている。彼 は美津子に会ってか ら、自分が住 んでい るアーシュラムへ帰 る。そのアーシ
ュラムの一階の一番隅の空間が彼 に与えられた寝揚所だが、彼 はその壊れかかった戸をあ
け、 中に入ってから、桶 の水にひた した布で上半身 を丁寧 にふいた。跪いて祈 ってか ら、
マハー トマ ・ガンジーの語録集を拾いあげて、何度も繰 り返 して読んだ箇所を読み始めた。
「私はヒンズー教徒 として本能的にすべての宗教が多かれ少なかれ真実であると思 う。す
べての宗教は同じ神か ら発 している。 しかしどの宗教も不完全である。なぜな らそれ らは
不完全 な人間によって我々に伝えられてきたか らだ。(中略)さまざまな宗教があるが、そ






彼 の中に、彼が信 じている神のイメージははっき りとみえてきたが、彼 はまだフランス
のことが忘れ られない。彼 は自分の宗教観 と人生観 に自信を持つ よ うになったが、教会の
人を確信 させることができなかった。ヴァー ラーナス ィで彼 は自分の人生 の意味を見つけ
て、教会か ら棄て られても、自分 の生き方を決定 した。この町に彼が探 していたのは、「路
の どこか片隅で襤褸の ように うず くま り、喘 ぎなが ら死 を待 っている行 き倒れ を見っけ
る」 とい うことである。大津にとって、彼等は人 間の形を しなが ら人間らしい時間のひ と
かけらもなかった人生で、ガンジス河で死ぬことだけを最後の望み にして、町にた どりつ






ています)火葬場のあるマニカルニカ・ガー トでは既にひ とす じの煙がたちのぼっている。
ゴ ル ゴ タ
(あなたは、背に人々の哀 しみを背負い、死の丘までのぼった。その真似 を今や っていま
す)(310頁)
彼 は 自分の人生 とイエスの人生を同一視 してい るよ うである。見捨て られた人 々が救い
を得 るよ うに、大津は彼 らをガンジス河まで運んでいる。そ う思いなが ら、彼 はイエスの
行為 を真似てい る。
小説の終わ りごろ、彼 は日本人のカメラマンを助けよ うとしている うちに、けがをした。
彼は担架 に乗せ られた時、美津子 に「さよ うな ら…これで。。.。..いい。ぼくの人生 は.。....
これでいい」と言 う。イエスは 自分の生命 を人間に救いを与 えるた めに犠牲 にした ことと
同じよ うに、大津もイエスの真似 をしなが ら、 目本人のカ メラマンを助 けるた めに自分の
人生を犠牲す るようになった、 と言 える。
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第四節 沼田の場合
沼 田とい う登場人物は、本作品の第二章 「説明会 」において紹介 されてい る。彼 はイン
ドへのツアーの参加員 の一人で、説明会 において 自己紹介 しなが ら、イン ドの 「野鳥保護
地区に行 きたい」 とい うことを明 らかにする。第四章 「沼 田の場合」のは じめに彼 は童話
作家であるとい うことが知 らされ、その後、彼 の過去が描かれてい る。
幼少 時代を沼田は、当時、 日本が植民地化 していた満州の大連で送 った。彼 が憶えてい
る大連 は、至 るところにそ こを日本 より先に 占領 していたロシヤの臭いが残 っていた。そ
のよ うな大連の中で成 り上が り者の下品 さと横暴 さとを持 った 日本人たちが、前か らここ
に住んでいた中国人を見くだ して生活 していた。 中国人たちの住む地区は、子供 の沼田か
ら見て も貧 しく、み じめだった。朝になると籠を担いだ 中国人の女や少年 が、 日本人の家
に行商に来る。沼 田の母親 はそんな中国人の少年の一人をボーイに雇 った。大連では 日本
人は煙突 のついた ロシヤ風の住宅 に住んで、家事、雑用仕事を手伝 う中国人 の子供 を雇 う
時がある。その少年たちの ことをボーイ と言 う。
沼 田家 に雇われたボーイは、李 とい う十五歳の少年で、片言の 日本語 をしゃべ り、母の
台所仕事 を手伝い、晩秋 になると石炭をス トー ブにくべた。優 しい性格で六歳年 下の沼 田
が両親 か ら叱られ ると、懸命 に庇 ってくれた り、学校 の帰 りが遅 くなる と、沼 田の身を案
じて途 中まで迎 えに来てくれた。
彼は、学校か らの帰 り道、眼や にのいっぱい溜まった泥だ らけの捨て犬を拾 ったが、あ
ま りの汚 さに母親は、その犬 を捨てて来い、と命 じた。「一 日だけ」と沼 田は哀願 し、李 に
犬を洗 って もらうと藁を入れた木箱を台所の土間においた。だが、その夜、寂 しさのあま
り、子犬 は鳴きつづけたので、父親が 「明 日は捨てるんだぞ」 と怒 った。翌 日、学校 の授
業中も沼 田は子犬のことばか り考 えていた。授業が終ると彼は家に走って戻 った。庭で薪
割 りを していた李が彼 を見て、 口に指をあて、ついて くるよ うに合 図を した。李に従って
沼田は家 の塀ぎわにある石炭小屋まで行 った。そこで李が隠 した子犬は石炭 の山の蔭に紐
でつなが っていた。その 日か ら石炭小屋は二人だけの秘密 の場所 となった。名前はクロと
つけたが、やがて クロの 目や にが治 り、一人で温和 しく眠ることもわかった時、李 はクロ
を庭に連れもどして沼 田の母 に 「奥 さん…も う鳴かないね、大丈夫」 と言った。
半年 ほどたって、李 は解雇 された。石炭小屋 の南京錠が開け られて、石炭が、いつの間
にか、半分も消 えていたか らである。李は石炭を盗んだ とい うことの証拠は何 もなかった
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が、鍵 を自由に使 えるのは李だけだったので、彼 の仕業だ と日本人の巡査に疑われた。別
れの 日、「坊 っちゃん、さよな ら。坊 っちゃん、さよな ら」と李 は出てい く時、台所の戸を
開けて沼 田に繰 り返 して言った。その時の李の諦めたよ うな微笑を沼 田は、長い歳月がた
っても忘れ られなかった。その後、沼田はクロにだけ話 しか けた。
小学校三年 の秋、沼 田の両親の仲が悪 くな り、別れ話が持 ちあがった。沼 田には想像 も
しなかった突然の出来事だ った。それまで、彼 は父親 と母親 と自分 とが別々の世界に生き
ることなど考えたこともなかった。その頃は、学校か ら家に戻るのが辛かった。「帰 りたく
ない よ」 と沼田はクロにだ け話 しかけた。 自分の家の事情を学校 の先生や友達に打ち明け
られない彼 には、鬱積 した辛さを話せ るのはクロだけだった。クロはあの頃の彼 にとって、
哀 しみ の理解者であ り、話 を聞いて くれ るたった一っの生きものであった。そ して、 クロ
は、彼 の同伴者 でもあった。やがて、母は彼 を連れて 日本に帰 ることとなった。別れの 日、
沼 田は馬車が動 き出す と、振 り向いて、 自分 を追いかけてくるクロを見っめていた。 クロ
は通 りを曲がって も、まだ駆けるのをや めなかった。だが、やがて、疲れたクロは足 をと
め、去 って行 く沼 田を諦めの こもった眼で見なが ら少 しずっ小 さくなっていった。そのク
ロの眼を沼田は大人になって も忘れていなかった。彼が別離の意 味を初めて知ったのは李
とクロによってだった。後年、「もし、ク ロがあの頃、いなかったな ら…俺は童話 なんか書
いていなかっただろ う」 と沼 田は思 った。クロは動物が人間 と話を交せ ることを彼にはじ
めて教 えてくれた動物だった。話を交すだけではなく、哀 しみを理解 して くれる同伴者 で
あるこ とも分か らせて くれた。従って、彼 は大学時代か ら童話を書 くことを生涯の職業 と
して選び、本の中で子供たちの哀 しみを理解 している犬 ・山羊 ・小馬 ・鳥な どのことを好
んで書いた。
童話作家 になってか ら、彼は犀鳥 とい う奇妙な鳥を飼 った ことがある。彼 の妻 は、夫が
こんな厄介な鳥を飼った事 にいい顔を しなかったが、子供たちは悦んだ。彼等は犀鳥 をピ
エ ロちゃん と呼び、毎 日、籠を覗 きこんでいたが、半月 もしない うちに飽 きた らしく、あ
ま り近寄 らな くなった。犀鳥はカナ リヤ のように可愛いい声で鳴きもしなければ、籠 のな
かでそれほど動き回らなかったか らである。それ に鳥籠か ら漂 う臭気 もかな り強かった。
だが、 ある 日、犀鳥が鳴き、何 ともいえぬ哀 しい一声を出 した。沼 田には、その声がすべ
ての悲 しみ をこめた、せっない声だった。その 日か ら彼 とピエ ロとの新 しい結びつきがは
じまった。
少年時代、クロの存在が与えてくれた種が、やがてふ くらみ、彼に童話の中で しか描 け
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ぬ理想世界を作 り出すための動機 を与えたのである。その童話の中で、少年 は、花が囁 く
声が分か り、樹 と樹 との会話 も理解 し、蜜蜂や蟻がそれぞれの仲 間とかわす信 号を読み と
るこ ともできる。一匹の犬や一羽の犀鳥が、大人になった彼の寂 しさを分ちあってくれた。
しか し、沼 田の妻は夫が犀鳥を彼の部屋 の中で放 し飼 いにしていることに、たびたび腹
をたてた。夫婦 の口喧嘩は、ほとん ど、この鳥のために起った。た しかに、妻の言 う通 り、
沼 田の部屋は鳥特有の臭気が漂ってきた し、黒いカーペ ッ トに点々 とピエ ロの 白い糞が染
みついた。家を とりしきる妻 としては、ピエロが面倒 な鳥だった。妻には、夜 ふけて仕事
を続 けている沼田とそれ を凝視 している犀鳥 との魂の交流を理解できる筈はなかった。沼
田は どんな夫婦で あっても、相互 に溶解できぬ孤独のあることを結婚生活を続 けなが ら知
った。だが、彼 自身の孤独 とこの鳥の孤独 とは、夜の静寂の中で通 じ合った。
二ヵ月がたってか ら、彼は結核 によって、一年 ほどの入院加療 を命 じられた。こ うい う
事情で彼 はその犀鳥をペ ッ ト屋に引き取 らせた。沼 田は結局、一年 どころか二年も入院 さ
れていた。 この間にやっ と開発 されたばか りの抗生物質 も効果をあげ、外科手術を行った
のだが、その手術 も、昔の気胸療法 をうけた沼 田の肋膜が癒着 したため、二度、失敗 をし
た揚句、肺炎でシューブを起 した。回診 にくる主治医 も、若い医師たちを連れて現われ る
教授 も何も口に出 して言わなかったが、処置に困っていることは、当惑 した ようなその表
情でわかった。沼 田にしてみれば今後、十年 も十五年 も生きているだけで、何 の活動 もで
きない状態になるのは嫌だ った。「思いきって、切 って くだ さい」と彼 は主治医に哀願 した。
この頃、沼 田は一人でよく病院の屋上にのぼ り、西の夕焼けを見なが ら、そんな自分の姿
勢があの犀鳥 とそっくりなことに気がっいた。彼 はできれば、ふたたびあの犀鳥 と病室で
夜を過 したかった。彼はも う医者や看護婦や妻 の前で元気を装 うことに疲れ、昔 と同じよ
うに心の通い合える相手 として、人間ではな く、犀鳥が欲 しかったのであった。だが、そ
んなこ とは妻 には言えなか った。
ある 日、新聞を見ていた彼が渡 り鳥の写真 を妻 に見せて何げな く呟いた。「何処 にいるん
だ ろうな、あの犀鳥」。その時、妻は黙っていたが、三、四 日ほど経って、大きな風呂敷 を
ぶ らさげて病室に現われた。風 呂敷 をあけると、鳥籠 の中に九官鳥がいた。「犀鳥は もうい
ないか ら、九官鳥で我慢 してね」 と妻は言 った。沼 田は妻に うしろめたかった。少年の頃
か ら、彼は、心の秘密をいつも人間にではな く、犬や鳥 に打ち明けていた。今度 の場合 も、
度重 なる手術の失敗で滅入 った気持 をあの犀鳥の ような鳥に告 白したい願望が心の どこか
にあるのを、妻はいつの間にか見抜いていた。その時、彼 は次のよ うに思 った。
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しか し、その方がいいとい う気持も胸にある。どうにもならぬ悩みを妻に話 しても彼女が
苦 しむだけだ。徒 らに彼女を辛 くさせ、重荷を負わせるだけではないか。 しか し相手が鳥
な らば......沈黙 して受け入れてくれる。(124頁)
毎夜、彼はその九官鳥 にだけ自分の悩みや後悔 を打 ち明けた。ち ょうど少年 の頃、クロ
にだけ自分の孤独を訴えた ように。彼は九官鳥に次のよ うに言 う。
女房 には辛い思いをさせたくない。だか らお前にだけ打ち明けるが......死ぬのはやっぱ
りこわい。生きて、もっといい童話を書きたかった。(中略)心配なのは、もし俺が死んだ
ら、女房 と子供 とが、どのように生活するかだ......どうすればいいんだろ う。(126頁)
彼 は、人生の中で、本 当に対話 をしてきたのが、結局、犬や鳥 とだけだった ような気が
した。神 は何であろ うかは分か らなかったが、も し人間が本心で語 るのが神 とす るな らば、
それ は沼田にとって、その都度、クロだった り、犀鳥 だった り、この九官鳥で あった。
賭 にも似た三度 目の手術は師走に行われた。ス トレッチ ャーに乗せ られて手術 室に向か
った時、彼は 「ここを戻 る時…生きているだろ うか」 と思 った。 四時間にわた る手術後、
彼はふたたび 自分の病室に連れていかれたが、麻酔か らさめたのは翌 日の朝で、鼻にはゴ
ム管が入れ られ、腕には点滴の針が刺 しこまれていた。数 日後、や っと息がつ けるよ うに
なってか ら、彼 は付き添ってい る妻に九官鳥 のことをたずねた。妻 は 「あなたの事で手が
いっぱいで、病室の屋上においたまま忘れていたの。気がついて見 に行った ら_.。.もう
死んでいた」 と答 えた。彼は、妻が死ぬか生きるかの夫の看病に必死に専心す るため、屋
上においた九官鳥の面倒 まで見切れなかった とい うことが分かったが、せめてその鳥籠が
見たかった。夕方、妻は屋上に寄 って鳥籠を病室に持 ってきて くれた。病室に一人残 され
て、沼 田はじっ と鳥籠を見つめた。突然、彼 はあの九官鳥に 「どうすればいいんだろ う」
と叫んだ時の自分の声を思い出した。彼は 「それで、あいつ.....。身がわ りになって くれ
たのか」 と思い、確信 に似 た気持が胸の中に熱湯 のように こみあげた。彼 自身の人生の中
で、犬や鳥やその他 の生 きものが、 どんなに彼を支えて くれたかを感 じた。 医者 たちが憂
慮 した経過は奇蹟的 といっていいぐらい良かった。一番、心配 されていた気管支漏 の検査
もパス した時、主治医は沼 田に 「実は......沼田さんの心臓....。.手術 台で しば らく停
止 したんです よ」 と言 う。 この時 も、彼 のまぶたには九官鳥 と犀鳥 とが浮 かび あがってき
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た。
沼田は動物 と話 した り、 自分の悩みや後悔を打ち明けた りして、人間よ り動物 に親 しい
と言 える。イ ン ドでバスに乗って、 ある田舎 を通 り過 ぎた時、牛や羊やその村の人々を見
て、彼 は 「いいな......久しぶ りだ…動物 と人間 とが一緒 に生活 している風景、昔は 日本
にもあ りました よ」 と言 う。これ を聞いて、添乗員の江波は 「沼 田さんは動物や鳥をご覧
にな りに印度 にい らしたんですね」 と言 うと、沼 田はなぜイン ドへのツアーに参加 したか
を言 う。 ヴァー ラーナスィに着いて、彼の最初の印象は何であったか、 とい うことをホテ
ルで行われた彼 と江波 との問の会話か ら分か る。
「…ところで気に入 りましたか、印度は」
ビ ッ バ ル ウ ドウムバラ
「自然 を見 るだ けで満 足なんです 。バニヤ ンは至 る ところにある し、菩提樹や優曇華 もす
ぐ見つ け られ る し。今朝 も眼を さま した ら庭 園のほ うか ら鳥 が盛 んに鳴 いて......言うこ
とな しです」
、 「ヒンズー教徒 は死体 を焼いた場 所に樹 を植 えるんです」
「日本 だって桜 の樹 がそ うです。 吉野 山の桜 はすべて墓標 のか わ りだ った し。死 と植物 は
深い 関係が あるんです」
「本 当ですか 、そ りゃ、知 らなかったな(後 略)」
「ヒンズー教徒 は樹 に再生の生命 力があ ると信 じてい るんですね」
「そ うです」
「そ うい う考 え方 ぼ くは好 きなんです。(中略)ぼ くは童話作家で しょ。書いてい るものの
ほとん どが子供 と動 物 との交流です。 で も印度に来て、 どっ しりしたバ ニヤ ンの樹 を見て
い る うちに、今度 は樹木 と子供 の物語 を書 きたいな、 としき りに思 いま した。(中略)ア ラ
ーハーバー ドか らここまで来た時 、深 い森 を通 りぬ けたで しょ う。教 えて頂 いた鳥 類保護
区の あった......あんな森、は じめて で した。 しか しその間、ぼ くが感 じた のは森 の一本
一本の樹 の声 です。何か、ぼ くらに話 しかけてい るよ うで した」
「一八五七年 に印度 人が英 国に反乱 を起 した時、 あのア ラーハーバー ドの森 の樹 々は絞首
台の代 りに使 われて、印度人 をつ る したんです」 と江波は沼 田の熱 に水 をか けるよ うな こ
とを言 った。(中略)「沼 田さんは野生動物保護 地区にい らっ しゃ るっ も りで したね」




「創造 と破壊の両面を持った矛盾 した 自然ですか。もうその種の説は印度の解説本で嫌 に
なるほど読みました」。(207-10頁)
自然や動物 と親 しみを感 じる沼田にとって、「創造 と破壊」をあらわす 自然 は、あま りに
も極端である、 と考え られ る。彼 は、ヴァーラーナスィのナ クサール ・バガ ヴァテ ィとい
う寺へ行った時、死 と同時に誕生をあらわす女神たちの彫像を見て、「何だかここじゃ生 き
る楽 しみや望みがなくなるな」 と疲れた声で言 う。彼 が今まで童話の中で考えてきた 自然
はこんな 「荒々 しい怖 しいもの」ではなかった。彼が知 っている 自然 は人間をや さしく包
含 してくれ る自然だった。彼は女神像の どこにも心ひかれなかった。たぶん、女神 とい う
言葉 か ら 「優 しいもの」「母なるもの」を期待 していた のであろう。彼 はその寺のねっとり
とした空気、 うす暗い地下の内部のむ し暑 さに耐 えられ なくて、外に出たかった。
しか し、ガンジス河 を眺めなが ら、彼はそ こが死せ る者たちの次の世界 のような気が し
た。また、彼は 自分がずっ と昔 に書いた童話 を心に甦 らせた。その童話において、新吉の
お祖父 さんもお祖母 さん も八代海 に面 した村 に住んでいた。お祖父 さんは八年 前になくな
ったが、お祖母 さんが新吉に 「お祖父ちゃんはこの海で魚になって生きとるとね。 この海
が、わ しらが死んだあ と住む世 じゃもんね。お祖母 ちゃん もいっか息を引きとった ら、こ
の海 に流 してもろ うて、魚 になって、お祖父 ちゃんに会えるんじゃ」 と言 う。 沼田のこの
童話 は大学生の頃の習作だったが、彼の好 きな作品の一っである。彼 は次の世 な どを信 じ
ているようで、ガンジス河に惹かれている。彼 は美津子に次のように言 う。
童話を書いている者ですが、私の童話の一つに九州の八代海が出て くるのがあ ります。あ




美津子 と一緒 にガンジス河のガー トへ行 った時、彼 女に 「転生をお信 じになる」 と聞か
れた ら、彼は 「残念だ けど、......まだわか らない、 とい うのが実感です」 と答 える。ガ
ンジス河畔で歩 いてい る問、彼 はハ ンセ ン病の病人た ちを見て、「同じ人間だ。…この人間
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たちも.._.同じ人間だ」と泣 きそ うな声で言った。美津子にとって彼の言葉 は 「安っぽ
い同情」(257頁)の表現だった。 とにか く、彼 は大津を探すために美津子 を手伝った こと
である。大津を探 してい るうちに彼 は美津子に 「ぼくもあなたの宝探 しを面 白がっている
んです。 しか し、 どうしてその神父 をしっこく探すんですか」 と言 う。彼の不躾な質問に
彼女は 「あなたが九官鳥 をお求めになるの と同じですわ」 と素気 なく答えた。
彼は美津子 と一緒に大津を探すためにタクシーで乗って行 く時、途 中で小鳥屋 に寄った。
「何をお買いになるんですの」と彼女に聞かれた ら、「九官鳥(中 略)む か し、ぼくは九官
鳥に命 を助けてもらいま してね。今度はそのお返 しをするんです」(286頁)と彼 は答 える。
沼 田は野鳥保護地区へ行 くためだけではなく、九官鳥を買 うためにイン ドへ行 くことに
した。 九官鳥は東京でも売ってい るが、それはみんな尾が切 ってい るので、彼 は野生の九
官鳥を手 に入れたかった。九官鳥を手に入れて、彼は、タクシーでアラーハーバー ド西に




心を洩 らす ことのできたのは九官鳥だけだった。病院が寝 しずまった深夜、小 さなベッ ド
スタン ドをつけ、誰にも語れぬ(こ れ以上、細君に辛い思いをさせた くなかった)不 安や
心細 さをこの鳥にだけはひとりごとのように告 白した。(中略)九官鳥は止 り木に折釘のよ
うな足をかけ、首を傾げては 「は、は、は」と声を出した。それは沼 田の意気地なさや弱
気を嘲笑しているような声にも聞え、慰めにも聞えた。「死ぬのかな」「は、は、は」「どう
すればいい」「は、は、は」そ して二月の雪の 日、三度 目の手術が行われた。癒着 した肋膜
の出血で心電図の線が波 うたなくな りかけた時、まるで身がわ りのように九官鳥は死んで
くれた。(325-6頁)
ワイル ドライフ ・サンクチュア リで彼は九官鳥を放 した。飛び出した九官鳥 の うしろ姿
を見て沼田は、長年、背 中にのしかかっていた重い荷がお りた ような気が した。雪の 日、
彼 の身がわ りの ように死んで くれた あの九官鳥へかすかに礼ができた思いだった。 その森
のなかで立っている時、彼は次のよ うに感 じた。
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眼をつむって沼 田は大地や樹々か ら酒のように醸 し出されるむっとした青 くさい臭いを吸
いこんだ。生命の露骨な臭い。樹や鳥の囀 りや、ゆっくりと葉々を動かす風のなかでその





沼 田はイン ドへ行ったのは、死ぬか生きるかの病の時身代わ りとなって くれた九官鳥の
代わ りの鳥を放っためである。その点で、彼 は 自分の 目的を達 して納得できた。彼は ヴァ
ーラーナスィの 「死の臭い」に耐 えられなかったが、ガンジス河に惹かれ、その河を死後
の世界 として認 めた、と考え られ る。
登場人物の間で、沼 田はもっとも純粋 な人 と思われ る。また、イン ドの 自然や女神 たち
に誕生 と死の象徴 を見て、素直に反応 した。 自然に対 して、彼 は自分な りの考 えを持ち、
その 自然 はや さしくすべてを包み込むものであ り、また、人間 と生命の交 りをして くれ る
ものである。
本作品において、イン ドの 自然や 女神に対す る一つの意見は、沼田が受けた印象 に見 ら
れるが、彼を通 して、問題に されている一つは、「身代わ り」の話、っま り、九官鳥の話で
ある。九官鳥が沼 田の身代わ りになった とい うことは、何 を暗示す るのか。そ して、 もう
一つは、幼い ころ沼 田の同伴者で もあったクロ とい う犬の話であって、それ を通 して、作
者 は何が言いたいのだろ うか。沼 田は大人になってか らも、大連を出た 日に見た 「クロの
眼」を忘れ られ なかった。遠藤文学に出てくる犬や鳥 などの眼がイエスの眼を象徴 してい
る、とい うことは、作者 自身が言ったことである。1そ して、沼 田は気がっいたこ とであ
るが、も しあの頃クロがいなかった ら、今の彼は童話 などを書いていなかった、 とい うこ
とである。ここで、問題に されているのは、神 とは何であろ うか、神 の存在 は何 を意味す
るのだろ うか、 とい うことであるだろ う。それに、 もし沼 田を一人の典型 的な 日本人 とし






木 口は本作品の第二章 「説明会」において紹介 されている。彼は 自己紹介 しながら、イ
ン ドへ のツアーの添乗員の江波に 「向 うの寺で法要をお願 いできるで しょうか。…私 は戦
争 中ビルマで多 くの戦友を失った し、印度兵 とも戦ったので、その_...敵味方の法要を
向 うでお願い したい と思いま して__」 と言 う。ここか ら木 口は元軍人であるとい うこ
とが知 らされるし、彼 は暗い過去に苦悩 しているのだろ う、 と推量できる。その過去は、
本作品において、第五章 「木 口の場合」に描かれている。
飛行機 でイン ドへ行 く時、木 口は江波に 「戦争 中、 ビルマのジャングルで戦いま したの
です」 と言 うと、江波は 「ぼ くたちの世代 はよく知 りませんが、あそこの戦争 はひ どかっ
たそ うです」と言 う。ひ どかった とい う言葉 に木 口は苦笑 した。「あの退却、あの飢 え、あ
の毎 日の豪雨、 あの絶望 と疲労…それ らは江波の世代には絶対にわか りは しまい」 と彼は
思 った。そのた め、木 口は話す気にはなれ なかった。 もしだれかに聞かれた ら、苦笑す る
より仕方がないのだ とい うように感 じていた。
木 口の頭にその辛い過去が浮かび あがって、彼が ビルマの雨期 を思い出 した。英 国兵 と
イ ン ド兵 とに追われなが ら、彼の部隊はポーパ 山を退却 してシンズエ までた どりつ く間に、
ビルマの雨期がや ってきた。以後、毎 日、まず霧 雨が降 り、そ して、霧雨が豪雨に変った。
その豪雨は 日本の梅雨な どとはまった く違 っていた。頭上を覆 う樹海 の葉 にす さま じい音
が反響 して、その間か ら滝の ように水が注いだ。木 口や彼の戦友 の塚 田の部隊は、ペ グー
山系 の東側か ら西に向って歩いていたが、その歩 き方が、ただ生きたい一心で足を必死で
引きず っていた ようだった。その頃、全員、栄養失調に苦 しんでお り、半分以上の兵隊が
マラ リヤにかかっていた。ボ ウカン平地はコレラが流行 しているので、絶対に水を飲まな
い ように、 と大橋 とい う軍医が兵隊たちを戒めたが、赤痢 ともコ レラともっかぬ血 のま じ
った便をたえず垂 らす兵も多かった。食べ物 らしい食べ物を 口に したのは三 日前で、小 さ
な集落のはずれで見っ けたマンゴー林のマ ンゴーだけだった。「青酸が あるかも しれぬ。気
をつ けよ」 と大橋軍医は言ってまわったが、にもかかわ らず彼等はむ さぼ り食 った。その
結果は多 くの兵士の腹痛 になって現れた。一人、また一人、隊列か ら離れ、樹海のなかで
たびたび下痢をせねばな らなかった。糞便 をしたまま動かなくなる者 も出てきた。彼等は
叱咤す る古参兵 に、全 く力のない声で、「歩 けません。ここで死なせて くだ さい」と訴 えた。
やがて、訴える声が樹海のあちこちで聞こえた。
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日本兵たちの列は退却す る戦闘兵 とい うよ りは、ま るで百鬼の夜行のよ うだ った。手製
の松葉杖 をついて必死に隊列に遅れ ないとす る将校の姿を見て も、兵隊たちはまった くそ
れが見えぬように空虚 な眼でそばを通 り過 ぎた。陛下 より下賜 された尊い もの として兵士
には 「命 より大事」な筈の銃 も帯剣 も捨て、腰 にっ けてい るのは飯盒 と手榴弾だけ とい う
兵隊も多かった。飯盒はその 日にすする 「ほたる粥」 とい うジャングルの雑草 に僅かな米
粉の ういた雑炊 を入れるためだった。手榴弾は力っきて動 けなくなった場合、 自決 をす る
最後の道具であった。その理 由で、前方や後方の森のなかで突然 、手榴弾の炸裂する音が
聞 こえたことがあった。
木 口は復員 した後、あの地獄 を二度 と思い 出した くなかった。 そして、あの頃の話 を、
誰にも語 りた くなかった。語って も、 目本で生きてきた女、子供たちに分か る筈はない、
と知 っていたか らである。木 口が体験 したこ とを、身 をもって知っているのは、樹海 を通
り抜 け、「死の街道」 と後 になって兵が呼んだ街道 を共に歩いた戦友だけだった。 そして、
塚田は木 口にとって、その地獄 を通 りぬけた大事な戦友だった。
疲労困憊 した彼等は、ただ足 を引きずってい る時、夢を見ているのか、意識があるのか、
とい うこともよくわか らない状態になった。木 口は、そばに、も う一人の 自分 が歩いてい
るのを見たことさえある。
「歩 け、歩 くんだ」
も う一人のその自分が、 ともすると体の崩れそ うになる木口を叱 りつける。
「歩け、歩 くんだ」
あれが幻覚だ とは、生き残ってからも木 口にはとても思えない。た しかに全 く同 じ、もう
一人の自分が傍 らで彼を叱責 していた。(135頁)
「死の街道」に入 った時、木 口や塚 田たちは慄然 とす る光景を眼のあた りにした。路 の両
側に 日本兵の死体が累々 と連なっていた。まだ僅 かに呼吸 している兵隊の鼻や唇 にさえも
蛆虫が這いまわ り、「殺 してください1と彼等 の声が聞こえた。だが、誰 も助けてやること
ができなかった。木 口たちにできることは、ただ眼をそ らせ、「す まん、__す まん」と
心のなかで言 うことだけだ った。倒れてい る兵隊の一人は、突然、「牟田口の馬鹿野郎」と
最後 の絶 叫のよ うに叫んでいた。牟田口とは、ビルマ 日本軍の司令官で、「本作戦 は軍 の最
大の責務 な り。必勝 の信念 を堅持 して、最後の一兵 となるといえ ども死力をつ くして突進
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せんこ とを望む」 とい う布告 を全将兵に出した男である。
ある 日、木 口は言い ようのない悪寒が波のよ うに背筋 に寄せてくるのを感 じた。まもな
く、関節 とい う関節がすべて外れたよ うにな り、隊列のつづ く中隊のなかに交 じっている
ことができなくなった。彼 はそばに寄ってきた塚 田に恥 も外聞もなく、弱々しい声を出 し
て、「マラ リヤにや られた。歩けん、行って くれ」 と言った。塚 田は何かを言 ったが、木 口
にはそれが よく聞こえなかった。彼 はそこに倒れて朦朧 としてくる意識のなかで 「このま
ま死ぬだ ろう」と思 った。やがて、雨滴が樹葉の問か ら頬 をぬ らし、それで眼をあけた時、
その眼に うつったのは塚 田の顔 だった。「残って くれたのか」と木 口は泪 ぐみなが ら塚 田に
たずねる と、塚 田が 「眠って、俺が探 してきた食べ ものを食 え」 と言 う。 うなずいて木 口
は眼をつむった。飢えと病 と疲労とに 日本兵 の誰 もが苦 しんでいるこの退却では、た とえ
戦友でも、力っきた者を見棄てても、ふ しぎではなかった。見棄てねば自分 の生命が保証
できぬか らであった。 しか し、塚 田は戦友の木 口を棄てなかった。
しか し、時間がたって、塚 田は見 えなかったか ら、「や は り見棄て られたか」と木 口は思
った。 あ とで思い出す と、彼 はあることに気 がついた。
ふ しぎだが、その時は妙に心は静かで、恨みも怒 りも起 らないのは、それがこうい う状態
では当然の掟だったか らである。傷っいた鳥や虫がこのジャングルのなかでひっそ りと死
ぬよ うに、 自分もここで息絶え、腐 り、大地に戻ってい く、そんな気持だった。生命にみ
ち溢れた小禽の声。それを耳にしなが ら、眼をっむった。このまま、すべてが終 りになる。
(139頁)
彼 は 自分が死ぬだろ うと思っていたところに、枯葉 を踏む足音が聞こえ、塚 田は彼 のそ
ばに近づいてきた。木 口は思わず泣き出した。泣 きなが ら、「お前も中隊に戻 った と.。....
そ う思 っていた」と言 った。塚 田は持ってきた肉を木 口の 口もとまで箸で運んで、「食べろ」
と命 じた。木 口は、 どうい うふ うに肉を手に入れたのか と塚 田に聞いた ら、塚 田が 「夜、
この谷 をお りて村を見っけた。無人だったが、牛が一頭、死んでいた。まだ食 える。焼い
てきたか ら心配はい らん」 と答 える。でも、木 口はその肉が食べ られ なかったか ら、塚 田
は 「食 わねば__死 ぬぞ」と怒って、彼の 口にその小 さな一片 を押 し込んだ。だが、木
口は臭いに耐え切れず、それを吐き出した。
木 口は復員 した後 も、ほ とん ど戦争の経験 を誰にも語 らなかった。復員 してか ら、妻や
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小 さな子供 との生活がは じまると、彼 は時折、こみあげる感情 に狂 った。彼 は 自分 の部屋
に布 団を頭か らかむ り呻き声をあげて泣いた 日もある。彼 のまぶたのなかには、死屍累々
とした あの 「死の街道」、あるいは、蛆虫が鼻や 口のあた りを這いまわっている、まだ生き
ている兵隊の姿が眼に浮かんだ。彼 はその苦 しみをまった く無視 して、すべてを裁 く日本
の 「民主主義」や 「平和運動」を心の底か ら憎んだ。
終戦後三年たって、木 口は東京 に戻った。ある 日、彼は地下鉄のホームで一人の男が じ
っと自分を見つめていることに気がついた。あの人は塚 田だった。おたがいが誰か と分か
った時、思わず 「おお」 と動物のよ うな叫び声を二人 はあげ、走 り寄った。その夜 、彼は
塚 田と飲み歩いた。塚 田は九州宇土の妻の実家に寄宿 し、今はそ この国鉄に奉職 して、そ
の出張で上京 したことを語った。二人はさまざまな話 を交 したが、あの 「死 の街道」のこ
とには絶対にふれ なかった。塚 田がその話題 を 口にしたくない気持 は木 口にはよく分か っ
た。だが、塚 田の飲み方 に彼 は不安を覚 えた。飲 み続 けるうちに、塚 田の眼の光が次第 に
暗 く沈み、ふっと沈黙す る。何かを抑 えっけるよ うに、また コップの酒 を咽喉に流 し込ん
だ。その気持 も木 口には理解できるような気が した。
これが戦後、最初の再会だったが、十年がたってか ら、塚 田は彼 に東京 で仕事はないか、
と手紙で頼んだ。木 口は知人に頼んで、マ ンシ ョンの管理人の仕事 を探す ことができて、
塚 田は妻 と上京 してきた。軍隊時代 と全 く同じよ うに塚 田は命ぜ られた勤めを忠実にや る
男だ ったので、彼 をビルのオーナーの知人 に紹介 した木 口も真面 目だった。だが、その知
人は苦笑 しなが ら、「難 といえば…マンションの駐車規約に違反す る出入 り業者や押売 を怒
鳴 りすぎるんだ」 と言った。木 口は、それが軍隊の頃か らの塚 田の性格だ と弁解 したが、
知人が 「真面 目す ぎるんです よ…真面 目すぎる奴 は折れやすい」 と笑って うなずいた。知
人の言葉 を真実 にさせるように、東京に移ってか ら一年ほ どたって塚 田は吐血 した。塚 田
の妻は木 口に電話をかけて、「昨夜 も、酒 ば飲みすぎま した…木 口さんには黙 っとれ と主人
は申しますが__救 急車で入院ば しま した」と言った。木 口は東京に来た塚 田を二、三
回、酒亭に誘った こともあった。そんな時、何か狂気 じみた塚 田の飲み っぷ りに、い ささ
か忠告 めいた言葉 も口にしたが、塚 田は 「俺はなあ、戦争か ら帰ってから、木 口さんのご
と社会で もう立 ちまわれんもんね。酒でも飲まん と、気の晴れん よ。わかって くれる じゃ
ろ」 と答 える。そ う答 えられた ら、 あの凄惨な地獄 を一緒に体験 しただけに木 口は何 とも
言 えなくなった。
彼 は病院に着 くと、塚田が集 中治療室に入れ られた とい うことを知 らされた。主治医に
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会いに行った ら、彼は医師に 「奥 さんに うかが うと、随分、酒を飲み続け られた ようです
な。 …酒 を飲まねばならぬ ような心理的要因で もおあ りですか」 と質問され る。集 中治療
室の方 向に歩き出す と、木 口は今まで漠然 と感 じていた ことが、やは り本 当だった と思っ
た。しか し何が塚 田を酒 に溺れ させているのか、とい うことは木 口によく分か らなかった。
五 日ほ ど経って、彼はふたたび病院を訪れ ると、塚 田が集 中治療室から普通の病室に移
された ところだった。彼 はわざときび しい顔 をして、塚 田に 「今後は禁酒せ にゃ、いかん
…あんたの病気 は深酒の しすぎだ。も う一滴 も飲ん じゃいかんぞ」 と言 った。 これを聞い
て、塚 田は 「それは、できんよ。 こんわ しか ら酒 ばとれば、生 き甲斐のなか じゃもんね」
と答 え、木 口にた しなめられてい るうちに不機嫌 になっていった。その時、大部屋 のなか
に、ガス トンとい う馬面の外人青年 が入 ってきた。ガス トンはボランテ ィアで、彼 の仕事
の一つは厨房か ら運んできた食事を患者たちにくばることだった。木 口と塚 田がガス トン
には じめて会ったのはその時だった。
木 口は今度病院へ行った時、塚 田が妻 に酒を 「そっ と持 ってこい」、と命 じた とい うこと
を知 らされた。木 口と塚 田との間の話 しを参考に してみ よう。
「このまま酒 を飲みつづけていると、食道静脈瘤 といって血管の瘤が爆発す る。そ うなる
と命 とりになるそ うだ。 この際、辛かろうが、絶対、禁酒だ」
不機嫌に黙 りつづけている塚田は、最後にはやけになったような答えをした。
「放っとけ......もう死んでもかまわんぞ」
「何を言 う。それ じゃ、なんのためにあの戦争 で生きなが らえたんだ」
「あんたにゃ、わからん」
「君が酒をやめ られぬ事情がか。酒を飲まずにお られぬ事情があるのか。あるなら話 して
くれ」
「も う、よか」(148頁)
塚 田は壁のほ うに向きを変えて、何 も答 えなかった。諦めた木 口は病室を出て、主治医
に報告 した。そ うする と、医師は 「心配 していた通 り、食道静脈瘤が発見 されているので
す。今後、いっ塚 田さんがもう一度、大吐血な さって もふ しぎではあ りません」 とい うこ
とを宣言する。
あの 「死の街道」で蛆に食べ られなが ら死んでいった仲間の兵士た ちのことを思 うと、
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木 口は彼 や塚 田の今 の人 生 は余生 にす ぎない と思 った 。 だが、 こ うして彼 は 自分 が生 きな
が らえたの も塚 田が体力 っ きた 自分 を棄 て なか ったお か げな ので あ る とい うこ とが わか っ
て、 どんな こ とを して も塚 田 を助 け よ うと した。 週 に一度 か 二度 、彼 は塚 田 を見 舞 った。
ボ ラ ンテ ィアのガ ス トン も時々、塚 田 と話 を して い る こ とが あった。 患者 た ちの多 くはガ
ス トンに親 しみ を感 じて い て、塚 田さえ も彼 にだ けは笑顔 を見せ て いた。 塚 田がガ ス トン
に好 意 を持 ってい るの を木 口が気 づいた の は、そ ん な訪 問 日の時だ った。
あ る 日、塚 田は 「そ ろそ ろ家 に戻 りた かね 」 と言 った ら、木 口が 「戻 って ま た酒 を飲 む
のな ら、 ここに居 た ほ うが いい。君 が禁酒 を約 束 しな けれ ば 、退 院 は許 され ぬ」 と言 う。
その 時 、塚 田は今 まで話せ なか った こ とを 明 らか に した。 以 下参 考。
「わ しが酒 ば飲むん はな。.....その理由を木 口さんに話す」
木 口が塚 田のぞぱ に座 る と、塚 田の老いた眼か ら泪が 肉のそ げた頬 に落ちた。
(中略)「あの時_...英 国兵 と印度兵 とに追われてわ した ちが逃 げ とった時、あんたが
も う動 けんよ うなった時、わ しは、あんたば ど うして も連 れて原 隊 に戻 ろ うと思 うた。(中
略)二 日目、こんわ しも飢 じゅ うて、何 か 口に入れねば あんたの ご となる とお も うた。 う
じ虫の湧 い とる死体 ば足 で ころが しては、何 か食 うもののなかか と探 しまわ っ とった。だ
が__何 も見 つか らん じゃ ろ。(中略)小 屋 が あってな(中 略)そ の小屋 でわ しは休 ん
だ。 しば らく居眠 りば した とね。何 かの音 で眼ば さます と、兵隊が二人入 ってきた。 見知
らん顔 じゃった な。おれ が食 いものはなかか とたず ねる と、今頃、来て もあ る筈 はない、
と笑 いお った。そ して トカゲの肉な らビル マ人か ら十 円で手に入 るが、 とひ と りごとの よ
うに言 いおった。十 円をわたす と小屋 を出てい った。(中略)あ んた は吐 きだ した、食 うと
らん。 あんた は食 うとらん。だが こん俺 はあの肉は食 うた。食 わねば、わ しもあんた も共
倒 れ になる と思 うて な。(中略)わ しが食 うた 肉は、南川上等兵 の......憶え とろ うが、
南川 を」
(中略)「南川 の肉......なぜ、 わか った」
「肉ば包んだ紙 は、あいっがいっ も持 っ とった女房 の手紙 じゃった。(中略)復 員 して、そ
んな よごれた便箋 ば、南川 の家族 に送った。せ めて の詫び のつ も りじゃった よ。二 ヵ月 ほ
どして奥 さんが小 さか子供 ば連れてわ しの住 ん どる宇土 にたずねて こ られた。(中略)そ ん
な子 が、わ しば南川 にそ っ くりの眼で じっと見 た。(中略)そ の眼ぱ今 も忘れ られん。まる
で南川 が__わ しを生涯 、その眼 で じっ と見っ めてい るご とある。酒 で酔いつぶれね ば、
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その眼から逃げることはでけん」(150-4頁)
話 しなが ら塚 田は、タオル を口にあてて鳴咽 した。 この 日の動揺が烈 しか った のか、夕
方、塚 田は血便 を出 した。血便がでる以上、食道 と胃の何処からか、出血 していることは
確かだった。出血の場所がわか らなかったので、医師も困っていた。 そして、下血はその
後も時々続いた。木 口は、原因が塚田に告 白を迫 った自分 にあるような気が して、仕事の
合間を縫 って、できるだけ病院をたずねていった。ボランティアのガス トンが塚 田のベ ッ
ドの横 に座ってい ることが よくあった。木 口は、ガス トンと塚 田とは親密 になっていると
い うことに気がっいた。
数 日後、塚 田は二度 目の大吐血 をした。五 日後、 ようや く止血が成功 したが、塚 田は死
を予想 した ようで、木 口に 「ほんに、あんたには次か ら次 と迷惑ばかけ続け じゃ…申しわ
けなか」 とあや まった。妻 とも話 してか ら、塚 田は何度 も木 口にガス トンを連絡 して くれ
ないか、 と頼んだ。やっ とガス トンが姿を現 した。
「ガヌ トンさん、俺は_...戦争ん時…ビルマでな、死んだ兵隊の肉ば......食うたん
よ。何ぱ食 うもののなか。そげんせねば生きき らんかった。そこまで餓鬼道に落ちた者ば、
あんたの神 さんは許 して くれるとか」(中略)
「ツカダさん。人の肉を食べたのはツカダさんだけではない。(中略)四年か、五年むかし
に飛行機がこわれて、アンデスの山にお りたニュース、知っていますか。飛行機は山にぶ
っかり怪我の人たくさん出ま した。アンデスの山、寒いです。助けの来 るまで六 日で、食
べ ものはなくなりました。(中略)そ の飛行機に一人の男、乗っていました。…飛行機のな
かでも酔って眠ってばか りでした。(中略)そ の酔っぱらいは腰と胸 とをうって、大きい怪
我でした。彼は三 日間、看病してくれた生き残 りの男女にこう言った(中 略)も う皆が食
べるものないだろ。俺はもう死ぬか ら、死んだ俺の肉を皆で食べてくれ。食べたくなくて
も食べてくれ。救いは必ずくると言いました」(160-2頁)
ガス トンは 自分 のた どた どしい 日本語のすべてを使って塚 田を慰めた。以後、毎 日のよ
うに塚 田の病室に来て、病人の手を自分の掌の間には さみ、話 しかけ、励 ま していた。二
日後、塚 田は息を引き とった。彼 の顔 は皆が思い もしなかったほ ど安 らかだ った。木 口に




そ うい うことで、 ビルマの 「死の街道」 を生 き抜いた木 口は戦友 の鎮魂にイン ドへ行 く
ことにした。彼はバスに乗 って ヴァーラーナスィへ行 く時、月 も見えず 、星 も見えぬほ ど、
空を覆っている森を眼に しなが ら、ビルマのジャングルの ことを考えていた。「英国兵 と印
度のグルカ兵 とに追われ、総崩れ になって、退却 したあのジャングル」(172頁)。
ヴァーラーナスィのナクサール ・バガ ヴァテ ィ寺で、彼 は女神たちに惹かれたよ うであ
る。彼 はすす けた醜悪な群像 の全体に ビルマの死の街道 を歩いていた 日本兵たちの亡霊の
ような姿を重ねあわせて、手首にかけた数珠をま さぐり、阿弥陀経 の一節 を唱 えた。思い
がけな く、木 口が実感のこもった声を出して、添乗員 の江波 に次のよ うに言 う。
気に入ったね(中 略)私 はね、 ビルマ戦線で死ぬ思いをしたが、この痩せ こけた像 を見る
と、雨のなかで死んでいった兵隊を思い出す。あの戦争は......辛かった。そして兵隊の
姿は__み な、こんなだった。(中略)有 難 う、いいものを見せてもらった。…この地
下室をお りて._..私には、はじめてこの国になぜ釈迦が現われたか......、わかった気
がするが。(221-3頁)
そ して、ガンジス河 まで行 くと、江波の説明、っま り、「ガンジス河はヒンズー教徒に と
って、聖に して母なる河です よ。それだか らこそ、いっの 日かそ こに流され るため…この





今の老行者もガンジス河にたどりっけれ ば、転生できるとい う望みを持っているのだろ う
か。(225-6頁)
翌 日、暑 さのせいで彼が熱を出し、美津子に看護 された ことがある。熱の間、 うな され
た木 口は 「ガス トンさん」と譫言 を言った。もちろん、彼は何 を言 っているのか、とい う
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ことが美津子 には理解できなかった。 とにか く、彼の熱が さが り、元気になってか ら、彼





譫言を言 うたでしょう。ガス トン、ガス トンと。…ガス トンとい うのは、私が昔、知って
おった外国人の名前です。私の最も親 しかった戦友を臨終の時まで看病 して くれた外人 さ
んの名です。(中略)私の戦友はね、ビルマのジャングルで人間の肉を食べたのです。マラ
リヤで倒れた私を助けるために。(中略)戦 友は生涯、そのことに苦 しん どりました。(中
略)親友の私にも言えずに......酒ばか り飲みよって。酒で忘れようとしたんですよ。…
あれ以来、私は色々な事を考えるようになりました。(中略)私 が考えたのは......仏教
のい う善悪不二で して、人間のやる所業には絶対に正 しいと言えることはない。逆にどん
な悪行にも救いの種がひそんでいる。何ごとも善 と悪 とが背中あわせになっていて、それ
を刀で割ったように分けてはならぬ。分別 してはならぬ。耐えられぬ飢えに負けて、人の
肉を同じよ うに口に入れてしまうた私の戦友は、それに圧 し潰されたが、ガス トンさんは
そんな地獄世界にも神の愛を見つけられる、と話してくれました。(中略)戦友は私を助け
るため肉を食 うた。肉を食 うたのは怖 しいが、 しか しそれは慈悲の気持だったゆえ許 され
るとガス トンさんが言 うている(中略)転生 とはこのことじゃないでしょうかね。(316-21
頁)
こう言 って、彼 は戦友のために経を唱 えた。彼 はなぜ美津子の前に こんな話を したか と
は彼 自身 にも分か らなかったが、彼女は 「ガ ンジス河のせいですわ。この河は人間の どん
なことでも包み こみ.._.わ たくしたちをそんな気にさせ ます もの」 と言った。
木 口は戦争 中、自分が ビル マのジャングル で死ぬだろ うと思ったが、塚 田に助けられて、
「死の街道」を生 き抜いてきた。だが、死 にそ うな状態になった時、彼が感 じたのは 「自
分もここで息絶 え、腐 り、大地に戻ってい く、そんな気持だった。生命にみち溢れた小禽
の声。それを耳に しなが ら、眼をっむった。 このまま、すべてが終 りになる」 とい うこと
だった。元軍人の木 口の ような登揚人物 は、なかなか理解 しにくい。戦争 を経験 していな
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い人には、その状態が想像 もつかないものである。戦争の時の苦 しみを分か らない人は、
すべてを裁 くと、彼はそれが耐 えられなかった。戦友の塚田が人間の肉を食べた とい うこ
とを考 えて、彼 は長い間悩んでいた。彼 は美津子に 「ガス トンさんはそんな地獄世界 にも
神の愛 を見つけられる、 と話 してくれま した。…戦友が死んでか ら私はね、このことを噛
み しめ、噛み しめ、生 きて きま した」と明白した。彼が考えてい るのは、塚 田が彼を助け
るために人肉を食べたが、それは慈悲の気持だったので、塚 田が救 われる、 とい うことで
ある。また、塚田が死んだ後、ガス トンは病院か ら姿を消 したが、塚 田は死にかけた時、
ガス トンが現われたのは、塚 田を救 うためだった、 と木 口は思った。そ して、夢の中で、
木 口は、ガス トン と塚 田が背中あわせだ、 とい うことである。
彼 はイン ドに着いてか ら、ガンジス河を慈悲 の象徴 として認 め、ガンジス河に惹かれて
い る。善 ・悪の区別を していないガ ンジス河、死せ る者 も、生きる者 も、すべてを包んで
行 くガ ンジス河 に、彼は慈悲深い神の愛 を実感 した と言 える。
戦争の苦 しみをまった く無視 して、すべてを裁 く日本の 「民主主義」や 「平和運動」を、
木 口は心の底か ら憎んでいた。 ここから分かるが、木 口を通 して、人間の行為をはっき り
善 ・悪に区別 して、裁 くことができるのだ ろ うか、とい うことが問題 にされている。これに
含 まれている問題であるが、神 は裁 きを与えるものであるか、罪・悪 を行った人は救われ る
か どうか、とい うことも問題 にされている。また、転生の話は木 口の場合 も出て くるが、
彼 に とっての転生は何を意味するのだろ うか、 とい うことも問題に されている。彼は仏教




添乗員の江波 は、本作品の第二章 「説明会」 において紹介 されている。彼の過去につい
てあま り述べ られていないが、なぜ添乗員の仕事 をや ってい るか、 あるいは、イン ドに対
して何 を感 じてい るのか、 とい うことが少 し描かれてい る。
江波はイン ドに四年 ほど留学 してお り、コスモス とい う会社で添乗員 として働いている。
なぜイ ン ドに留学することにしたのか、 と沼 田に聞かれた時、彼 は次のよ うに答 える。
結局は、惚れたからです よ。印度は一度来 ると、徹底的に嫌いになる御客さま と何度も来
たい とおっ しゃるお客さまに分れ るようです。私など後者の人間で。.....(167-8頁)
それか ら、第七章 「女神」において、彼はなぜ この仕事を選んだのか、 とい うことが明
らかにされている。四年 間もイ ン ド哲学を専攻 して留学 した彼 は、帰国後、苦労 した勉強
が一向に生かせず、 どこの大学の研究室にも空席 がない と断わ られて、添乗員 とい うアル
バイ トをや らざるをえない不満を心の奥に鬱積 させていた。彼 は食 うために、 コスモス社
の依頼で案内せね ばな らない 日本人観光客を軽蔑 していた。
ひたす ら有難がって仏跡をまわる年寄 りたち、ヒッピーまがいの放浪を楽 しむ女子大学生
たち、そして沼田のよ うに印度の自然のなかに失われたものを見っけようとする男。彼等
が 日本に持って帰る土産物はいつもきまっている。絹のサ リー、白檀のネックレス、象嵌
細工、スター ・ル ビーやエメラル ドのような石、銀の腕輪。かつての米国人や ヨーロッパ




そ うい うことで、彼 は本気でイン ドに惹かれている とい うことは確 かであるが、苦労 し
た勉強 を活かせなかったので、幻滅 を感 じていた。しか し、添乗員の仕事 をしているか ら、
できるだ けその ような気持 を表現す るわけではない。彼 は、案内 している うちに、時々、
自分 の意見を述べ、自分の感情 をあ らわした ことがある。た とえば、ガンジス河の ことを
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説明す る時、この河がヒン ドゥー教徒 にとって何 を意味す るのか とい うことを理解 させよ
うと努力 してい る。
もうす ぐガンガーとジャムナー との二っの河の交るところを通過 しますから、よく御覧に
なって くだ さい。二つの河の合流点はヒンズー教では聖地 と言われ、毎年一月か二月に催
されるマーグ ・メーラーの祭 りには、数十万人の巡礼客がその川原にテン トをはって野宿
し、沐浴するのです。(中略)日本人から見ると、お世辞にも清流 とはいえません。ガンガ
ーは黄色っぽい し、ジャムナー河は灰色だし、その水が混 りあって ミルク紅茶のような色




この説明を聞いて、三條 とい うツアー参加員が 「今 の時代に輪廻や転生なんかを、信 じ
てい るんですか…本気なのか しらん、印度の人たちは」 と言った ら、江波は 「本気です と
も。いけませんか」 と口答えをした。その時、江波の声には、添乗員 としてではなく、イ
ン ドを軽薄 して嘲笑する三條のよ うな観光客への不快感 があった。 にもかかわ らず、三條
の妻が驚きの声 を出 して 「不潔ねえ」 と言 うと、江波はむきになって次のように答 える。
不潔 じゃあ りません。(中略)印度 を不潔と思 うなら、ヨーロッパの楽 しいツアーをお選び






「失礼 しました。添乗員 にあるまじき生意気 なことを申しま した」とあやまった。しか し、








彼 にとって、 このような仕事は辛 くても、仕方がな く、彼は頑張っている。観光バスの
コースはいつ も決 まっていたが、江波はそんな決 まっている場所ではなく、彼 だけが用意
した特別 のヒン ドゥti'寺院に観光客 を連れてい くことがあった。それは、観 光客に対す
る親切 と、一種 の仕返 しの感情のま じった案 内でもあった。彼 は午前中、わざとガ ンジス
河のガー トに行 くことを避けたが、それは 日本人観光客たちに単なる好奇心で聖なる河、
聖なる葬式、聖なる死の場所を見物 させた くなかったか らである。彼は 「死体 の灰を川に
流すなんて」「よく病気 にならないね」「たま らんな、この臭い..._印度人、平気なんだ
ろうか」 とい うよ うな軽蔑 と偏見 とのま じった観光客のそんな声を嫌がっていた。ガンジ
ス河のか わりに彼 は観光客たちをヴァーラーナスィのナクサール ・バガヴァティ寺へ連れ
ていった。 日本人たちの大半に とっては、退屈で、ごく僅かな者だけに興味をそそ るこの
寺は、普通のイ ン ド旅行プランには加 えられていなかったが、江波だけが特別 に案内す る
場所であった。地下にあるこの寺の空気 と女神たちの像 は次のよ うに描かれている。
「ここに御案内したのは、ヒンズー教の一端を感 じて頂きたかったか らです。(中略)壁に
彫 られたさまざまの女神像か ら印度のすべての呻きや悲惨さや恐怖をお感 じになるで しょ
う」。(中略)ね っとりとした空気。 うす暗い地下の内部。気味の悪い彫像が浮かびあがっ
ている。像の気味の悪さには、人間がおのれの意識下に うごめくもの、意識下にかくれて








しょう。(中略)マ リアは母の象徴ですが、印度の女神は烈 しく死や血に酔 う自然の動きの
シンボルでもあるんです」(218-9頁)
これ らの女神 たちは、普通、女神 とい う言葉か ら期待 しているものではなかったかもし
れない。彼は、 これ らの典型的な 「優 しいもの」や 「母なるもの」で もない女神たちをヒ
ン ドゥー教の一端 として認めているが、ほ とん どの観光客ががっか りす るだろ う、 と知っ
ていた、 と考 えられる。 にもかかわ らず、観光客をわざとこの寺へ連れていった。沼田と
い う登場人物が 「何だかここじゃ生きる楽 しみや望みがな くなるな…どうも暑い。外 に出






るのがわか りますか。腹部も飢えでへこみにへこみ、 しかもそ こには蠍が噛みついている
でしょう。彼女はそんな病苦や痛みに耐えなが らも、萎びた乳房から人間に乳を与えてい
るんです(220-1頁)
この女神 は聖母マ リアの ように清純でも優雅でもな く、美 しい衣裳 もま とっていない。
逆に醜 く老い果て、苦 しみに喘ぎ、それ に耐 えている。彼 にとって、女神チャームンダー
は印度人の苦 しみのすべてを表 しているようで、長い間、イン ド人が味わわねばな らなか
った病苦や死や飢 えがこの像に出ている。また、イン ド人が苦 しんできたすべての病気に
この女神 はかかっている。コブラや蠍 の毒にも耐 えている。それなのに彼女は喘ぎながら、
萎びた乳房で乳を人間に与 えている。江波 はこのよ うな印象 を受 けて、観光客たちにこの
像 を見せ たかった。彼 は、観光客たちが女神 とい う言葉か ら典型的な 「母 なるもの」を期
待 しているだろうとい うことを分かっていて、みなにそれ と違っている女神 の姿を見せた
かった、 と考えられ る。 しか し、彼 はなぜ女神チャームンダーに強 く惹かれていたのか と
い うことにも う一っの理 由がある。女神チ ャームンダーのことを説明 してか ら、彼は 自分
の感情 を恥 じるよ うに、汚れた大きなハ ンカチで汗に濡れた顔 を強 くふいた。彼 はイン ド
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に托 して観光客たちにこの受難 の女神を説明 してきたが、実は彼 自身の個人生活 のなかで、
夫に捨て られなが ら、色々な苦 しみに耐 えて彼 を育てて くれた母のこ とを思い 出していた。
観光客た ちには彼 の感情が分か らないが、木 口が江波のそばに寄 って 「有難 う…この地下
室をお りて__私 には、はじめてこの国になぜ釈迦が現われたか__、 わかった気
がす るが」 と言 ったら、彼 は本心か ら嬉 しそ うな顔 をしていた。
この寺 をたずねてか ら、江波は観光客をガ ンジス河まで連れて、次のよ うに説 明す る。
この街に集ってきた巡礼客たちが、数あるガー トに集ってきます。彼等は争って母なる河






江波はガンジス河に強 く惹かれているとい うこ とは明 らかである。また、ガ ンジス河 に
対す るイ ン ド人の気持 をよく分かったが、彼 自身が 「転生」にっいて どう思っているのか
とい うことははっき りされ ない。これ以上は、江波 の感情は推量になるが、たぶん木 口や
美津子 と同じよ うにガンジス河 に何かを認 めたか もしれ ない。彼はイ ン ドで留学 している
うちに、イン ド人 の宗教観 ・死生観 を分かるようになったかもしれない。彼 はイ ン ド哲学
を勉強 していたため、イン ドの宗教 ・思想を理解 しているようである。彼は 「誰にも印度
のことを本当に、わか る筈はない。それなのに 日本か ら来 る宗教家も文化人も、帰国す る
と、印度 の何 もかもがわか った ような事を口にする」 と思っていた。
彼は、イ ン ド人が輪廻転生を信 じているとい うことを理解できるし、三條のよ うに軽蔑
していない、と言 える。彼 自身が輪廻転生を信 じていなくても、ガンジス河に何か超越的
な力を感 じている、 と考 えられる。
江波 は ヴァー ラーナ スィに入 る前、観光客 に向かって、 「印度 を御旅行 になった以上
は__ヨ ー ロッパや 日本 とまったく違った、まった く次元 を異に した別世界 に入 ってく
だ さい」 と言 う。本作品において、江波はそのイ ン ドへのツアーの添乗員であ りなが ら、
イ ン ドと日本の問の仲立ちでもある。 日本人である江波は、イン ド哲学を勉強 していたか
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ら、観 光客にイ ン ドのことを、普通 の添乗員 よ り上手 に説明できる、 と言 える。 しか し、
彼には、 日本人の観光客に対す る諦 めの気持 も見 られ る。 日本人の観光客の中で、 ヒン ド
ゥー教における思想や なぜ ガンジス河は聖なる河 と思われてい るか、 とい うことを理解で
きない人 もいるので、江波は幻滅を感 じていることがある。江波の場合 は、あるところで、
イン ド人 と日本人 との間の見方の違い、あるいは、考 え方の違いが問題に されている。
以上、登場人物を中心に した 『深い河』 における死生観の問題 を概略考察 した。本論文
の第二章 において、本作品に出てくるイ ン ドの聖地 ヴァー ラーナスィや女神チャームンダ
ーのことを調べ る。
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第二章 ヒン ドゥー教徒 の死生観
本作品はイン ドのヴァー ラーナスィが舞台になった小説だが、 この中では、 ヒン ドゥー
教の女神た ちや、ガンジス河 などについて も書かれている。本論文 の第二章では、まず、
ヒン ドゥー教 における思想にふれ、なぜ ヴァー ラーナスィはヒン ドゥー教 の代表 的な聖地
とされてい るか、そ して、本作品に出て くる女神チャームンダーにっいて考察 し、この女
神 に対す る遠藤周作の理解 の程度を明 らかにする。
第一節 ヒン ドゥー教 とは何か
ヒン ドゥー教は現在イ ン ドの人々の約八割強が信仰 している宗教で ある。イ ン ド人の約
80パーセン トはヒン ドゥー教徒 とされていても、イン ドにはヒン ドゥー教だけではなく、
他の宗教 もある。『深い河』 の中ではヒン ドゥー教の女神や ヒン ドゥー教の聖地ヴァー ラー
ナスィが登場す る。 ここでは、 この宗教について述べる。
ヒン ドゥー教 は複雑で、定義す るのは難 しい。まず、 ヒン ドゥー教は一神教 ではない。
そ して、ある教義だけを認 めるとい うこともな く、思想上、概念 が一っだけとい うわけで
もない。 ヒン ドゥー教徒 と言って も、皆が皆、儀式や祭式を同じよ うに行っているわけで
はない。 ヒン ドゥー教の信仰 ・習慣 ・伝統 などには多様性 がある。 このよ うな ことが、 ヒ
ン ドゥー教は どんな宗教 であるか、 とい うことが定義 しに くい理 由である。 大まかに言 え
ば、ヒン ドゥー教は典型 的な宗教ではな く、ある意味で、それ は生き方であ り、多様性の
伝統 と習慣の集大成である。
しか し、 ヒン ドゥー教が多様性 をもっ もので あっても、共通 した概念が見 られ る。た と
えば、カルマ(業)・輪廻転生 ・解脱 ・ダルマな どの哲学的概念である。
一般的に言えば、ヒン ドゥー教の特徴は次のようである。ヒン ドゥー教は多神教 なので、
ヒン ドゥー教徒は 自分の神 を選んで崇拝するこ とが多 くある。 同時に、その ヒン ドゥー教
徒は他の神の存在 も認 める。そして、ヒン ドゥー教徒はシヴァ神(破 壊者)・ヴィシュヌ神
(維持者)・シャクテ ィ(女神)な どの中か ら誰 を選ぶかにかかわ らず、それぞれの神がブ
ラフマ ン(最 高原理 ・最高神)と 合一す るための道である、 と考えるヒン ドゥー教徒 が多
いのである。信徒が解脱す るために どの道 を選 ぶか、あるいは、 どの神 を選ぶか とい うこ
とは、個人 によるものである。 もちろん、その個人の家が どの神 を崇拝 して きたか、ある
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(私訳)す べ て の ヒ ン ドゥー 教 徒 は 自分 で 選 ん だ 神 、 あ る い は 、 守 護 神(lsta-devata)を
選 ぶ よ う に勧 め られ 、 そ の神 の 姿 ・特 徴 ・性 質 に集 中 し 、 毎 日花 や 香 で 崇 拝 しな けれ ば な
ら な い と され て い る 。 同 時 に 、 そ の神 が 最 高 原 理 と合 一 す る た め の た だ の 方 法 で あ る と認
識 す る よ う教 わ る。
ヒ ン ドゥー 教 に お い て 、 こ の儀 式 的 な 崇 拝 が なぜ 勧 め られ て い る か とい う こ とに つ い て 、









(私訳)ヒ ン ドゥ ー 教 に お い て 、 儀 式 的 な 崇 拝 の 究 極 の 目 的 はs高 原 理 を認 識 す る こ とで
あ る。 そ れ は 、 崇 拝 され て い る神 と合 一 して 、 信 徒 の 漸 進 的 な 変 質 に よ っ て で き る とい う





形は像であれ、表 象であれ、あるいは、図表で あれ、それ は関係ないことで ある。 こ うす
れば、生れっきもっ、気 を散 らす とい う傾 向を越 えることができる。 このよ うな儀式に加
わる崇拝 は、外的か内的な崇拝である。外的な崇拝によ り神は祈 られ、花 を捧げるか香を
燃やす よ うな儀式において神を拝む。(中略)内 的な崇拝には祈 りや黙想がある。
ヒン ドゥー教 における世界の根本原理、あるいは、最高原理 としてのブラフマ ンに対す
る信仰は昔か ら続いている、 と考えられ る。 しか し、 ヒン ドゥー教徒 には、神 に対する信
仰 を表面に現す とい う生得の希望があるので 、崇拝 される神 は様 々な形や名で呼ばれてき
た。それぞれの神 々は、信徒が理解 できる根本原理の外的な現れである。3そ こか ら、こ
れ らの神の様 々な面を説明するために色々な神話が作 られた。それ らの神話 の基礎 にある
のは、根本原理がブラフマンとい う最高神 だ とい うこ とである。
ともか く、 ヒン ドゥー教における神 々の中で、主 に、三人の神 が大神 とされ、 トゥリ ・
ムールテ ィ(三神一体)と 呼ばれている。それ らの大神 は、ブラフマー神(創 造者)・ヴィ
シュヌ神(維 持者)・シヴァ神(破 壊者)で ある。この男神の配偶者は女神 として崇拝 され
ている。 ブラフマー神の配偶者 は女神サ ラス ワティで、学問の女神 とされている。 ヴィシ
ュヌ神 の配偶者 は女神ラクシュミーで、富の女神 とされ る。 シヴァ神 の配偶者 は女神パー
ル ヴァティで、性力 ・力の女神 とされ る。宗派 とい う点か らみれば、現代では、シヴァ派、
ヴィシュヌ派 とシャー クタ派が、三つの重要な宗派 と言われている。4そ の他の個々の神
については、前述 と関連 されるガネーシャ神やスー リャ(太陽神)な どは重要な神 とされ 、
宗派 とは関係のないアグニ(火 の神)、ハ ヌマー ン5、ヤマ(死 の神)な ども重要視 され る。
先にも少 し述 べたが、 これ らの神々を含む ヒン ドゥー教では、この輪廻転生 とダルマの
概念は共通概念 なので、続いて以下の節でそれ にふれ よう。
2.1.1ヒン ドゥー教 における輪廻転生の概念について:




5『ラーマーヤナ』に登場する猿軍の将でラーマ とい う神の強力な味方 となった。神格化 さ
れ厄除けの神 として も崇め られてい る猿神。
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(私訳)元 来 の無知 が作 用す る結果 、その本 質 的 自己が個性 とい う段 階 に入 る までず っ と、
最 高原理 と神 秘 的 に合 一す る本 質 的 自己は、静 穏 と無関 心 な状態 で存在 して い る と信 じ ら
れ てい る。 その段 階 に なる と、本 質的 自己は 肉体 ・意識 に条件 づ け られて 、人 間 的 な経験
で あ る世 に関係 付 け られ る。 この時点 で 、二っ の可能性 が あ る。 一っ は、 真理 的 な知識 を
通 じ、個 は直 ちに本 質的 自己 と して元 の状態 に戻 る。 つ ま り、そ の個 がモ ー ク シ ャ、 つ ま
り、解 脱 す る可能 性 で ある。 も う一 っ は、個 が さま ざま な転 生 を通 じ、最 終的 に解 脱 とい
う目的地 にた ど り着 くまで 、巡 礼 の旅 を続 け る とい う可 能性 で ある。
一般 的 に言 えば、 ヒン ドゥー 教 にお け る輪 廻 転 生論 に は主 要 な四っ の概念 が あ る。 それ
らは、本 質 的 自己の耐 久性 ・も とも とあ る無 知 の働 き ・最 高原 理 と一 致す る可能 性 ・カル
マ(業)の 理論 で あ る。7中 で も、基本 的 な考 えは本 質 的 自己の耐 久性 の こ とで ある、 と
言 える。 なぜ な らば、 耐久 的 な存 在 の想 定が な か っ た ら、転生 な どの概 念 も無意 味に な る
か らで あ る。 ア ヴィ ッ ドヤ(無 知)の 考 えも大 事 と され てい る。 また 、生 まれ っ き存在 す
る無知 が働 くた め、転 生 のプ ロセス が可 能で あ る。 なぜ な らば、無 知 が働 くの で 、そ の本
質 的 自己が個人 とい う形 を とるか らで あ る。 実 際、 この輪 廻転 生 の概 念 の 中で 、解 脱 の可





な い もの で もな い。解 脱 の概 念 は存在 の 目的 、 あるい は 、行 く先 に意 味 を 与 え る、 と言 え
る。解 脱 できて か らの状態 は 自己の本質 とは異 な る もの では ない 、 とい うこ とで ある。解






(私訳)解 脱 は 、 自分 が持 っ てい ない もの を手 に入 れ るこ と、 あるい は、 自分 の本 質 では
ない何 か に変 る ことを意 味 してい ない。解 脱 とは、本来 の無知 の影 響 のた め理解 で き てい
ない が も とも と存在 してい る 自分 の本質 を理 解 す る こ とを意 味す る。 ヒン ドゥー教 徒 に と
って 、人 生 は解 脱 に終 結 させ られ る魂 の巡礼 の旅 で あ り、本来 の無 知 か ら解 放 され 、人 間
の元 の状 態 に戻 る こ とで あ る。 また、解 脱 は最高 原理 との神 秘 的 な一致 で あ る。
本来 の無知 とい う概念 は抽 象 理論 に基 づ く抽 象 的 な概 念 で あ るが、 カル マ(業)は 倫理
的な概 念 で ある。 このカル マ とい う教理 は、 ヒ ン ドゥー教 の道徳 論 、 また 、イ ン ドの一般
民衆 の信 仰 の大 事 な一部 で あ る、 と言 え る。 ヒ ン ドゥー教 にお け る儀 式 な どは地方 に よっ
て異 な る こ とは あるが 、 ほ とん どの宗派 はカ ル マ とい う概念 を 自分 の信仰 の一部 として認
めてい る と言 って いい だ ろ う。 ヒン ドゥー教 におい て 、 この世 に あ る不 幸や 人 間 の間 にあ
る不平 等 の問題 は カルマ とい う概 念 に よって解 決 され る。 っ ま り、 ヒン ドゥー教 徒 の多 く
は因果 関係 を信 じ、人 間の行 為 はす べて 、善 悪 とい う結 果 を生 み 出す とい うこ とを信 じて
い るの で あ る。 カル マ とい う概念 を信 じる ヒ ン ドゥー教 徒 は、 あ る行 為 が何 の結 果 も生 じ
ず に しく じる とい うこ とが 考 え られ ない ので あ る。
実 際 、 ヒン ドゥー教 にお け る輪 廻転 生 の思想 がカル マ とい う概 念 と どの よ うに関係 づ け













(私訳)個 人 の 現 生 は 、前 世 に行 わ れ た 行 為 の 結 果 で 決 ま る 。(中 略)た とえ ば 、 個 人 は 今
の 人 生 で どの よ うな 姿 を取 る か 、 どの よ うな 家 族 ・社 会 ・`身分 に 生 れ る か 、 ま た 、 今 生 で
何 を す るか とい うこ と も 、 個 人 の前 世 の 行 為 で 決 ま る。 それ ぞ れ の 生 き 物 は 自分 の 前 世 に
行 っ た 行 為 に よ り創 造 され た も の で あ る。 こ の 世 に は 、 肉体 的 な こ とで あ れ 、 道 徳 的 な こ
とで あれ 、 た だ の 気 ま ぐれ や 偶 然 の 出 来 事 の 結 果 と して 起 こ る もの は な い 。(中 略)き ち ん
と理 解 す べ き こ と は 、 カル マ とい う概 念 が 、 個 人 の 人 生 に 運 命 や 宿 命 の よ うな 外 的 要 因 や
外 的 な 力 の働 き を 暗 示 して い な い とい うこ とで あ る。 こ の概 念 が 伝 え て い る の は 、 個 人 こ
そ 自分 の 人 生 の 創 造 者 で あ る、 とい うこ とで あ る。(中 略)個 人 は数 え 切 れ な い 転 生 の 結 果
で あ り、 そ れ ぞ れ の 転 生 に お け る 自身 の 行 為 こ そ 次 の 生 を 決 定 す る の で あ る。
カ ル マ(業)・ 輪 廻 転 生 ・解 脱 ・ダル マ の 概 念 は も ち ろ ん 、 ヒ ン ドゥー 教 に あ る も う一 っ
の 共 通 点 は 、 ヒ ン ドゥー 教 徒 が 行 う聖 地 の 巡 礼 で あ る。 聖 な る 河 で 沐 浴 す る こ とが 取 り上
げ られ が ち で あ る が 、 こ の 巡 礼 は 個 人 が 最 高 神 ま で た ど り着 くた め の 道 の 象 徴 と考 え られ
て い る。 『深 い 河 』 の 中で は 、 聖 地 ヴ ァー ラー ナ ス ィ とガ ン ジ ス 河 が 出 て く る が 、 な ぜ 聖 地
ヴ ァー ラー ナ ス ィ が ヒ ン ドゥー 教 の 代 表 的 な 聖 地 と思 わ れ て い る の か 、 ま た 、 な ぜ そ の ヒ




第 二節 イ ン ドの聖地 ヴ ァー ラー ナス ィ にっ い て
『深 い河』 で舞 台 にな って い る ヴァー ラー ナ ス ィは 、イ ン ドの ウ ッタル ・プ ラデー シ ュ州
の主要都 市で ある。 ガ ンジ ス河 沿い には 、ハ リ ドワー ル 、 アラーハ ーバ ー ドな ど、 ほか の
ヒン ドゥー教 の聖地 もあ るが、 ヴァー ラー ナ ス ィは そ の 中で も最 大 の聖地 で あ る。 この節
では 、なぜ ヴァー ラー ナ ス ィの地位 が一番 で あ るか 、 とい うこ とを明 らか にす る。
聖地 ヴ ァー ラー ナ ス ィはい ろい ろな名前 で 呼 ばれ て い る。それ らの名 前 は この町 の特質 、
あ るいは 、神 聖 の力 を表 現 して い る。 カー シー(Kasi)とい う名 前 が一番 古 く、 これ は三
千年 前 に、 この 町 を首 都 に した王 国 を指す もの として使 われ てい た。 紀元 前6世 紀 に は釈
迦 が 、この町 の周辺 で最 初 の説教 をす るた めに赴 い た。10仏 教 の ジ ャー タカ説話 に も 〈カ
ー シー の 町〉 の話 が語 られ てい る。 カー シー とい う語 の原義 につ い て言 え ば、 カー シー と
い う名 は 、サ ンス ク リッ ト語 のKaｧと い う言葉 の派 生語 で あ る。Kasと い うの は、輝 く ・
光 り輝 く とい う意 味で あ る。 カー シーは 、た ま にカ ー シカ とも呼 ばれ 、 明 る くす る もの と
い う意 味 であ る。
ジ ャー タカ説話 と叙事 『マーハ ーバ ー ラ タ』 に見 られ る この町 の も う一 つ の古 い名 は ヴ
ァー ラー ナス ィ(Varanasi)である。 この名 のパ ー リ語 訳 はバー ラー ナス ィ(Baranasi)
で、現在 よく使 われ て い る名 は こ こか ら得 たバ ナ ー ラス(Banaras)とい う名 で ある。イ
ス ラム帝 国 とイ ギ リス に支配 され た イ ン ドで は 、 この 聖地 はべ ナ ラス(Benaras)と呼 ば
れ てい た が、独 立後 のイ ン ドでは正 式 に ヴァー ラー ナ ス ィ と呼 ばれ る よ うに な った 。
一般 的 に信 じられ て い るの は
、 この聖地 は ヴ ァラナ ー川 とアス ィ川 の 間 にあ るの で、 ヴ
ァー ラーナ ス ィ とい う名 前 が付 いた とい うこ とで あ る。 しか し、 そ うで は な くて、 昔 は、
この町 の北 が ヴァー ラー ナ ス ィ とい う川 に沿 っ てい た ので 、 この聖地 は そ の川 か らヴァー
ラー ナ ス ィ とい う名前 が付 い た可能性 が高 い。11
この聖 地 はアー ナ ン ダ ヴァ ン(Anandavana)とも言 われて い る。 アー ナ ンダ ヴ ァン と
い うのは喜び の森(Forestofbliss)とい うこ とを意味 す る。 ヒン ドゥー教 の哲 学 的伝統 に
お いて 、個性 の ない最 高原 理 として のブ ラフマ ンを説 明す るた めの言葉 は少 ない が 、アー
ナ ン ダ とい う言 葉 はそ の一 っで あ る。ブ ラフマ ンは、サ タ(sat;本質 ・存 す る)、チ タ(cit;
意識 ・心 晴)、ア ーナ ンダ(・1.11・喜 び)で あ る。 ヴァー ラーナ ス ィの根 本 的 本質 を説 明
10DianaLEck,励 ηヨ遡 θ'α砂o!1ゆ 右PenguinBooksIndia,1993,p.25.
11同書 、26頁 。
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す るた め に、ブ ラ フマ ン と関係 が あ るアー ナ ンダ とい う言葉 が使 われ てい る とい うこ とは 、
とて も重 要で ある。『カー シー ・ラハ スヤ』 にお いて、 ヴ ァー ラーナ ス ィは ブ ラフマ ンの喜
び の森(ForestofblissofBrahman)と呼 ばれ てい る。12
そ して 、 この聖地 はル ドラ ヴァーサ(Rudravasa)とも呼 ばれ てい る。 なぜ な らば 、ル
ドラ(Rudra)とい う古代名 前 で も知 られ て い る大神 シ ヴァは この町 に住 んで い る(vasa;
居住)か らで あ る。
最 後 に 、この町 はマハー シャム シ ャー ナ(Mahasmasana)、っ ま り、「大火 葬揚 」 とも呼
ばれ る。 イ ン ドで は、 シ ャムシ ャーナ と呼 ばれ る火 葬 場 は、普 通 、汚 い と思 われ 、町 か ら
離れ てい る ところに ある。 しか し、 ヴァー ラー ナス ィのは火 葬場 で あ って も、m清 い も
の と信 じられ て い る。13なぜ この聖地 ヴァー ラー ナス ィ は大 火葬 場 に なった のか とい うこ
とにつ い て、 あ る説 で は、 この聖 地 が大神 シ ヴ ァ と関係 が あ るた めで あ り、 シ ヴァ神 は破
壊者 と して信 じ られて い るか らで ある。現 在 で は 、火 葬 場 と して はマニ カル ニ カ ・ガー ト
(ManikarnikaGhat)とハ リシャチ ャ ン ドラ ・ガー ト(HariscandraGhat)が有 名 で あ
るが 、昔 は、 この町 のいた る ところで死体 が 荼 毘 に臥 され てい た証拠 が残 って い るそ うで
あ る。14
ヒン ドゥー教 徒 は ヴァー ラーナ ス ィ と同 じ よ うな ところをテ ィール タ(tartha)とい う。
テ ィー ル タ とは 日本語 で言 えば 「渡 し場」 を意 味す る。 巡礼 地 と して のテ ィール タは、 天
と地 とが っな が る ところで あ り、精神 的 な渡 し場 とされ て い る。 ここか ら、生 死流転 の世
を渡 って 、その 向 こ う側 にあ る とされ る解放 の場 所 まで た ど り着 くので あ る。この よ うに、
ヒン ドゥー教徒 に とって、 テ ィー ル タは清 らかな ところで 、精神 力 に満 ちて い る ところで
あ る と言 えるので あ る。
テ ィール タは神 々 の行 い 、神 々の 出現 、 ま た、イ ン ドの神 話 や伝 説 の英雄 たち と関係 が
あ る。 ヴ ァー ラー ナ スィ の よ うなテ ィール タ には 、神 話 に登場 す るた くさん の出来 事 が あ
る。 この 町 を愛 す る ヒン ドゥー教 徒 の 立場 か らみれ ば、重大 な こ とはす べ て この 町で起 こ
った と解釈 され うるので あ る。15







の古代人の信仰が見 られる。古代の信仰 をいえば、それは木 の神々のヤクシャ(yak§a)、
水生の神 々のナーガ(naga)、女神たちのデー ヴィー(devi)とい うことを意味する。 ヴァ
ー ラーナスィの神々の名前や神話は変ってきたかも しれ ないが、昔 と同 じように、現在 で
も、この町は礼拝者 を引きっけて止まない。
この ヴァー ラーナスィは、ガンジス河畔 とい う堂 々 とした位置か ら、北イン ドで発展 し
たイン ド文明の歴史をつぶ さに見てきた。古代のアー リヤか ら、豊かなマ ウ リヤ帝国 とグ
プタ帝 国と千年 間のイス ラム支配 とイギ リス支配に至って、歴史の流れ はヴァーラーナス
ィを通 りすぎた。 この町では、賢者 は自分の人生観 を定義 し、宗教改革者は新たな考え方
を唱えた とされてい る。 ヨー ギーや苦行者は この町に庵をっ くり、正統なバ ラモ ンたちは
儀式な どを詳 しく記述 した り、説教 した りし、詩人や聖人はここで歌をっ くった。 また、
ヴァー ラーナス ィでは、ヒン ドゥー教の神々が曖昧な形か らはっきりとした形 をもつ よう
になった、と言える。
ヴィシュヌ神 とシヴァ神が ヒン ドゥー教の大神 になる以前 の紀元前1000年頃、ヴァー ラ
ーナス ィは、主に木や池 と関係がある神 々の住む ところだったのである。 これ らの神々は
特に寺院などで崇拝 され ることはなかった。ただ木の下に小 さな社があ り、特別な像な ど
もな く、ただの石が置かれ、それが崇拝 されていた ようである。この神々は生 ・死、健康 ・
病気、 出産 ・死亡な どを支配 してお り、この世 か ら解脱するためには崇拝 されていなかっ
たもの と考 えられる。 ともか く、これはアー リヤ人の信仰ではない古代イン ド人 の信仰 と
して理解 されている。
ヤクシャと呼ばれ る神 々は様々な神 を含んでいるが、その中にはヤクシャ と呼ばれ る神
もお り、また別の名で呼ばれ る神 もいた。た とえば、ラークシャス(raksas;鬼、悪鬼)、
ガナ(gana;部下、従者)、ガネー シャ(gane≦a)、バイラ ヴァ(bhairava;恐ろしい者)
などで ある。女神の揚合は、ヤクシー(yaksi)、ヨギニー(yogini)、マー トリカー(matrika;
母)、そ してデー ヴィー とい う女神 である。それ に、地 下の世界 と池 な どに住むナーガ
(naga;蛇)とい う神 もいる。 これ らの神々はある村や地域 と関係 があるものであった。
また、 これ らの神 々の行いは人間の実生活 に起 こる心配事に基づ く行いであ り、神々は信
徒を苦 しめるか守るか、両方 の能力をもっていた とい うことである。神々の中に、獣の姿
をとる神 もいた。 これ らの神 々に、香華、鈴、食べ物を供えて拝む とい うことが、後 にな
って、 ヒン ドゥー教における礼拝の基礎 となったのである。
紀元前3世 紀 ごろ、類像的な形や人の形 に似た神 としては じめて現れるのがヤクシャと
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い う神であった。彼 らの居場所は木々であ り、木々は生 ・死 ・転生 とい う連続 を成す転生
現象 を象徴するもっ とも普通の 自然的な例であった。それに、植 物を吐き出しているヤク
シャの像 もあった。古代のイン ド人のヤクシャに対す る信仰は、 ヒン ドゥー教 の 『プラー
ナ』や仏教の 『ジャータカ物語』 において確認す ることができ、古代の ヴァーラーナスィ
には これ らの神々の信仰があった とい うことは明 らかで ある。 また、この信仰 の影響は、
現代 でもヴァー ラーナスィに見 られる とい うことで ある。木々に朱を塗る とい う習慣や、
信徒 たちが池な どで沐浴する とい う習慣 も、すべては三千年前のヒン ドゥー教徒の信仰に
帰す るものなのである。16
少 な くとも、紀元前1000年頃か ら、ヴァーラーナスィは、ヤクシャ信仰 の信者たちが求
めていた ところ とい うだけでなく、宗教の基本を追い求 める人 ・苦行者 ・賢者 な どに とっ
ても理想的なところであった。北イン ドにさま ざまな優れた王国があ らわれた時代は、宗
教的にも不安定な時代でもあ り、新たな哲学的考察の時代でもあった。この時期 において、
『ウパニシャッ ド』の理想か ら仏教 ・ジャイナ教 ・ヨーガのような新 しい哲学的観念 まで、
広い範 囲にわたった哲学が創 り出された。っま り、 ヴァーラーナス ィは、この時期、学問
の主要 な場所 と考え られていたのである。知識欲 に満ちた人たちの中でm有 名なのは、
王子 として生れた ゴータマ ・シッダール タ、つま り仏陀であった。ブッダ ・ガヤーの菩提
樹下で悟った仏陀は、自分が経験 したことを教 え広めるためにヴァー ラーナスィまで行 き、
町の市外にあるサールナー トの公園で、は じめて説法 した。説教するためにヴァー ラーナ
スィが選ばれた とい うことは、その町が どれほ ど有名で あったか とい うことに対す る証明
である。釈迦は説教 をしにいろいろな町を旅 していたが、何度もヴァーラーナスィへ還っ
たそ うである。そのため、そこには仏教僧院が建 て られてお り、その後の千五百年 もの問、
サールナー トは仏教の主要な僧 院であ り続 けたのである。
七世紀 ごろ、中国のHiuenTsang、っま り日本でも名高い笠窶 竺蔵が ヴァーラーナスィ
を旅 した時、玄奘三蔵 は、ヴァー ラーナスィには三十の僧院があ り、三千人の僧がいた と
言っている。この町は今ではヒン ドゥー教の聖地 として有名 になっているが、十二世紀に
イス ラム帝国がサールナー トとヴァー ラーナスィの寺院を取 り壊す までは、仏教僧 院が重
要で あった。時間がたっにつれて、ヒン ドゥー教徒が復興 してきて、僧や僧院に支え られ
た仏教 の伝統は、ほぼ排除 されて しまった。 ともか く、 ヴァー ラーナスィに惹かれ たのは
釈迦や仏教徒だけではな くて、他 の伝統的な宗派の信者 など、た とえば、 ジャイナ教徒も
isDianaL.Eck,op.cit.,p.54.
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いた。そ して、 ヴァー ラーナスィは ヒン ドゥ7'だ けの聖地 とい うわけではな く、ジャイ
ナ教に とっても大事な聖地 とされている。
ジャイナ教や仏教が出てきた時期には、『ウパニシャッ ド』の哲学者 も姿をあらわ した。
元々、ギャーナ(jnana)とい う真智 ・知識の研究はヒン ドゥー教に結び付いている。ギャ
ーナは、いわゆる型 にはまった知識 のことではな く、万事 の根本 を理解す るための探求の
ことを示 してい る。 ヴァーラーナスィは、昔か らこの ような知識 を得 るための探求 と関連
している。古代イン ドのアーシュラム(修 道院 ・道揚)な どは、 ある意味で、古代イ ン ド
の大学であった とも言 える。 ヴァーラーナス ィの揚合 は、数多 くのアーシュラムがあ り、
その町が古典的な学びのためのところ として認め られていた。そ して、学習主要の ヴァー
ラーナスィは、ブラフマ ヴァール ダナ(Brahmavardhana)と呼ばれてきて、"ブラフマ ン
の増進"、あるいは、ブラフマ ンの知識の増進 とい うことを意味す る。
世代の間中、イン ドの有名 な哲学者や学識者 は ヴァー ラーナスィのアー シュラムを訪れ
ていた。たとえば、紀元前2世 紀 ころの文法学者 のパ タンジャリ、8世 紀 ころの哲学者の
シャンカラ、11世紀 ころの宗教思想家のラーマーヌジャな どと。 ヴァー ラーナスィには、
それぞれの主要な宗派運動 のアー シュラムや隠遁所があった。それぞれの宗派運動の表現
は、現在 でもその聖地 の大事な一部である。
ヴァーラーナスィの歴史では、最初の仏教の大王朝(紀 元前4世 紀のマ ウ リヤ朝)の 時
期か ら、4世 紀か ら6世 紀までのグプタ朝 にかけての時期が本論を展開す るのに関係 した
注 目すべき時期である。 この時期に起 こった ことの大きな もの とい えば、新興 ヒン ドゥー
教の登場である。17この1000年の問に有神論の ヒン ドゥー教 とマハーヤーナ仏教が勃興
して くる。 ヴァーラーナスィでは、サールナー トを訪れたアショーカ王のマ ウ リヤ朝 をは
じめ、 この時期 の前半は仏教信仰 に偏 りやす く、権力 のあるものであった。紀元前1・2世
紀のシュンガ朝の王たちはバ ラモン教 を保護 し、 ヴァー ラーナス ィでは、ある王によって
アシュヴァメーダ祭祀18が 二回行われたそ うである。1世紀にクシャーナ朝の王が支配者
にな り、彼 らの勢力範 囲にはヴァー ラーナスィも含 まれていた。 クシャーナ朝 のカニシュ
カ王は仏教の保護者 であったが、クシャーナ朝が滅びた後、 ヴァーラーナス ィの辺 りは ヒ
ン ドゥー教を保護する王た ちの勢力範囲に入 った。長い間、仏教の統治下 にあったイ ン ド
17DianaL.Eck,op.clt.,p.61.
18アシュヴァメーダ祭祀はバ ラモ ン教 の祭祀で ある。馬を一年問放 ち、それの移動する所
を 自らの領土 とな し、それに反抗す る者を討つ。最後 にその馬を犠牲 に捧 げる。
66
で は 、 地 方 権 力 者 の バ ー ラ シ ヴ ァ の 支 配 か ら、 グ プ タ朝 の 支 配 に か け て の 時 期 が 、 ヒ ン ド
ゥー 教 信 仰 の 復 興 運 動 が 盛 ん な 時 期 で あ った 。 ヴ ァー ラー ナ ス ィ 周 辺 を 支 配 して い た バ ー
ラ シ ヴ ァ の 王 た ち は 、最 初 の ヒ ン ド ゥー 教 信 仰 の復 興 論 者 で あ り、 シ ヴ ァ神 を信 奉 す る も
の で あ った 。 この1000年 の 問 に あ ら われ た 哲 理 と有 神 論 は 、 この 聖 地 ヴ ァー ラー ナ ス ィ に
と っ て 圧 倒 的 な 重 要 さ を も た せ た 。
デ ー ヴ ィー(Devi)はず っ とイ ン ドの信 仰 や 文 化 の 一 部 で あ っ た が 、こ の 時 期 に お い て 、
シ ヴ ァ神 に 対 す る信 仰 だ け で は な くて 、 デ ー ヴ ィ ー の信 仰 も大 事 に され て き た 。 以 下 は そ











(私訳)女 神 た ち は 古 代 か ら現 代 に 至 る ま で 、 ず っ とイ ン ドの 固 有 文 化 の信 仰 の 一 部 で あ
る。 お お よ そ三 千 年 前 か ら、 地 域 的 、 宗 教 的 に 重 要 な 女 神 た ち は 、 祝 福 や 保 護 を願 っ て い
る哀 願 す る人 に 求 め られ て い た 。 これ らの 女 神 を表 現 す る た め に 、 シ ャ ク テ ィ とい う言 葉
が 使 わ れ る よ うに な っ た 。 シ ャ クテ ィ とい うの は 、性 力 、あ る い は 、カ とい うこ とで あ り、
実 に こ れ は 、自然 の 育 成 と 自然 の 気 ま ぐれ に密 に 関 連 して い る万 物 の 生 命 の 力 を意 味 す る。
自然 の あ ら ゆ る側 面 は 、 女 神 た ち の ピー タ と呼 ば れ る席 ・作 業 台 とな っ た 。 イ ン ドの す べ
て の 河 は 『リグ ・ヴ ェー ダ 』 にお い て も 『母 な る河 』 と し て 賞 賛 され て い た 。 村 や 町 な ど
に い る 地 方 的 な 神 は ほ とん ど女 神 で あ っ た。 ヴ ァー ラー ナ ス ィ の 場 合 も 同 じ で 、 そ こで は
ヴ ァー ラー ナ ス ィ ・デ ー ヴ ィー とカ ー シー ・デ ー ヴ ィー が 昔 か ら好 ま れ て き た 。
isDianaL.Eck,op.cit.,pp.72-74.
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マ ウ リヤ朝か らグプ タ朝 にか けての 時期 の前 半 に は千人 ぐらい の女神 が い た。 しか し、
後 半 には 、デー ヴィー に関す るよ り広 い概 念 が 出て きた。 デー ヴィー の 出現 の歴 史 は ヴァ
ー ラー ナス ィにお い ては っ き りと見 られ る
。 イ ンダス文 明 にお い て女神 を表 現す るシ ンボ
ル が、 ヴァー ラー ナ ス ィの遺跡 に も見 られ る。 これ らの シ ンボル は、後 に女神 を表 わす ヨ
ー 二(Yoni)と判 明 した。 グプ タ朝 時代 を越 え る と、 タン トラ信 仰 の発 展 にお いて 、デ ー
ヴィー とシ ヴァ神 の地位 は 同等 にな り、8世 紀 の ころ、 デー ヴィー は怖 ろ しいチ ャー ム ン
ダー として 出現 した こ とも あ る。 ヴァー ラー ナ ス ィ の女神 た ちは 、女神 の歴 史 的 な続 き を
完全 にあ らわ して い る。
グプ タ朝 時代 が 終わ る6世 紀 ごろまで には、 ヴァー ラー ナ ス ィの宗教 的生 活 は、 当時盛
ん だ ったす べて の宗派 を含 ん だ もので あ り、 ヒ ン ドゥー教 の基礎 とな る丁 式典礼 制 度 が成
立 した。グプ タ朝 の終 わ りか ら13世 紀 にイス ラ ム帝 国 に支 配 され て い く時ま で、ヴァー ラ
ーナ ス ィは ヒ著 ドゥー教 のい ろい ろな 王朝 に支 配 きれ た
。 この時期 、 ヴァー ラーナ ス ィ は
ヒン ドゥー教 の拠 点 と考 え られ て いた。8世 紀 のあ る碑 文 か らも、 ヴァー ラーナ ス ィが ど
ん な とこ ろであ ったか 、 とい うこ とが分 か る。 巡礼 者 と して ヴァー ラー ナ ス ィへ行 っ たパ
ン タ とい う人 が、 そ こに あ る女神 の像 を安置 し、 ヴァー ラーナ ス ィの情 景 を彫刻 に刻 んだ









(私訳)彼 の描 写 に よれ ば、 ヴァー ラーナ ス ィ は、三 っ の世 、っ ま り冥 界 ・地界 ・天 界 を
結 びつ けて い る町 で あ る。 人 々 は遠 くか ら旅 を し、 ヴァー ラー ナ ス ィで生 きるた め、 死 ぬ
た め、ま た、解 脱す るた め に行 く、 と書かれ て い る。 この町 は、 シ ヴ ァ神 とシ ヴ ァ神 のお
20DianaL.Eck,op.cit.,p.80.
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供に見棄 てられない ところである。 この聖地 は、ブラフマンを殺す とい う罪が浄化できる
よ うな清 らかさをもっている。最後 に、パンタ とい う人は 自分が安置 したチャンディと呼
ばれ るバ ヴァーニー女神 の像 を説明 している。怖 ろしい姿の女神は、頭蓋骨のネ ックレス
をつ け、首には蛇が這い回っている。女神 の首切 りおのの刃には肉の小片が くっついてお
り、 目をぎょろっかせて楽 しんで踊ってい る。
この碑文はその時期 において、一番活気に満 ちた宗派、っま り、タン トラ派 を示 してい
る。ヴァーラーナスィの地位の絶頂 は11世紀頃で、権力のあるヒン ドゥー教徒の王たちの
もとにあ り、そのまま100年続いた。しか し、1206年にイスラム帝国に占領 された時か ら、
ガンジス谷のすべてのあた りがイスラム帝国に支配 され、そのまま500年続いていった。
イスラム帝国の軍隊は ヴァー ラーナス ィを占領 し、 この聖地を強奪 した。イスラム帝国は
ヴァーラーナスィにあった千軒 ぐらいの寺院を破壊 し、その揚所 にイスラム教寺院を建て
たのである。21この時期、ヴァーラーナスィの住民の宗教生活は、イスラム帝国に脅か さ
れたのであった。 この500年の間に、ヴァーラーナスィの寺院は少なくとも六回破壊 され
た とい う。しか し、これ らの破壊 によって も、この聖地 ヴァー ラーナス ィは滅びなかった。
この時期、繰 り返 して破壊 されたのにもかかわ らず 、ヴァー ラーナス ィは、理知的な生活
をす るため、また、宗教の研究をす るための主要な町 として広 く認 められていった。 ヴァ
ーラーナスィの学問の伝 統が滅びなかったのは、その伝統が寺院な どを建てることや破壊
す ることとは関係がなか ったか らである、 と言えるだろ う。
では、この時期 にはどのよ うな学問が活発だ ったのか。 当時か らヴァー ラーナスィには
優秀な哲学者がいた。特に、ニャーヤ学派22と ア ドヴェータ学派23の 哲学者が多 くいた。
宗教学や倫理学の点から見れば、この時期 はす ごく豊かな時期 とされてい る。イン ドの宗
教 ・思想上のダルマ24と い う重要な概念 の様々なことにっいて、いろいろな作品が要約 さ
れ、寺院で行 われ る丁礼から火葬式の儀礼まで、礼拝式書が書かれた。イ ン ド史において、
siDianaL.Eck,op.cit.,p.82.
22古代イ ン ドの六派哲学 の一っで、正理学派 とも呼ばれ る。ニャーヤ ・スー トラを典拠 と
し、論理学 と認識論の研究による解脱 を目的 とする。
23べ一 ダンタ哲学の不ニー元論。個我の本体(Atma)と宇宙 の最高実在の梵(Brahman)
は究極的に同一であるとす る。
24ダルマ とい う言葉 は様々な意味 と状況で用い られるが、規範 としてのダルマ、善業 とし
てのダルマ、世界 を成立 させる根本真理 ・性質 としてのダルマなどに分類できる。
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この時 期 には も う一っ 人気 の ある宗派 、つ ま り、バ クテ ィ宗派25が 盛 ん に なって きたこ主
に、 これ は一般 人 の宗派 で あ り、 この宗派 で は 、伝 統 的 なサ ンス ク リッ ト文 学が、 一般 人
の言 語 で 書かれ た新た な詩 的文学 に取 って 代 わ られ た。15世紀 の優 れ た詩 人 の一人 はカ ビ
ール で あ り、彼 の詩 は今 で も歌 われ て い る。 カ ビール の弟 子 はカ ビー ル ・パ ン トとい う宗
派 を生 み 出 し、 ヴァー ラー ナス ィに は大 きなセ ンターが設 立 され た。16世 紀 に は、 ヴァー
ラーナ ス ィ にも う一人 のバ クテ ィ宗派 の詩 人 トゥル シー ダー スが 出て きた。 カ ビー ル と同
じよ うに、彼 もサ ンス ク リッ トで は な く、 一般 人 の話 し言葉 、っ ま り、 ヒンデ ィー 語 で書
いた。 彼 の 『ラー ムチ ャ リッ トマ ーナ ス』 は 、今 で も一番 有名 な 由緒 あ る作 品 として広 く
認 め られ てい る。 トゥル シー ダース の ヴァー ラー ナス ィへ の賛美 歌 は以 下の よ うで あ る。
ServewithlovealllifethroughKashi...Itbanisheswoe,affliction,sin,disease,andit
amassesallthingsauspicious.26
(私訳)生 涯 、愛情 を こめてカー シー の世 話 を し よ う。 カ ー シー は悲 哀 、 苦悩 、罪 、病気
な どを追 い払い 、吉兆 の事 物 を集 め る。
トゥル シー ダー スは1623年に80歳 ぐ らい で 亡 くな り、彼 の灰 は ガ ンジス 河 に流 され た。
彼 の栄 誉 を称 え、ヴァー ラー ナス ィの ガー トの 一っ は トゥル シー ・ガ ー トと呼ばれ てお り、
また、20世 紀 には 白い 大理 石で 寺院 も建 て られ た 。
17世紀 にムガー ル帝 国 が崩壊 した後 、500年ぶ りに ヴァー ラー ナ ス ィは再 び ヒン ドゥー
教徒 の末裔 の配 下 にお かれ た。 しか し、1794年に、イ ギ リス帝 国 に再び 支配 され て しま っ
た。 しか し、 ヒン ドゥー 教徒 の大 王 は重要 な役 割 を果 た した。特 に、文化 や 宗教 に強い影
響 を与 えた。18世 紀 ごろ、 ヴ ァー ラーナ ス ィの寺 院 な どが 再建 され 、1853年に もっ とも
伝統 的 な ヒン ドゥーの学 問 を保持す るた め にサ ンス ク リッ ト大学 が建 て られ た。 そ して 、
1916年に はバ ナ ラス ・ヒン ドゥー 大学 も建 て られ た。
近 代 に見 られ る 、注 目す べ きこ との一っ は、19世 紀 に は じまった 、 ヴァー ラーナ ス ィ住
民 の問 にキ リス ト教 の教 えを広 め よ うとす る動 きで ある。 ヴァー ラーナ ス ィで は キ リス ト
教布 教 へ の気運 が高 ま る可能性 はま った くな か った が、 初代 宣教 師 はそ の 時代 の文 化 的興
25バクテ ィは 、信 愛 、(解脱 に至 るた めの)神 に対 す る献身 的愛 、 とい うこ とを意 味す る。
2sDianaL.Eck,op.cit.,p.88.
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味 に夢 中で あった た め、 これ を理解 で きな か った。27
ともか く、や がて 宣教 師 た ちは、 ヒン ドゥー教 徒 に とって の ヴァー ラーナ ス ィの重 要性
が理解 で きた。 その た め、 彼 らは必 死 に ヴ ァー ラー ナス ィの人 々 を改宗 させ る努 力 を し、
ヴ ァー ラー ナス ィの人 々 さえ改 宗 させれ ば 、イ ン ド全体 が か わ ってい く とい うこ とを信 じ
て いた 。28
ヴァー ラー ナス ィにい る時、聖職者M.A.シェ リン グが 分 か ってい た のは、「少 な く とも2
千500年 前 か らベ ナ ラス の地位 はmで あ るか ら、 これ か らもそ の地位 は変 らない可能性
が高 い 」29と い うこ とで あっ た。今で も ヴァー ラーナ ス ィはmの 聖 地 と して認 め られ て
い る とい うことが 、そ の証 拠 で あ る。
前 に述べ た とお り、代 表 的 な聖 地 として ヴ ァー ラー ナ ス ィが認 識 され て い る こ との一 つ
の理 由 は、 この町 の歴 史的 な連 続性 で あ る。 そ して 、 この聖 地 がガ ンジス河 は もち ろん 、
シ ヴァ神 とも深 く関連 して い るので、この聖地 へ巡礼 に行 く、あ るいは 、死 ぬた めに行 く、
とい うこ とは、他 の聖 地へ 行 くよ りも重要 で あ る、 と言 える。 本作 品 で は、そ の ヴァー ラ
ーナ ス ィに あるガ ン ジス河 とそ こで見 られ る火 葬 式 につ いて 述 べて い る箇所 が あるの で
、
次 の節 で説 明す る。
2.2.1ガンジ ス河 に対 す る信 仰 につ い て:
ヒ ン ドゥー教 におい ては 、す べて の河 が 聖な る河 と信 じられ 、 また 、神 と して考 え られ
てい る。 河 の崇 拝 は 『リグ ・ヴェー ダ』 の 時代 か ら存在 してお り、そ の 中に書 かれ てい る
のは イ ン ドの河 が 天 に源 を発 す る とい うこ とで ある。地 球 の河 は 天界 か ら流れ て来 る と言
われ て い る。 した が って、 それ らの 聖 な る河 は神 と して、 富 ・滋養 ・子 孫 な どのた め祈願
され る ことが あ る。 河 で沐 浴す るこ と、 あ るい は、 聖 な る河 の水 が加 わ った貯 水 池 で沐浴
す る こ とは、ヒン ドゥー教 徒 の宗教 的な義務 とされ てい る。30こ の沐 浴 は穢 れ を浄化 す る










日食 ・月 食 の 時 に は 、沐 浴 す る こ とが 奨 励 され て い る 。 こ の よ うな 時 期 に は 、 何 万 人 の ヒ
ン ド ゥー 教 徒 が 河 ま で 行 き 沐 浴 す る光 景 が 見 られ る。 イ ン ドの す べ て の 河 が 聖 な る 河 と考
え られ て い る が 、 中 で も 、 ガ ン ジ ス 河 は 特 別 な 地 位 に あ る 。 そ れ に 、 古 くか らガ ン ジ ス 河







(私訳)ヒ ン ドゥー 教 に お い て 、 す べ て の 河 に 対 す る崇 敬 は も ち ろ ん の こ とだ が 、 中 で も
ガ ン ジ ス 河 に 対 す る崇 敬 が 一 番 目立 っ 。(中 略)地 上 ま で 流 れ て き た ガ ン ジ ス 河 に 関 す る神
話 に 、 ガ ン ジ ス 河 の源 は 天 に あ る とい う こ とが 主 張 され て い る。 ま た 、 ガ ン ジ ス の 神 聖 性
とブ ラ フ マ ー 神 ・ヴ ィ シ ュ ヌ 神 ・シ ヴ ァ神 との 関 係 も強 調 され て い る。 ま た 、 神 話 で は 、
地 球 に 流 れ て い る ガ ン ジ ス 河 は 、 天 界 に流 れ 、 他 の 地 域 や 世 界 へ 流 れ 落 ち て い る 宇 宙 的 な













(私訳)イ ン ドの河 にお い て、 ガ ンジス河 とこ の河 のい くつ か の支流 は ヒン ドゥー 教徒 に
一番 聖 な る河 と思 われ て い る
。 この河 の擬人 化 で あ る女神 ガ ンガ ー は毎年 、 ダ シ ャハ ラー
祭 り33に お いて崇拝 され て い る。(中 略)あ る儀 式や 祭 りの時、 あるい は、 あ る惑 星運動
の時、 ガ ン ジス河 に沐 浴す れ ば 、人 の もっ とも悪 い罪 も浄化 され る、 と一般 に信 じ られて
い る。火 葬 の灰 と死 んだ 人 の燃 や され た骨 は儀 式 ば って この聖 な る河 に流 され、特 に、ハ
リ ドゥワール ・バ ナ ラス ・ア ラーバ バ ー ドで 流 され る。 それ は 、火葬 され た 人 の魂 が天界
に漂 う と信 じられ るか らで あ る。 マハ ー トマ ・ガ ンジー の火 葬 され た灰 はガ ンジス河 とイ
ン ドの他 の聖な る河 に流 された ので ある。
人 間界 と天界 との間 の媒 介 として 、 あるい は 、 この世 か らあの世 に渡 るた めの場所 とし
て 、ガ ンジス河 の役割 は葬 式 に よく表 われ て い る。 ガ ン ジス河畔 で 死ん だ ら、 あ るい は、
死 ぬ前 にガ ンジス河 の水 を一 滴 だけ で も飲 め た ら、す ぐ解 脱 で き る とい うこ とは、根 強 く
信 じ られ てい る。 ガ ンジス河 は全体 的 に贖罪 のカ を持 って い る、 と言 われ てい るが 、死 ぬ
時 に は ヴ ァー ラー ナス ィへ 行 きたい とい う気持 ちが ヒン ドゥー教 徒 は特 に強 い、と言 え る。
そ うい う理 由で 、死 ぬた め に ヴ ァー ラーナ ス ィへ 来 た人 の た めの特別 な宿 泊 所 が作 られ て
い る。34
ヒン ドゥー教 にお いて 、河 が敬愛 され る も う一 つ の理 由は、河 の持 っ清 浄 力で ある。特
に、流れ てい る水 は強 い清 浄 力 を持 っ と信 じ られ て い る。思想 上 で も、精 神 的 な力 を持 っ
火 と同 じよ うに、 水 も精 神 的なカ を持 っ、 と信 じられ てい るの で ある。
ガ ンジス 河へ の敬 愛 の 中 に、 この河 の母 として の役 割 が は っき り見 られ る。 一般 に、 「ガ
ンガ ー マイ ヤー」(母ガ ンガー)と い うあだ名 が 人 々 の間で 人気 が ある。 ヒン ドゥー教徒 に
とって は 、母 と同 じよ うにガ ンジス河 もまた慰 め とな るもの で ある、 と思 わ れ てい るので
あ る。35
a2KennethW.Morgan(ed.),op.cit.,p.113.





ヒン ドゥー教の火葬式は、 ヒン ドゥー教 にお けるサンスカーラの一部である。サンスカ
ー ラは、誕生か ら結婚を経て死に至る問にな され るべ き儀礼である。サ ンスカーラの数 は
人や地方によって違 うが、主に十六のサンスカー ラが よく行われている。 これ らのサ ンス
カーラのある部分は人間の存在 を導いてい る精神的存在 との交流、または、精神に影響 を
与えるためである。 しか し、サンスカー ラはヒン ドゥー教徒の理想の表現で もある。
これ らのサンスカー ラの最後の儀礼は葬儀で ある。 ヒンディー語でantyestiと呼ばれる
この葬儀 は、「最後の犠牲」 とい うことを意味す る。何を犠牲にするか とい うと、死者は 自
分の肉体 を犠牲 にす る。 この犠牲の実行者は普通、死者の息子であるが、そ うではない揚
合は男性親族で ある。 ともか く、 ヒン ドゥー教徒 にとって、来世 は価値のあるもので ある
ので、 この儀礼 はほかの儀礼 よ り重要で ある とも言える。
死体を土葬にす るか、火 葬にするか、 とい うこ とは国の文化 と宗教的信仰 によるもので
ある。 ヴェーダ時代 のアー リヤ人は死者 を土葬 していたようだが、犠牲の儀式が完全に確
立 され ると、土葬 のかわ りに火葬が行われ るようになった。 しか し、なぜ死体 を火葬す る
ことにしたのか。実用的な理 由はいろいろあったか もしれ ないが、大きく影響 を与えたの
は、アー リヤ人の宗教的信仰 であった、 と考え られる。アグニ(agni;火)は神々の使者
として地上にいて、信徒たちが神 にささげ るものの運送者 と信 じられ ていた。死者 を天に
送 る必要があると考 えられていたので、死体 を火葬 にすることになった。 また、火 に焼 か
れた肉体は灰 になって、死者はヤマの世界36で 新たな肉体を得て、祖先 と一緒になる、と
信 じられている。
火葬 の習慣が導入 された もう一つの理 由は、悪霊 は土葬 した死者 の悪心か ら出たもので
あるので、死者 を火葬 にす る必要がある と考 え られていたためである。 とい うのは、水 と
同 じように火 も罪の汚れを浄化す るとい う信仰 があったか らである。 したがって、死者 の
幸福のためにも死体を燃やす のがもっ ともよい と、現在で も信 じられている。また、同 じ
理由か ら、罪のない幼児の揚合は、死体 を土葬や水葬にす る。
も う一つの理 由は、ヒン ドゥー教において、アー トマ ン(魂)は 永遠 に続 くものである
ので、火葬は肉体か ら魂 を解放す るとい う目的のためである。
火葬式は、主 に、四っの段階に分かれ ている。 まず は、遺体を洗 って清 めるための儀式
36ヤマは死の神 、あるいは、死者 の世界の王である。
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と、火葬のために薪 を積み上げる準備 である。次に、遺体を火葬にす る時の儀式 と、火葬
が終 ってか ら会葬者の身の汚れを浄化す るための儀礼である。最後 は、死者 を静 めるた め
の儀式である。
一般 的な習慣 として、遺体は竹 の担架 に乗せ られて火葬揚 まで運ばれる。普通、長男が
葬列の先頭 に立つが、息子がいない場合は、死体 は死者の男性親族 によって運 ばれる。 と
もか く、女性たちは葬列に参加 しない し、会葬 もしないのである。火葬場に着 いてか ら、
これ らの男性たちは遺体を洗って清め、遺体に新 しい服 を着せ る。それは、死者はヤマ神
の世界へ行 くので、死者を清 らかな状態で行かせ なければな らない、 と信 じられているか
らである。
遺体 を清 めてか ら、白色 の布 に巻き、火葬のために積 み上 げ られた薪 の上に乗せて、荼
毘に付す。 そして、喪主は遺体が乗せ られている薪に火をっ ける。 この時、注 目すべ きこ
とは、喪主 は荼毘 を左回 りに歩 き回る とい うことである。 また、 ヒン ドゥー教徒の首の左
か ら右脇腹 にかけ られている聖紐は、 この時、首の右か ら左脇腹 にかけ られている。なぜ
そ うす るのか とい うと、これはヒン ドゥー教の思想 において、死ぬ ことが元 に戻ることを
意味す るか らである。そ して、遺体がほぼ焼けた ら、喪主は儀式 として死者 の解脱 を願い、
遺体の頭蓋骨を竹竿な どで打ち砕 く。 この丁式 によ り、死者の魂は肉体か ら解放 され ると
信 じられているのである。 こうして、死者はすでにアグニにささげたもので あ り、また、
アグニが死者 を天 に送 って くれる と信 じて、会葬者 は悲 しみを抑 えて振 り返 らず、火葬揚
を出る。 ヒン ドゥー教 の聖典な どでは、死の悲 しみ は、無知の表現 と考え られ、会葬者 の
涙は死者 を苦 しめると言われている。死ぬべき ものの死 を悲 しむのが、生 ・死の根本的 な
真理 の無知 である、 と考え られている。 ヒン ドゥー教 の賢者た ちは、生の連続が肉体 の変
化で影響 を受けない とい うことを強調 していた。結局、 ヒン ドゥー教徒の考え方 に根 を下
ろした思想 は、死は生命 の一種で、肉体だけが万物を構成す る地 ・水 ・火 ・風 ・空 とい う
五つの元素 に還 る、 とい うことで ある。 この思想 を表 わしたもの として、 ヒン ドゥー教徒
は死体 を火葬に し、その肉体の解消を確認す るのである。
葬式が終ってか ら、会葬者 は河や池で沐浴 しなが ら、南の方(ヤ マ神の世界の方)に 向
って死者のために祈 りをする。その後、会葬者 は鳥 に御飯や豆をまいてや るのが普通であ
る。死者が鳥 として現れ るのは原始時代 の信仰であるが、これ は今でも行 われてい る。 こ
の 日か ら十三 日目まで、死者を静 めるた めの儀 式が続 く。三 目目に遺族は死者 の灰を取 り
に火葬場へ行き、灰を骨つ ぼに入れて、河に流す とい うこ とである。 ヒン ドゥー教徒 に と
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って、どの河であって も、河は聖なるものであるが、ガンジス河に対す る信仰 はよ り深い。
それは、ヒン ドゥー教徒がガンジス河 を通 して生死の環か ら解脱できると信 じてい るか ら
である。
死者 を静 めるために、遺族は米飯や大麦で こしらえた握 りや団子 を祖霊の供養 に供 える。
死者は、死者であって も、遺族にはまだ生きてい るよ うに扱 われる。死者は、死後の十三
日目に転生す ると信 じられているので、その時まで遺族 は死者 に食べ物 を与 え続 ける。火
葬式の最後 の儀式 は十三 日目に行われ る忌明けの法事である。その後、遺族は普通の生活
に戻ることができる。
全体 として、宗教的信仰 であれ、哲学的信仰 であれ、 ヒン ドゥー教徒 の信仰 において、
生命 は生 ・死の環 と考え られている。っま り、生命 の始 ま りは生命 の終わ りで もある。生
から死まで、また、死か ら生まで、生命 は連続 しているのである。
また、 ヒン ドゥー教 の火葬式に見 られ るヒン ドゥー教徒の死生観 は、解脱す るまでず っ
と死は連続するものであるが、生命原理のアー トマンは解消 されない。他のサンスカー ラ
と同 じように、火 葬式のサンスカーラも、生命 のある段階の終わ りを告 げるもので、肉体
の終わ りを儀式 としてとり行 うことなのである。
以上、ここでは聖地 ヴァー ラーナス ィがなぜ 代表的な聖地 とされているか、 とい うこと
を述べた。その理 由は、この聖地は神聖なガ ンジス河岸 にあるとい うことは もちろんだが、
シヴァ神 に愛 され護 られ てい るので、 この聖地 で死を迎 える とそのまま解脱 が得 られ ると
い う信仰 に支えられているためである。 その証拠 とも言 えるが、この聖地の火葬揚で ある
マニカルニカー ・ガー トでは、二十四時間火葬の煙が途絶 えることはないのである。
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第三節 女神 チ ャー ム ンダー につい て
この節 では 、『深 い河』 に 出て くる女 神 チ ャー ム ンダー につ い て考 察す る。 とい うの は 、
この小 説 の中の ヒ ン ドゥー教 の女神 チ ャー ム ンダー の捉 え方 が、作者 の死 生観 、あ るい は、
日本 人 の死生観 を反 映 した もの、 と考 え られ るか らで ある。
本 作 品 では 、 この女神 は ヴ ァー ラー ナ ス ィに あ る寺院 に安置 され て い る こ とになっ てい
るが 、 実 はこの女神 チ ャー ム ンダー は、作者 が イ ン ドの ニ ュー ・デ リー の国 立美術館 で 見 た
像で あ る。37そ れ に もかか わ らず 、作者 は なぜ この女神 を ヴ ァー ラーナ ス ィに あ るこ とに
したの だ ろ うか。 そ もそ も ヒン ドゥー教 にお い て、 この女神 が どの よ うな 女神 で あ るの だ
ろ うか。 以 下か ら、そ の女 神 チ ャー ム ンダ ー の 由来 とそれ に 関す る崇 拝 や儀 式 につ い て
どの よ うな も のが あ るか を まず 考 察 す る。そ して次 に、彫 像 と して現在 残 って い る女神 チ
ャー ム ンダー の姿 かた ち を観 察 し、 この女神 に 関す る哲 学的 な側 面 を 明 らか にす る。 それ
らを踏 ま え、最後 に、 女神 チ ャー ム ンダー に対 す る遠 藤 周作 の理 解 の程 度 を考 察す る。 ま
た、参 照 と して、本論 文 で扱 うチ ャー ム ンダー も しくはサ プ タ ・マー トリカ ーの 写真 を本文
末尾 に掲 載す る。
2.3.1マー トリカ ー とい う女神 た ちの 由来 につ い て
一般 に、イ ンダ ス文 明 におい て は女神 た ち の崇 拝が 広 く行 われ て いた と言 われ る。 歴 史
的 に見 る と、石器 時代 には じまった この女神 崇 拝 の発展 は、青銅 器 時代 ま で に ほぼ完 了 し
た。38以 下 に、イ ンダス文 明の女神 につい て 書かれ た もの を引用す る。
Marshall39designatesherasthe"Mother"orthe"GreatMother",theprototypeofpower
(ρ塑虹 のwhichdeveloped血tothatof島汝が血India_Thenon-AryanoriginoftheSakti
37遠藤 周 作、加 賀 乙彦 「対 談 最 新 作 『深 い河 』魂 の問題 」 国文 学解釈 と教材の研究、第38
巻10号 、1993年9月 、13頁 。














(私訳)Marshallはそ の女神 を"母"あ るい は"大 母"、 っ ま りイ ン ドで は シ ャ クテ ィ の
原型 へ と展 開 した カ(プ ラ ク リテ ィ)の 原型 と呼ん でい る。(中略)ア ー リヤ 人 の文化 に由
来 しない シ ャクテ ィ信仰 が、文 明化 され てい な い部族 の間 で この女神 た ちが 広 く崇 拝 され
て い る とい うのが よい例 で あ り、 また 、女神 へ の儀 礼 ・儀 式 が ブ ラ フマ ンに よ って行 われ
るので は な く、カ ース トの低 い、 古い 部族 の うちの い くつ かの部 族 の人 々で あ るパ リアハ
ス とい う人 た ちに よって行 われ て い る とい う事 実 か らも例 証 され る。イ ンダ ス文 明 の母 と
しての女 神た ち を現在 の村 な どの女神 に関連 させ な が ら、Mackayは次 の よ うに指摘す る。
「現在 のイ ン ドで は、女 神 は家 と村 の保 護者 で あ り、 出産 の責任 を負 い、信 徒 た ち のニ ー
ズ に よ り人間 的な 関心 を もつ。全 体 的に見 る と、ヒン ドゥー 教 にお いて認 め られ てい る神 々
よ り女 神 の方 が、信徒 た ち に近 い存 在 なの で ある」。
現代 で は、女神 チ ャー ム ン ダー は一人 の女 神 として の地位 を もっ こ ともあ るが 、 も とも
とサ プ タ ・マー トリカー 、 つ ま り 「七人 母」 の うち の一 人で あ った。 女神 チ ャー ム ンダー
の 由来 を調べ るに は、サ プ タ ・マー トリカー の 由来 と発 展 を考 察 しな けれ ば な らない の だ
が、 このマー トリカ ー とい う女神 た ち の崇拝 は 、イ ン ド中で行 われ てい る。 そ の古 さはイ
ン ダス文 明 の時代 の女神崇 拝 と同 じで あ る と考 え られ る。 全体 的 に見 れ ば、 マ ー トリカー
とい う概念 は、バ ラモ ン、っ ま りブ ラ フマ ンの 宗教 的 な伝 統 と、 ブ ラ フマ ン以外 の宗教 的
な伝 統 が相 互 に連 結 した もので あ る。 実 際、 イ ンダス文 明の遺跡 で発 見 され た 七人 の 女神





古代イ ン ドでは、 「創造」 と 「死」 とい う言葉 が女神たちを象徴す るものであ り、その時
以来、女神たちは 「創造」 と 「破壊」を表わす ものになった。母 ・妻 ・恋人な どの役割 を
果たす女神たちは 「創造」あるいは 「育成」 を象徴す る。 これに対 して、「死 ・破壊」な ど
の象徴はチ ャーム ンダーやカー リーの ような女神 によって表わ される。マー トリカー とい
う女神 のグループの揚合は、両方が象徴 されている。
ところで、イ ンダス文 明で女神 たちの崇拝が広 く行 われていた とい う証拠は、豊富にあ
る。42し かし、それ らの女神がサプ タ・マー トリカーの原型 であるか とい う可能性はまだ
調査が続いている段階である。一般 に認 め られていることは、女神崇拝は農業 に関する儀
式に由来 しているとい うことである。インダス文明の人々は農 民だったため、女神崇拝 は
土着の文化 に由来す ると考 えられている。一方、時代が下ってや って来たアー リヤ人は牧
畜民で、家父長制の社会だったので、主 に、大神 を鎮 めるように していたよ うである。
ヴェーダの信仰 と儀式な どでは、女神 たちの地位は低 く、その役割は重要ではなかった。
そ して、 ヴェーダにおいて、女神 たちは大神 の配偶者 として も無意味な役割 しか果た して
いなかった。女神 たちは大神 の配偶者 とい うだ けで、独特 の個性はまった くなかったので
ある。 ヴェーダにおける神々 しい女性 の概念 の欠如には、ヴェー ダ文化の、牧畜による経
済活動 とい う基盤 が影響 してい る。 したがって、 ヴェーダ ・パ ンテオンにお ける女神 たち
の地位 の低 さは、基本的にこのよ うな牧畜民の経済重視 的な生活 と、家父長制か ら分 かる。
そ して、 ヴェーダの神性 を定義す るとすれば、それ は基本的に 自然現象を擬人化 した神 々
を信仰の対象に していた、 とい うことである。 しか し、女神 の崇拝 の由来 にまった く関係
がなかったとい うことではない。
サプタ・マー トリカーに見 られ る慈悲深い面 と、それ と矛盾 した悪意のある面 は、 ヴェー
ダのウシャス(暁)・ ラー トリ(夜)、また、アディティ(多 産の女神)・ニルテ ィ(破 壊の
女神)と い う女神たちの区別 に由来す る、とい う説 もある。『アタル ヴァ ・ヴェー ダ』では、
暗い夜 を意味す るニルテ ィとい う女神 は母 としての女神であ り、不運 ・頽廃 ・衰退 ・破壊
とい うことを意味するが、『リグ・ヴェーダ』の中では、病 ・死、また、死を司る女神 とし
て十二回ぐらい挙 げられている。43
また、イ ン ドの古典の中に もサプタ ・マー トリカー にっいて関係 ある記述 がい くつか見




べ き こ とは 、 〈七 〉 とい う象 徴 的 な 数 字 で あ る。 こ の 〈七 〉 とい う数 字 は ヴェ ー ダ 文 学 にお
い て 何 度 も使 わ れ て お り、 こ の数 字 は神 聖 さ 、神 秘 、 幸 運 を意 味 して い る。













(私訳)サ プ タ ・マ ー トリカ ー と ヴ ェー ダ の 資 料 と の 関係 は これ だ け に 限 ら な い 。 『リ グ ・ヴ
ェ ー ダ』 の あ る 賛 美 歌 に よ る と、 ア グ ニ(火 の 神)に は 母 が 七 人 い る が 、 そ れ ぞ れ の 名 前
は 書 か れ て い な い 。 こ の 七 人 の母 た ち は ア グニ に知 恵 を 与 え た と言 わ れ て お り、 ア グ ニ は
母 た ち の 中 に 存 在 して い る の で 、 こ の 母 た ち は ア グニ の も う一 っ の 姿 な の で あ る。 彼 は 七
っ の 玉 を 与 え人 に 祝 福 を授 け る。 彼 の 本 質 で あ る 七 っ の 光 は 、 彼 の 舌 で あ る。(中 略)こ の
七 っ の 舌 は 七 人 の 赤 い 姉 妹 と呼 ば れ て い る。 『ム ン ダ カ ・ウパ ニ シ ャ ッ ド』 で は 、 そ れ ぞ れ
の名 は カ ー リー(黒 い 女)、 カ ラ リー(怖 ろ しい 性 格 の 女)、 マ ノー ジ ャ ヴ ァ(頭 の 回
転 が 速 い 女)、 ス ロー ヒ タ ー(赤 い 女)、 サ ドゥム ラ ヴ ァル ナ ー(煙 の 色 の女)、 ス プ リン ギ
ニ ー(輝 く女)と ヴ ィ シ ュ ヴ ァル ー ピー(宇 宙 的 な 姿 を もっ 女)と い う こ とで あ る 。





と 同 じ く、 歴 史 的 に は 、 こ れ らは火 の本 質 で あ った よ うで あ る 。S .K.Dikshitは、 「ア グ ニ
の 七 つ の 舌 が サ プ タ ・マ ー トリカ ー と一 致 す る と い う こ とは 否 定 で き な い 」 と述 べ て い る 。
間接 的 な 関連 で しか な い か も しれ な い が 、 ア グ ニ の 七 っ の 舌 とサ プ タ ・マ ー トリカ ー との
関 係 に は 何 らか の つ な が りが 考 え られ る。Pannikarが注 目 して い る の は 、 そ れ ぞ れ の あ だ
名 を 通 して 、火 の 本 質 が 怖 ろ しい も の と して 説 明 され 、 ま た 、 物 事 を な め っ くす よ うな 面
が 強 調 され て い る点 と、こ の よ うな本 質 が 女 神 と して 考 え 出 され て い る点 で あ る。46後 に 、
シ ャ ー ク タ派 の 一 部 で あ る、戦 揚 で 好 戦 的 な 女 神 、ま た 、怖 ろ しい 女 神 で あ る ド ゥル ガ ー 、
チ ャ ー ム ン ダ ー 、 カ ー リー 、 サ プ タ ・マ ー トリカ ー な どは 、 少 な く と も 、潜 在 的 に 、 こ れ
ら の 女神 た ちか ら想 起 され て い る、 と考 え られ る。
しか し、 『プ ラ ー ナ 』 に お い て 、 サ プ タ ・マ ー トリカ ー とい う女 神 た ち は は っ き り定 義 さ
れ て い る 。 主 に、 シ ャ ク テ ィ、 あ る い は 、 そ れ ぞ れ の 大 神 の 力 の表 現 者 と し て 考 え られ て
き た 。 そ して 、 『プ ラ ー ナ 』 の 中で は 、 女 神 チ ャ ー ム ン ダー は 女 神 カ ー リー の あ だ 名 で あ る
と 同 時 に 、 両方 と も 、 女 神 ドゥル ガ ー の化 身 と も考 え られ て い る。 も う一 っ の 大 事 な こ と










(私訳)シ ャー ク タ 派 の 発 展 は シ ヴ ァ神 の 信 仰 に深 く結 び 付 い て い る。 女 神 ド ゥル ガ ー と
シ ヴ ァ神 は 特 性 が 似 て い る と こ ろ が か な り見 ら れ る 。 『リ グ ・ヴ ェ ー ダ 』 は 、 シ ヴ ァ神 は 死
4sShivajiK.Pannikar,op.cit.,p.21.
47同 書 、24頁 。
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を司ることを示唆 して、その魔力 のためにシヴァ神 をほめそや してい る。ル ドラ(シ ヴァ
神)へ の崇拝の一般的な特徴は、 〈怒 りで、我々の子供 ・子孫 ・親戚 ・家畜 ・家 を傷っけた
り、仲間を殺 した りしてはな らぬ〉 とい うことである。『シャタル ドリヤ』 の中で、「向こ
うの河岸(中 略)渡 るのを助 けて くれ る神(中 略)か け橋である神」 とい うル ドラへ の祈
りは、信徒たちを困難か ら解放 させ る女神 ドゥルガーのもっカ とち ょうど同 じである。『デ
ー ヴィー ・マーハー トミャ』 では、女神 ドゥルガー は、存在 とい う困難 の大海 を、信徒た
ちをっれて渡 して くれ る舟 として描かれてい る。
この説明は重要で ある。なぜか といえば、女神チャームンダーは ドゥルガーの化身 とさ
れてお り、また、この ドゥル ガーは信徒が この世を渡 るのを手助け して くれ る女神である
ので、女神チャーム ンダーが象徴 しているものの一っの説明になるか らである。 これ を含
め、哲学的に見てチ ャームンダーが何 を象徴 しているか、 とい うことはこの節の後半で詳
しく考察する。
『プラーナ』 にお けるマー トリカーの伝統的な概念では、女神たち とシヴァ神 との関係が
主題 になっているが、マー トリカーの好戦的な性格や血を飲む よ うな悪意の ある性格 は、
シャー クタ派 とシヴァ派に見 られる概念か らの推論である、 と言 えるのである。
伝統的な ヴェーダ とイ ン ドの初期の伝統 の文化変容の後 に、女神 の概念がバ ラモ ン教 に
持ち込 まれてきた。また、シャー クタ派の発展 としては、 タン トラ教が重要である。 これ
によって、シャー クタ派が新バ ラモ ン教の一部 として認 められるようになったのである。
2.3.2女神チャームンダー(サ プタ・マー トリカー)の 崇拝
イ ンダス文明の人々は農民だったので、土着 の女神 は主に作物、動物、人間の発展 を促
進す るために崇拝 されていた。 ヴェー ダの信仰 と儀式等では、女神たちの地位 は低 く、そ
の役割 も重要ではなかった。そ して、 ヴェーダでは、女神たちは大神 の配偶者 としてもあ
ま り意味のない役割 しか与 えられていなかった。女神 たちは大神 の配偶者 とい うだけで、
独特の個性はまったくなかったのである。女神たちは、この世を保護す る者で あ り、病気 ・
疾病を与える伝統 的な女神 たちの場合 も、不幸 を取 り除き、生命 を維持する力 をもってい
る、 とい う信仰 があった。そ して、全体 として女神 には、幸運 な性格 と不幸 な性格の両方
が与え られていた。つま り、女神 たちは保護す る力 と同時に、破壊す る力 を もつ、 とい う
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信仰 にっ なが るので ある。
実 際 、3-4世紀の彫 刻 には、マー トリカー の幸運 な性格 と母 らしい面が 、そ れ ぞれ のマー
トリカ ーが抱 い てい る子 供 に よって表 わ され て い る。 しか し、サプ タ・マ ー トリカー と子供
との関係 につい ては別 の神 話 もあ る。 これ らの神 話 のい くつか で は、サ プ タ ・マー トリカー
は、ス カ ンダ神48と 関係 が ある と言 われ てい る。3-4世紀 にバー ラグ ラバ(balagraha)49
の習慣 が あ った。 このバ ー ラグ ラバ は も とも と子 供 を さ ら う神 の こ とで あるが 、子 供 を さ
らう とい うこ とが 昔 か ら行 われ て お り、 スカ ン ダ神 が子供 を さ ら うと して考 え られ て い た
よ うで あ る。 スカ ンダ神 の起源 は 、低 い 階級 の守 護者 としての神 々に 由来す る。 スカ ンダ
神 を め ぐる神話 が発 展す るに つれ て、 ス カ ンダ神 が子 供 を さ ら う神 と して認 識 され て い っ
た。 時 間が たっ にっれ 、悪行 を行 う女神 た ちや 恐 ろ しい姿 の女神 た ち はス カ ン ダ宗 派 に 吸
収 され てい き、サ プ タ・マー トリカ ー の グル ープ もそれ に含 まれ て い った。 この女神 た ち と
スカ ンダ神 との関係 にっ い て い ろい ろな話 が あ るが 、 よ く知 られ て い る話 の一 つ は、最 初
スカ ンダ神 を殺 しに きたマ ー トリカー が 、最後 にス カ ンダ神 に母 として受 け入 れ られ た 、
とい う神 話 で あ る。 そ して 、 スカ ン ダ神 は、 こ の女神 た ち に十六 歳 以 下の子 供 に病 気 を与
え る役 割 を任 せ た。 この よ うにバ ー ラグ ラバ は、 子供 を さ らっ てい た スカ ン ダ神 か らマー
トリカー に委任 され た役割 であ る。50も ちろん 、これ らの女神 は子供 の保護 の ためだ けで
はな く、 子供 の誕 生 を願 ってい る女性 に も崇 拝 されて い る。彫 刻 で は、 スカ ンダ神 の誕 生
の描写 の 中に、 マー トリカー が よ く見 られ る。 そ して 、マ ー トリカー の精 神 的 な保護 者 と
して の面 は 、女神 た ちの右 手 の手つ き(abhaya-11asta)51から分 か る。 この 時期 のマ ー
トリカー の表 情 は悪 意 の ある性格 を示 して い るが 、実 際、 子供 を抱 いて い るマ ー トリカー
の像 も あ る。 つ ま り、母 ・子 とい うモ チー フ と して、バ ー ラグ ラバ の概念 は 中心的 な役 割
を果 た していた ので あ る。
女神 チ ャーム ン ダー に 関す る重 要 な こ とは 、『アグニ ・プ ラーナ 』 にお いて 、バー ラグ ラ
バ を静 め るた めに チ ャー ム ン ダー崇 拝 が推 奨 され てい る、 とい うこ とで ある。52こ れ は、
女神 チ ャー ム ンダー が もっ とも力 強 い女神 だ と思 われ て い た とい うこ とを示 してお り、 ま
た、 この女神 は死 や病気 を避 けるた め によ く崇拝 され て いた とい うこ とを意 味 して い る。
48軍神 ス カ ンダ。 シ ヴァ神 の 息子 とも され る。 も う一つ の名 はカ ール テ ィケー ヤ。
49子供 を盗 む神 の こ と。
50ShivajiK.Pannikar,op.cit.,p.35.
51アバ ヤ(abhaya)は身 の安 全 を保 障す る こ と。ハ ス タ(hasta)は手 とい う意 味。 とい
うの は、信 徒 た ちに身 の安全 を保 障す る とい うこ とで あ る。
52ShivajiK.Pannikar,op.cit.,p.37.
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七世 紀 の サ ンス ク リッ ト古 典文 学 の 中 に も、 サ プ タ ・マ ー トリカー へ の崇 拝 と儀 式 につ
いて重 要 な記述 が見 られ る。例 として は、BanabhattaのHarsacaritaの中に、貴族 の若 い
男た ち が病 気 にな った王 の健 康 を祈 って マ ー トリカー を崇拝 す る とい う話 で あ る。マ ー ト
リカー の崇 拝 はDaridraGarudattaとMrcchakatikaとい う劇 に も出て くる。 この劇 の 作
者 は十字 路 で行 われ るマ ー トリカー の崇 拝 にふ れ てい る。 ここで 、注 目すべ き こ とが 二 っ
あ る。 一 っ は、 当時 、 この儀 式 が一般 的 に行 われ てい た とい うこ とで ある。 女 神 た ちの 崇
拝 は 、一家 の主 の義務 としてや るべ きこ とと考 え られ てい た。53も う一っ は、 この儀 式 が
十 字路 で行 われ てい た とい うこ とで あ る。 ここで 厂十 字 路」つ ま り`crossroad'とい う言
葉 を使 って い るが 、 マー トリカー を崇 拝 す る揚所 は、 町や村 か ら離 れ てい る とこ ろに あっ
た よ うで ある。54ここか ら推 察 で き るこ とは、これ らの女神 は、村 を守 って い る神 として崇
拝 され てい た とい う可 能性 が高 い とい うこ とで ある。
また 、女 神 チ ャー ム ンダー は 、守護 神 と して 南イ ン ドの 王朝 に崇 拝 され た とい うこ とも
あ る。 それ だ けで な く、 この女神 は戦 闘 の女神 と して も考 え られ てい た。 ま た、ベ ンガ ル
地方 で 書か れ た六世 紀 の 『デ ー ヴィー ・プ ラー ナ 』 の 中に は、サ プ タ ・マー トリカ ー と戦 闘
や武器 との 関係 が 見 られ る。55そして、 この文 献 の 中で は、神 秘 的 な力 や モー クシ ャ、つ ま
り解 脱 を得 るた めの方 法 に タン トラ宗 派 の影響 が垣 間見 られ る。 これ は、六 世 紀 まで マ ー
トリカー とタン トラ宗派 に関係 があ った とい うこ との証拠 とな る。
女神 チ ャー ム ンダー は願 い ご とをす る た め も崇 拝 され て い る。 これ に関す る儀 式 として
は 、面 白い ものが あ る。 願 をか ける人 は 、儀 式 が 終 わ る と女神 チ ャー ム ンダー の偶 像 を 打
ち壊す とい う習慣 が あった よ うで56、この女神 の偶 像 を家 に置 くの は不吉 と思 われ てい た と
い うこ とで あ る。 そ のた めか も しれ な いが 、彫 刻 や寺 院 な どに あ るチ ャー ム ン ダー 像 以外
に、 チ ャーム ンダー の偶 像 は これ まで あま り見つ か ってい ない。
最後 に も う一っ 、 女神 チ ャー ム ンダー はシ ャ クテ ィ と して崇 拝 され 、悪 魔 な どを殺 す た







562006年10月26日、バ ナ ー ラス ・ヒン ドゥー 大学で 、直話 に よれ ば、Prof.TaranKumar
Biswasに教 え られ た こ と。(Prof.TaranKumarBiswas,Ex・DirectorofBharatKala
Bhavan,BanarasHinduUniversity,Varanasi,India)0
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め に 、デ ー ヴ ィ ー や シ ヴ ァ神 の 助 手 の役 割 を果 た して い る。『デ ー ヴィ ー ・マ ー ハ ー トミ ャ』
の 中で は 、 デ ー ヴ ィー とい う女神 が 悪 魔 を殺 す た め に 、 い ろ い ろ な 女 神 と して 現 れ る とい
う こ とで あ る。 あ る話 で は 、 チ ャ ン ダ(Canda)と ム ン ダ(Munda)と い う悪 魔 を殺 す た
め に 、 女 神 カ ー リー が 女 神 ア ン ビ カ(あ る い は 、 女 神 ド ゥル ガ ー)か ら現 れ 、 女 神 カ ー リ
ー が チ ャ ン ダ と ム ン ダ を殺 した 後 、チ ャ ー ム ン ダ ー とい う名 前 が 付 い た と言 わ れ て い る。57
以 上 、女 神 チ ャ ー ム ンダ ー の 崇 拝 や 儀 式 に つ い て い ろ い ろ 述 べ た が 、サ プ タ ・マ ー トリ
カ ー の 崇 拝 は 、 シ ャー ク タ 派 と タ ン トラ 宗 派 に お い て発 展 し、 この 宗 派 の 神 学 に よ り合 理
化 され た 。 次節 で は 、 そ の 宗 派 に お い て 女 神 崇 拝 が 何 を 意 味 す る か 、 に つ い て 続 い て 考
察 す る 。
2.3.3シ ャー ク タ派 、 タ ン トラ とサ プ タ ・マ ー トリカ ー
前 に 述 べ た 二 つ の 宗 派 で は 、 サ プ タ ・マ ー トリカ ー は 女 神 ドゥル ガ ー な ど と 同 等 の 地 位
を もつ に い た っ た 、 と言 え る 。 以 下 の 引 用 は 、 これ らの 宗 派 に お い て 、 女 神 が どの よ う に







(私訳)シ ャー ク タ派 の 神 学 は 、 世 界 の 創 造 ・維 持 ・破 壊 を 、 女 神 の 力 、 つ ま り、 シ ャ ク
テ ィ(性 力)の 役 割 と して 説 明 し て い る 。 『プ ラ ー ナ 』 宗 派 の信 仰 に お け る 〈神 は 女 性 〉 と
い う考 え方 は 、 女 神 は全 能 で あ り、 全 知 で あ り 、 ま た 、 遍 在 的 で あ る 、 と い う意 味 で す べ





の女神 は 、原始 的 な創 造力 で あ る と考 え られ て い る。(中略)女 神 は グナ59の ない もので60
あ るが 、世界 の創 造 と維 持 のた め にグナ を とる61と す るので ある。
3-4世紀 に統合 された シ ャー ク タ派 は、以 下の三 っ の関連 す る哲 学 が合 わ さってで きた哲
学 的思 想 で ある。 それ は、 サー ンキ ャ哲 学 にお い て合 理化 され た 宇宙 論 か ら得 た シ ャクテ
ィの最 高権 ・ア ッ ドヴェー タ哲 学 か ら得 た ブ ラ フマ ン を女 と同一視 す る こ と ・タン トラか
ら得 た シ ャクテ ィがない シ ヴァ神 は死体 と同 じで あ る とい う思想 で あ る。62
ヴィブーテ ィ・ヴァー ダ63に お いて合 理化 され た思想 は、女神 のい ろい ろ な姿、 あ るい
は 、化 身 を説 明す るの に重 要 で ある。『デー ヴィー ・マ ーハ ー トミャ』 が 書 かれ た 頃か ら、
女神 にっ いて の様 々な異 な っ た概 念 は 、デー ヴ ィー と呼 ばれ る女神 に関連 す る もので、 ま
た、 デ ー ヴィー の 中か ら出て きた もの で ある。 したが って、 シ ャー ク タ派 の思想 で は 、サ
プ タ ・マ ー トリカ ー を全 能 の女神 の化 身 と して定義 して い る。64神 学上 、 ヴィブー テ ィ ・
ヴァー ダ におい て 、女神 た ち の異 なっ た さま ざま な姿 が結 びっ い て、 多神 教 として の ヒン
ドゥー ・パ ンテオ ンの拡 大 を可能 に させ た。そ して、ヴィブー テ ィ ・ヴァー ダ を も とに して、
シ ャー ク タ派 とタ ン トラ派 に あった 女神 の概 念 と姿 を 自由に想 像 し、描 く傾 向は、 女神 チ
ャー ム ン ダーや 女神 カー リー の様 々 の姿 の例 を見れ ば分 か る。 この よ うに、 中世 にお け る
シャー ク タ派 の 思想で は、 サプ タ ・マ ー トリカー の描 写 は大変 豊 か にな った ので ある。
『デー ヴ ィー ・マ ーハ ー トミャ』 とい うシ ャー ク タ派 の最初 の 書物 で は、 デ ー ヴィー は 万
物 の起源 として考 え られ 、 シ ヴァ神 に さ え崇拝 され る と言 われ て い る。 ま た 、 タ ン トラ派
の哲 学 で は男性 ・女性原 理 の平等 を強調 してお り、サ プ タ ・マ ー トリカー で は 、それ が最 も
うま く表 わ され て い る。 明 らか に、サ プ タ ・マ ー トリカー は女性 の性 力 を あ らわす が 、 そ
れ が特殊 化 され た それ ぞれ の男 の神 に相 当す る女神 に なって い るで あ る。 っ ま り、 これ ら
の女神 た ちには根本 的 な単一性 が共存 して い る。
『デ ー ヴィー ・マ ーハ ー トミャ』 の 中で、女神 はマハー マ ーヤー(大 錯 覚)、 カー ラ ・ラー
59イン ド哲 学(特 にサ ー ンキ ャ学派 におい て)、グナは 万有 の創 造 ・帰滅 を 司 る根本 原質 の




63ヴィブ ーテ ィ ・ヴァー ダ は、最 高原理 が い ろい ろな姿 に生み 出す とい う概 念 を信 じる宗派
のこ とを意 味す る。
s4ShivajiK.Pannikar,op.cit.,p.59.
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トリ(時 期的 な崩壊 の暗 い夜)、マ ハー ラー トリ(錯 覚 の夜)と い うよ うな あだ名 で 呼 ばれ、
書 物 の最初 の部 分 か ら、デ ー ヴィー の力 がは っ き りと述 べ られ てい る。 サプ タ ・マー トリ
カー につ いて の話 はシ ュンバ 伯umba)と ニ シュ ンバ(Nisumba)とい う悪魔 を殺す場 面
に出て くる。 この本 の 五つ の節 で は、 デ ー ヴィー と悪 魔 た ちの戦 い が詳 し く説 明 され て い
る。 そ の一 っの話 は 、チ ャ ンダ(Canda)とム ン ダ(Munda)と い う悪魔 を殺 す た めに、
女神 カ ー リー が女神 ア ン ビカ か ら生 じた とい うこ とで あ る。 そ して 、女神 カ ー リーが チ ャ
ンダ とム ンダを殺 した ので、チ ャー ム ンダー とい う名 が付 い た と言 われ てい る。65そ して 、
女神 チ ャー ム ン ダーは既 にカー リー として存 在 して い るので 、他 の戦 いで は女神 チ ャー ム
ンダー につ い て特 に述べ られ てい ない わ けで あ る。 た とえば、 ラ クタ ヴィー ジ ャ とい う悪
魔 との戦 い につ い ての話 が ある。 この悪 魔 の血 が 地 に落 ち る と も う一 人 の ラ ク タ ヴィー ジ
ャ が再生 す る。 そ のた め、 どん な武 器 を使 って 彼 をや っっ け よ うとして も役 に立 たな い。
逆 に状況 が 悪 くな るの で あ る。 ラ クタ ヴィー ジ ャの傷 つ いた 体 か ら血 が 落 ち る ご とに、大
勢 の ラク タ ヴィー ジ ャが生 まれ て い った が、 こ の悪魔 を殺 す た めに女 神 カー リー は ラ クタ
ヴィー ジ ャか ら生血 を吸 い とって 、再生 した ラ クタ ヴィー ジ ャを 口に入れ て殺 す。 こ こで
この女神 カー リー は、チ ャー ム ンダー とも呼 ばれ てい る。66
『デー ヴィー ・マ ーハ ー トミャ』 が書 かれ る前 の書物 には 、マ ー トリカー の 姿や性 質が
詳 し く説 明 され てい ない。マー トリカ ーの姿 が述 べ られて い る最 初 の書物 は 『デ ー ヴィー ・
マ ーハ ー トミャ』 で あ る。 これ に よ る と、悪魔 を殺 す た めに 出て きた シャ クテ ィ とい う女
神 た ちは 、 それ ぞれ の男 た る神 の姿 ・武器 ・乗 り物 な ど と同 じよ うな 姿 を取 る とい うこ と
で あ る。
女 神 チ ャ ー ム ン ダ ー に っ い て い え ば 、12世 紀 頃 、Bhuvandevaが書 い た
珈 ∂z助の即 孵面 尋7と い う本 の 中で、女神 チ ャー ム ンダー は死 体 に乗 って い る、 と述 べ ら
れ て い る。 また 、刃吻3翅8〃ψ ηが8に おい て は、女神 チ ャー ム ンダー は、怖 ろ しい姿 を し
てい る、 とい うこ とで あ る。 彼 女 は 目が くぼみ 、 犬歯 が あ り、腹 部 が へ こん で い る、 と説




67工芸 学 ・建築 学 の本。
68工芸 学 ・建築 学 の本。
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ク シ ャ69、剣 、 盾 、 首 っ りな わ 、 弓 で あ る。 ま た 、 彼 女 は 死 体 に乗 り、 飾 り物 と して 蛇 を っ
け て 、 顔 を ゆ が め る よ うな 表 情 を して い る の で あ る。70
2.3.4イ ン ドの 地 方 に 見 られ る サ プ タ ・マ ー ト リカ ー の イ メ ー ジ
サ プ タ ・マ ー ト リカ ー とい う概 念 は4世 紀 の後 半 頃 ま で に 具 体 的 な も の に な っ た と言 え
る 。 そ して 、 サ プ タ ・マ ー トリカ ー の 像 は 、 そ の 頃 、 中央 イ ン ドで も 、 ま た 、 中 央 イ ン ド
以 外 で も急 激 に 作 られ る よ うに な っ た の で あ る。5・6世 紀 頃 ま で に は 、西 イ ン ド、 デ カ ン 地
方71、ま た 、 東 イ ン ドで もマ ー トリカ ー の 像 が 作 られ る よ うに な っ た 。
中央 イ ン ドで は 、 サ プ タ ・マ ー トリカ ー 像 作 りは5世 紀 前 半 に 始 ま っ た が 、 主 に 二 っ の
異 な っ た 種 類 が あ る。一 つ は 、武 器 を も っ て い るマ ー トリカ ー が 闘 志 を示 し、も う一 つ は 、
母 の よ うな 優 し い 面 を 示 し て い る 。 マ ー ト リカ ー 像 に は 、 こ の よ うに 異 な っ た イ メー ジ は
あ るが 、後 に こ の イ メー ジ は統 合 され て い くの で あ る。6世 紀 ま で にマ ー トリカ ー 像 の規 格
が 統 一 され た とい う こ とが 、中 央 イ ン ドで 見 られ るサ プ タ ・マ ー トリカ ー の像 か ら分 か る 。
マ ー ト リカ ー 像 が 作 られ た 最 初 の 時 期 は 、 そ れ ぞ れ の 女 神 の 個 々 の 性 格 よ り、 グル ー プ










69象使 い が 象 を 扱 うた め に 象 の 前 頭 部 に用 い る鉄 製 の鉤 の っ い た 道 具(突 き 棒)
。
70ShivajiK.Pannikar,op.cit.,p.66.
71イ ン ド11 .1・川 以 南 の 半 島 部 。
72ShivajiK.Pannikar,op.cit.,pp.93-4.
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(私訳)サ プタ ・マー トリカーのイメー ジにお ける主要な面は、七人 として数 え られ る団
体 との関連 とい うことである。(中略)ベ スナガル(中 央イン ド)とい う町と早い時期 の西
イン ドでは、特定 の女神の個性 は、グループの中の彼 女 らの位置を元 に表現 されてい る。
つま り、それが、彼女 らが据えられている順番である。(中略)か な り早い段階か らシ ヴァ
神 は、マー トリカーの位 置付 けの大事 な一部で ある。聖像の位置付 けでは、スカ ンダ神は
二次的な重要性 しかな く、ただシヴァ神の息子 としての位置 にあるだ けである。実際、妥
当な理 由により、ま もな くスカンダ神 の位置はガネーシャ神73に 取って代 わられ る。マー
トリカーの聖像は文学的物語 を例解す るもので はなくて、儀式的な崇拝のために作 られた
ものであったので、ガネーシャ神 との関連はマー トリカーの聖像 としての主な役割を促進
す るた めであったか もしれない74。
彫刻の初期では、乗 り物はマー トリカー像の必要な要素ではなかった。しか し、6世紀の
中頃、乗 り物が含まれ るのが重要になってきた。 もう一っ注 目すべ きことは、その初期の
段階では、マー トリカーが二本 の手をもっていた とい うことで ある。 中央イ ン ドでで きた
ある像か ら分かるが、そ こでチャームンダー と言われ てい る像は、初期の段 階で四本の手
を持 っていた女神であるとい うことである。75あま り目立たない点だが、マー トリカーの
像には武器が最初か ら見 られる、 とい うことも挙げられ る。それ ぞれの武器 が特別な意味
をもっ、 とい うことは別 にして、マー トリカーの闘志 はそれ らの武器 に象徴 されてい る。
デカ ン地方でサプタ ・マー トリカーの彫刻に見 られ る一番重要 なことは、 このグループ
にカーラ ・バイラ ヴァ76とい う神が含まれているとい うことである。また、図像学(イ コ
グラフィー)の 点か らみれば、女神チ ャー ムンダー とカーラ ・バイ ラヴァ神 の間に共通点
があ り、タン トラ派 において、二人 ともが翳質 的な気質を表わ している とい うことも重要
である。その上、サプ タ ・マー トリカー とカー ラ ・バイ ラヴァが一緒 になることによって、
マー トリカー とシヴァ神 との関係 がさらに強化 された。
一方、西イン ドの伝統 においては、それぞれ のマー トリカー の固有性が徐 々に明らかに
73ガネー シャ神 は厄 除け と知恵の神で象の頭 をしている民間で信仰の篤い神である。現代
で も、儀 式的な崇拝に大事な役割 を果た している。ガネーシャ神 もスカンダ神 と同じくシ
ヴァ神の息子であるが、儀式などではスカンダ神 よりも重要な地位 を持つ。
74主に、ガネー シャ神も儀式的な崇拝のための神 とされ、幸運 と吉の神 とされている。
75ShivajiK.Pannikar,op.clt.,p.94.
76シヴァ神 の眷属 の一、 あるいは、シ ヴァ神の一つの姿形。
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な っ て くる こ とが重 要 で あ る。 特 に、 女神 チ ャー ム ン ダー の揚 合 は これ が はっ き り見 られ
る。 初期 のチ ャー ム ンダー は他 の マー トリカー と区別 され て お らず 、醜 い姿 を取 るのは 稀
で あ る。姿 につい て は、女神 チ ャー ム ンダーの苦 行 の面 が特 に表 わ され てい る。77チ ャー
ム ンダー のイ メー ジが過 渡 期 に あった 頃 にな る と、 この 女神 の変 形 した 姿 も見 られ る よ う
に な る。 この時期 にな る とチ ャー ム ンダー は美 しい姿 を して い るが 、チ ャー ム ン ダー の悪
意 の あ る面 が牙や ぼ さぼ さの髪 の 毛 を通 して異 様 な方 法 で表 現 され てい る。 そ の後 、女神
チ ャー ム ン ダー は 、 よ く知 られ て い る よ うなや せ衰 えた怖 ろ しい姿 を取 るよ うに なった の
で あ る。
西 イ ン ドで は、6世 紀 頃まで に は、それ ぞれ の マー トリカー の性 格 を表 わす武 器 と乗 り物
が使 われ る よ うに な った。 そ して 、初期 には立 ったマ ー トリカー の イ メー ジ もあ り、 中央
イ ン ドの座 って い るマー トリカー のイ メー ジ とは違 う。 しか し、6世 紀 の後半 まで には、座
っ てい るマ ー トリカ ー のイ メー ジ が 出て きたの で あ る。 これ は 、 中央イ ン ドか ら受 けた影
響 で あ る、 と考 え られ て い る。 西イ ン ドで見つ か った チ ャー ム ンダーの像 の 中に は、『深 い
河 』 に 出て くるチ ャー ム ンダー78に似 てい る姿 の も ある。 た とえば、死 体 に座 って い るや
せ 衰 えた チ ャー ム ンダー は、一本 の右 手 に鉢 と して使 われ る頭 蓋骨 を持 ち、 一本 の左 手 の
指 で 口を触れ てい る こ とで 、 これ は女神 の血 を 飲む 面 を表 わ して い る。 も う一つ の彫 像 で
も同 じ乗 り物 が見 られ 、武 器 と して剣 と先 に頭 蓋骨 が付 い た棒 を もってい る。79
中央 イ ン ドで6世 紀 まで に完 成 したマー トリカー の悪 意 の あ る面 と優 しい面 の統合 は、
後 期 の彫 刻 家 に とっ ては 既 に暗黙 の了解 に なっ てい た と考 え られ るが 、 その後 も姿勢 の 変
更や 精巧 度 は増 してい った。 ともか く、確 か な こ とは 、6世 紀 の 中頃 まで は、マ ー トリカー
の像 が い ろい ろな 地方 で 作 られ てい た とい うこ とで あ る。 中央 イ ン ドの最初 のマ ー トリカ
ー の グル ー プ は座 った 姿勢 で表 現 され て い るが 、後 に な る と、 立 った マー トリカ ーや 踊 っ
て い るマー トリカ ー の像 も作 られ るよ うにな っ た。踊 って い るチ ャー ム ンダ ー の描 写 の例











(私訳)踊 って い るやせ 衰 えた チ ャー ム ンダー は四本 の 手 を もって い る。 下 の右 手 に頭 蓋
骨 の鉢 を もち、 上 の右 手 にナイ フを持 っ てい る。普 通 の左 手 は肩 の方 へ 上が って、 上 の左
手 に先 に頭 蓋骨 が 付 いた棒 を もっ てい る。 そ して、頭 蓋 骨 のネ ック レスが女 神 を飾 り立て
て い る。 釘 の よ うに とが った髪 の 毛 は頭 の上 に 束ね られ 、真 ん 中に蛇 が描 かれ て い る。マ
ー トリカー た ち の、少 し横 にか しげた 首 は踊 っ てい る動 きを 目立 たせ 、少 し瞑 った 目は 瞑
想 にふ け ってい る様子 も表 わ してい る。
ウ ッタル ・プ ラ デー シ ュ州で見 っ か った も う一 っの像 にっ いて は チ ャーム ンダー の姿 と
武器 は ほぼ 同L"であ るが、 すべ て のマー トリカ ー の頭 の周 りに 円光 が描 かれ て い る。 これ
はマー トリカー の精神 性 を強調 す るた めで あ る と考 え られ る。
ま た 、他 の地 方 で も、女 神 チ ャー ム ンダー は これ と異 な った姿 で 見 られ る。 た とえば、
エ ロー ラ81と い う有名 な石 窟遺跡 で は、怖 ろ しい姿 の チ ャー ム ン ダー もい るが 、美 しい姿
のチ ャー ム ンダー も見 られ る。 あ る石窟 で は、 四本 の手 を もつ美 しい チ ャー ム ンダー が描
かれ て い る。 それ に、 このチ ャー ム ン ダー は子 供 を抱 いて い るの で あ る。手 に もって い る
ものは切 断 され て い るが 、女神 の乗 り物 は フ ク ロ ウで あ る。 も う一 っ の石窟 に も優 しくて
美 しい チ ャー ム ン ダー が見 られ る。82
しか し、南イ ン ドのサ プ タ ・マー トリカ ーは そ もそ も子 供 を抱 いて いなか った。そ して、
それ はず っ と続 い て きたの で ある。 ア ン ドラ ・プ ラデ ー シ ュ州 の ある寺 院 に見 られ るチ ャ










(私訳)ぼ さ ぼ さ の 髪 の 毛 の チ ャ ー ム ン ダ ー は 、飛 び 出 る よ うな 目 と 開 い た 口か ら突 き 出
た 牙 で 、 怖 ろ しい 印 象 を 与 え る。 しか し 、彼 女 の 体 は や せ 衰 え て い な い 。 頭 蓋 骨 の ネ ッ ク
さん さげき
レス も つ けて い る 。 四 本 の 手 の う ち 、 上 の 右 手 に 三 叉 戟 を も ち 、 下 の左 手 に頭 蓋 骨 の鉢 を
も っ て い る。下 の 右 手 に剣 を も っ て い る が 、上 の 左 手 に持 っ て い た も の は な く な っ て い る。
上 で 説 明 の あ っ た 、 や せ 衰 え て い な い チ ャ ー ム ン ダ ー の 像 は 、 南 イ ン ドの い ろ い ろ な 場
所 に も見 られ る。 南 イ ン ドで サ プ タ ・マ ー トリカ ー の 崇 拝 が い っ か ら行 わ れ て き た か 、 と













(私訳)タ ミル ナ ー ドゥ州 で サ プ タ ・マ ー トリカ ー の 崇 拝 が い っ 現 れ た か とい う正 確 な 時
期 につ い て は 、 学 者 の 問 で も い ろ い ろ な 説 が あ る。M,Arunachalamに よれ ば 、 サ プ タ ・
83ShivajiK.Pannikar,op.cit.,p.122.




マー トリカーの崇拝 は紀元前2-3世紀に由来す るとい う。(中略)サ プタ ・マー トリカーの
一番古 い彫像がカ ンチプ ラム とい うところのカイラーサナータ寺院にある彫像で、それは
紀元720年頃に作 られた とされ る点では、一般 的に学者 の見解は一致 している。(中略)ト
ンダイマンダラムでは古代か ら伝統的にこのサ プタ ・マー トリカーがあ り、腐敗 しやすい
材料で表 わされていたかもしれない と信 じるのは道理である。(中略)。これについて付 け
加えるべき点は、 タミル ・ナー ドゥにある七人 の処女 とい う民間の伝統のことである。現
代でも崇拝のために七人の処女のイメー ジがテ ラコッタで作 られてい る。(中略)こ れ らの
女神た ちは新バ ラモン教 においてサプ タ ・マー トリカーが導入 される前か ら崇拝 されてい
る、 と推測できる。
南イ ン ドではサ プタ ・マー トリカーの寺院の跡が見つかったが、古い石窟 にマー トリカ
ーの像が ないのは、もともとの建物 自体がない か らである。 しか し、マー トリカー信仰 の
基礎 が固まった後、8世紀か ら12世紀にか けて シヴァ派の寺院の一部 として、または、シ
ヴァ神 と関係がない寺院で、マー トリカーの彫像が拡がっていった、と考えられている。86
また、南イ ン ドのマー トリカー彫像 には子供が描かれない とい うことは顕著である。マー
トリカー とい う言葉は母 を意味す るが、そもそ も子供を抱いたマー トリカーである必要 は
ない。なぜ ならば、子供が描かれてい なくて も、マー トリカー は既 に母 としての存在だ と
認識 されてい るか らである。そ して、何 よ りも、マー トリカーはシャクティ として理解 さ
れ、この宇宙、っ ま り、万物 を動かす こ とので きる精力で ある、 と信 じられているので あ
る。
『深い河』で描写されている女神チャームンダー87は、作者 がニュー ・デ リーの国立博物館
で見たものであるが、その像 はもともと東イン ドで見っかった もので ある。 ここか らは、
その地方で見 られ るチ ャームンダー のことについて、さらに詳 しく考察す る。
東イン ドでは女神 に対す る信仰が古代か ら続 いていると信 じられてい るが、～番古い歴
史的な証拠は6-7世紀のものである。『プラーナ』や 『タン トラ』では、それぞれ多 くのシ
ャクテ ィ・ピー タ88にっいて述べ られているが、その中の地位 の高い シャクテ ィ・ピータは、
東イ ン ドにある。そ して、その証拠 として、それ らの文献において、繰 り返 して主張 され
asShivajiK.Pannikar,op.cit.,p.125.
87本論文の付録、写真1参 照。
88シャクティは女神の ことであ り、ピー タとい うのは、女神が存在 してい る場所で、聖地
となった所である。
93
る シ ャ クテ ィ ・ピー タの 多数 が東 イ ン ドに あ る と い うこ と に よ っ て 、 この 地 方 に お け る 中世
シ ャ ー ク タ派 に 対 す る タ ン トラ派 の影 響 が 見 られ る。 伝 統 の 根 深 さ を確 証 さ せ る の は 、 現
代 で もイ ン ドの こ の 辺 りで は 、 主 に シ ャ ー ク タ志 向 の信 仰 が 見 られ る とい う こ とで あ る 。
先 に も述 べ た よ うに 、 女 神 チ ャー ム ン ダ ー の 像 は 東 イ ン ドで 見 つ か っ た も の だ そ うで あ
る。 こ こで 、 東 イ ン ドの オ リ ッサ 州 で 根 強 く崇 拝 され て い る 女 神 チ ャー ム ン ダ ー に つ い て














(私訳)オ リ ッサ 州 の 美 術 上 、 チ ャー ム ン ダ ー は デ ー ヴ ィ ー た ち の 中 で 人 気 の あ る女 神 で
あ る。 彼 女 は マ ー トリカ ー(母)と して 、 最 高 の 地 位 を も っ 女 神 と して 、 そ の 補 佐 役 の 女
神 と して 、ま た 、バ イ ラ ヴァgoと い う神 の 配 偶 者 と して 崇 拝 され て い る。最 初 の神 話 で は 、
チ ャー ム ン ダ ー は 女 神 カ ー リー と強 く 関 係 して お り、 こ の 二 人 の 女 神 の名 も よ く入 れ 替 わ
る 。 しか し 、後 の 神 話 に な る と、 カ ー リー と比 べ 、 チ ャー ム ン ダ ー は む さ ぼ る よ うな 面 と
怖 ろ し い食 欲 を強 調 す るや せ 衰 えた 体 を して い る。 神 話 に お い て 、 マ ー ト リカ ー と言 わ れノasThomasEugeneDonaldson,Tantraand5aktaartofOrissa,D.K.Printworld(P)Ltd.,
NewDelhi,2002,p.301.
goバ イ ラ ヴ ァ は シ ヴ ァ神 の怖 ろ しい 面 を表 す も の で 、シ ヴ ァ神 の 異 名 の 一 つ で あ る。ま た 、
ヒ ン ドゥー 教 に お い て 、バ イ ラ ヴ ァ は死 とも 関 連 して い る。
94
る母 た ち は戦 場 で神 々 を助 け悪魔 を殺 す た め に登場 したが 、一番 血 に飢 えた 女神 として特
に取 り上 げ られ て い る。 そ の上 、彼 女 に は特 別 な神 話 がで き てい るの で あ る。 また 、彼 女
は 、他 の母 た ち と一緒 にマ ー トリカー と して崇 拝 され るか、マ ー トリカー の グル ー プ に 関
係 な くただ 崇拝 され るか、 ま たは 、彼 女 の配 偶 者 と一 緒 に崇拝 され るか で あ る。 一方 、 ヴ
ァ ラ ヒとい う女神 を除 き 、他 のマー トリカー は グル ー プ で扱 われ てい る。 彫 刻 で表 現 され
て い る他 のマー トリカ ー は、 よく子 供 を抱 いて お り、 平和 な姿で 描写 され て い る。 これ に
対 して、 チ ャー ム ンダー は一般 に怖 ろ しい姿 で表 わ され てお り、子供 を抱 い てい る こ とは
決 して ない。
K.R.Srinivasanによれ ば、東 イ ン ドにお けるマー トリカー崇 拝 の伝統 は、チ ャール キャ
朝91の 伝 統 に 由来す る、 とい う。92そ れ は ともか く、バ トナ の博物 館 に置 い て あるサ プ
タ ・マ ー トリカー の像 の こ とで あ るが、 そ の彫 刻 は、 も とも と現在 の イ ン ドの ビハー ル 州
かオ リッサ州 にあ った もの、 と考 え られ る。93と い うのは、東イ ン ドのそ の女神 チ ャー ム







(私訳)や せ 衰 えた チ ャー ム ンダー は 四本 の手 を持 っ 。(中 略)。彼 女 は腹 部 が へ こん でい
て、 乳房 が 萎び てい る。 彼女 の飛 び 出 る よ うな 目と大 き く開 いた 口は怖 ろ しい 印象 を与 え
てい る。 それ で も、 チ ャー ム ンダー は彼 女 の左 腿 に座 ってい る子供 を左 手 で 抱 いて い る。
彼 女 の乗 り物 として の フ ク ロウが台座 に描 かれ て い る。彼 女 は下 の右 手 、上 の右 手 と左 手







にそれ ぞれ 、ナ イ フ ・人 ・頭 蓋骨 を持 ってい る。 さ らに、彼 女 の膝 に は人 間の頭 が水 平方
向に転 が ってい る。
上 の説 明 か ら、 た とえ怖 ろ しい 姿 で あ って も、子供 を抱 いて い るチ ャー ム ン ダー の 像 が
あ る とい うこ とが分 か る。 しか し、オ リッサ州 にあ る7世 紀前 半の 寺院の像 を見れ ば 、そ







(私訳)や せ 衰 えた チ ャー ム ンダー の乗 り物 は フク ロ ウで ある。 上 の右 手 、 上 の左 手 と下
の左 手 にそれ ぞれ 、 花、 三叉 戟 と頭 蓋骨 の鉢 を もって い る。 下 の右 手 に持 って い る もの は
はっ き り分 らない が、ビー ジ ャプー ラカ96で あ るか も しれ ない。チ ャー ム ンダー の乳房 は
萎び てお り、腹部 がへ こん でい る。 もっれ た髪 の 毛が頭 蓋 骨 で飾 られ て い る。(中略)。 女
神 た ち と一緒 に子 供 が描 かれ て い ない の がは っ き り分 か る。 お そ らく、 ビー ジャプ ー ラ カ
とい う果 物 が 、そ の子供 を一 緒 に描 く慣 習 に取 って代 わ り、象 徴 的 に女神 た ちの母 と して
の性 格 を示 してい るの か も しれ ない。
彫 刻 の発 展 につれ 、チ ャー ム ンダー の乗 り物 ・武器 ・座 り方 に変化 が見 られ る。 オ リッ
サ 州 で 見 られ る もっ と も古 い チ ャ ー ム ン ダ ー の彫 刻 は パ ラ シ ュ ラ ー メ ー シ ュ ヴ ァ ラ
(Parasuramesvara)寺院 にあ るが、 この寺 院 におい て 、チ ャー ム ンダー は他 のマー トリ
カー と同 じよ うな姿勢 で、あ ぐ らをか い て(ヨー ガ にお けるsattvaparyankaとい う座 り方)
座 って い る。 また 、髪型 も他 のマ ー トリカー と同様 に後頭 部 にま げ を結 って い るが、 チ ャ
ー ム ン ダー の場合 は 、髪 を頭 蓋骨 で飾 ってい る。 乗 り物 の フ ク ロ ウは 、台座 の真 ん 中 に見
9bShivajiK.Pannikar,op.clt.,p.115.
96たく さん種 が入 ってい る果物 。
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られ る。Bankadaとい う所 の彫 刻 で は、 チ ャー ム ンダー はvajraparyanka97とい う座
り方 を してい る。
8-9世紀 頃 のマー トリカー崇拝 で は何 よ りも、シ ャクテ ィ思想 の影 響 が見 られ る。 これ を
例証す る寺院 の一つ はオ リッサ州 の州都 ブ ヴ ァネー シ ュ ワル 市 にあ る。この市 に あるVaital
Deulとい う寺 院 は、マー トリカー崇 拝 一本 の寺 院で あ り、タン トラ派 との強い 関わ りが 表
われ てい る。 この 寺院 は775年 に建 て られ たが 、98K.R.Panigrahiによる と、 この寺 院




(私訳)ヴ ァイ タル 寺 院は タン トラ派 のカーパ ー リカ100とい う信 徒 た ちが崇拝 のた めに使
ってい た寺 院で あ る。彼 らは神通 力 ・超 能 力 を得 るた めに 、 ヴェー ター ラ とい う幽鬼 の助
けを祈 願 して いた 。 ヴァイ タル とい う名 は そ の ヴェー ター ラ とい う言葉 に由来 す る。
VaitalDeul寺院か ら分 か るが、8世 紀後 半 まで には 、チ ャー ム ンダー のカー パー リカ と
の 関係 が深 ま って い た。 この寺 院 で は、マ ー トリカ ー の崇 拝 は もち ろん、他 の シ ヴァ派 の
神 々 も崇 拝 され て い るが、女神 チ ャー ム ン ダー へ の崇拝 が 中心 とな ってい る。したが って 、
チ ャー ム ンダー の像 は印象 的 な もので あ る。 寺 院 内の聖 な る場所 の うしろの壁 の 中心 にあ
るチ ャー ム ンダー の彫 刻 は、他 の マー トリカ ー の像 よ り大 きい。 そ して、他 のマ ー トリカ
ー は手 が二本 また は 四本だ が、チ ャー ム ンダー は手 が八本 ある。彼 女 はardhaparyankalol
とい う座 り方で 、 死体 の上 に座 ってい る。 これ まで行 われ て きた儀 式 のた め、彼 女 の像 は
腐食 してい るので 、武 器 な どが全部 はっ き り見 え るわ けで はな い。 しか し、 この像 の八 本
の 手か ら分か るの は 、こ こで も女神 は8-9世紀 ごろの他 のチ ャー ム ンダー と同 じ武器 を持 っ




100Pannikarはカー パー リカ を 「奇妙 な タン トリック儀 式 を行 って い る シ ヴァ神 派 の一つ
の宗派 」 と定義 す る。(私訳)
101ヨー ガ にお い てのArdbaparyankaとい う座 り方。
97
てい る、 とい うこ とで ある。102先 の右 手 は右 足 のひ ざの近 くにあ り、手 の形 は願 い を 叶
える時 にす る ヴァ ラダ ・ム ドラ 一ー103であ る。 これ に対 応 す る左 手 は三叉 戟 を持 ち、 そ の
武器 の先 の とが った部 分 に死体 が 引 っかか ってい る。 そ して、『深 い 河』 に 出て くるチ ャー
ムンダー に も見 られ るが、 手 の形 はチ ャル チ カー(carcika)とい う形 で あ る。 チ ャル チカ
ー とい うの は、手 が あ ごの先端 にあ り、小指 は 開いた 口に入 っ てい る様 で あ る。 この 手 の
形 は、 女神 が指 で 血 をな めて い る とい うことを意 味す る。 下に 下げ て い る も う一本 の右 手
には短刀 を持 ち、 上 に上 げて い る二本 の手 に数 珠 と剣 を持 って いた か もしれ ない 、 とも言
われて い る。 下 に下 げて い る左 手 には頭 蓋 骨 の鉢 が あ り、上 に 上 げて い る二本 の手 には 、
切 った 首 と首っ りな わが あ ったか も しれ ない。 そ して、 チ ャー ム ン ダーの頭 の上 には 、象
の皮が 見 られ る。 一羽 の フク ロ ウが壁 龕 の下 の左 の方 に見 られ る。 ジ ャッカル や 鼠 は女神
が乗 って い る死体 の足 の指 をか じって食 べ てい る。
チ ャー ム ンダー彫 刻 の過 渡 期 に、死 体 と頭蓋 骨 のネ ック レス とともに、 人 間 の切 った頭
と剣 も描 かれ てい った。ParaｧuramesvaraとBankadaの彫 刻 では フ クロ ウだ けが乗 り物
にな って い たが、 時 問が経 つ にっ れ て、 フク ロ ウの替 わ りに死 体 がチ ャー ム ン ダー の乗 り
物 に な った。Paikapadaとい う町 で発 見 され た9世 紀後 半 ごろの彫 刻 で は、 フ クロ ウは台
座 に描 か れ て、死 体 が女神 の座席 にな る。他 の 彫刻 で は、 フク ロ ウが 三叉 戟 の先 の とが っ
た部分 に とま って い る こ ともあ る。
7世 紀 のParasuramesvara寺院 のサ プ タ ・マ ー トリカー は、みん なsattvaparyanka座
法やvajraparyanka座法 を取 ってい る。8世 紀 のVaitalDeulの聖 な る場 所 でチ ャー ム ン
ダー はardhaparyanka座法 で座 ってい る。9世 紀 の彫刻 で は、チ ャー ム ン ダー はまだ 同 じ
座 法 を取 ってい るが、他 のマー トリカー は、他 の座 法 よ りもくっ ろいだlalitasanaとい う
ヨーガ の座 り方 を してい る。 しか し、10世 紀頃 ま でに は、 チ ャー ム ンダー もlalitasanaと
い う座 法 を取 るよ うに な った。 もち ろん、例 外 は発 見 され てい るが 、一般 的 に言 えば、 座
法 の発 展 は今述 べ た とお りで あ る。104と もか く、芸術 として チ ャー ム ン ダー の像 が 作 ら
れ た時 期 には、 い ろい ろなイ メー ジが試 され た よ うで あ る。
グル ー プ として 彫刻 に見 られ るマ ー トリカー の順番 にっ いて は、次 の よ うに 考 え られ て
102Tho皿asEugeneDonaldson,,TantraandSsaktaartofOrissa,D.K.Printworld(P)
Ltd.,NewDelhi,2002,p.413.
103ヴァラダ は、願 い を叶 え る ・恵 み を与 える ・恩恵 を与 え る とい うこ とを意 味す る。 ム ド













(私訳)マ ー トリカー のセ ッ トは移 動 しやす い し、失 われ る可 能性 も あるの で 、 も とも と
の順番 に あった セ ッ トは ほ とん どない。 イ ン ドの他 の地方 に も見 られ る よ うに、mよ く
使 われ た7人 の順 列 は ブ ラ フ ミー ・マへ 一 シ ュ ヴァ リー ・カ ウマ ー リー ・ヴェ シュナ
ヴ ィー ・ヴ ァー ラー ヒー ・イ ン ドラー ニ ー ・チ ャー ム ンダ ー 一 一 と され る。 そ して 、
K.A.Harperが指摘 した よ うに、 この順列 に生 ・死 と関連 す る宇 宙論 的 な意 味 が あ る可 能性
が高 い。(中 略)。 このマー トリカー の グル ー プ に も う一 人 のマ ー トリカ ーが加 え られ る場
合、 これ はア シ ュタ ・マー トリカー(八 人 の母)に な り、 また異 な った文 学 的伝 統 とタン
トラ派 の強い影 響 を示す こ とにな る。VaitalDeulの聖 な る揚所 にあ る彫 刻 は、損 傷 して い
ない ア シ ュタ ・マー トリカー のセ ッ トの一 っで ある。(中略)。VaitalDeulの八番 目のマ ー
トリカー は、 シ ヴ ァ ドゥー テ ィー 、カ ウシ キー 、悪意 のあ るチ ャー ム ンダー の情 け深 い 自
我、 あ るい は、マ ハー ラ クシ ュ ミー107の よ うにい ろい ろ呼 ばれて い る。
シャー クタ殿 堂 で は、チ ャー ム ン ダー は傍 らの神(Parsva-devata)として 、大 きい寺 院
の 中に あ る小 さな殿 堂 に、 配偶神 のバ イ ラ ヴ ァ と一緒 に安置 され て い る こ とも あ り、 シ ヴ
ァ派 の寺 院 で特別 な地位 が 与 え られ て い る場合 もある。 どち らに して も、オ リ ッサ 州 の 芸
io5K.A.Harper,`Saptamatrkas',p.191inThomasEugeneDonaldson,op.cit.,p.328.
iosThomasEugeneDonaldson,op.cit.,pp.328-9.
107女神 ラ クシ ュ ミー の一 っ の姿。女神 ラク シュ ミー は ヴィシ ュヌ神 の配 偶神 で 、富 ・繁 栄 ・
幸運 の女神 とされ る。
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術 の長 い 歴 史 に お い て 、 シ ャ ー ク タ派 の神 々 の 中 で 、 傍 らの 神 と して チ ャー ム ン ダ ー は 、
人 気 の 高 い 女 神 マ ヒ シ ャ ー マ ル デ ィ ニ ー108に 次 ぐ地 位 に あ る と言 え る 。 こ の 傍 らの 神 と
して の 女 神 チ ャ ー ム ン ダー の 崇 拝 は 、736・945年頃 、特 に大 衆 に よ っ て 行 わ れ て い た 。109し
か し、 後 に 、 チ ャ ー ム ン ダ ー の 単 独 の 彫 刻 が 出 て く る。 そ れ らで は 、 ほ とん ど の場 合 、 女
神 はardhaparyanka座法 で座 っ て い る が 、lalitasanaやvajraparyanka座法 で 描 か れ て













(私訳)普 通 は 、 チ ャ ー ム ン ダ ー が や せ 衰 え た 姿 で あ り、 残 酷 な 笑 み を浮 か べ て い る 。 文
献 に 述 べ られ て い る よ うに 、彼 女 は頭 蓋 骨 の ネ ッ ク レス を つ けて い る。死 体 の 上 に座 っ て 、
マ ー ト リカ ー と して の チ ャ ー ム ン ダ ー の 像 に 時 折 見 られ る 象 の 皮 が 、 頭 の 上 に 伸 び て い る。
チ ャ ー ム ン ダー は 戦 場 で 馬 な ど と と も に何 万 頭 も の象 を殺 した が 、 本 文 中 の 説 明 で は 、 こ
れ らの 彫 刻 に見 られ る 象 の 皮 は 、 彼 女 の 恐 ろ し い性 格 を示 す の と 同 時 に 、 彼 女 の 衣 服 の 一
つ で あ る とい う こ とで あ る 。 彼 女 の 骨 で 作 られ て い る 飾 り物 を 除 け ば 、 い っ も彼 女 は 裸 体
で あ る。 マ ー トリカ ー の 一 人 と して 描 か れ た チ ャ ー ム ン ダ ー の イ メ ー ジ にっ い て は 、 本 文
108マヒ シ ャー ス ラ は マ ヒシ ャ ー とい うア ス ラ(悪 鬼)を 意 味 し 、水 牛 の頭 を した 悪 鬼 で あ




中で 規 定 され た トラの 皮 の衣 は通 常欠 落 して い る。彼 女 の手 の数 は 二 本 か ら十 八 本 ま で
様 々で あるが 、八 本 の手 の彼女 が 、一番 人 気が あ る。(中 略)。主 要 な左 手 は、普 通 、 あ ご
の先端 にあ り、人 指 し指 は開 いた 口に入 って い る。 そ して、 この左 手 は よく三叉 戟 を抱 え
てい る こ とが あ る。(中 略)。古い彫 刻 で は、 三叉 戟 の先 の とが った部 分 に、 死体 が よ く載
ってお り、一方 、後 の彫 刻 では、 おそ らく死 体 の代 わ りに フク ロ ウが見 られ るの だ ろ う。
オ リッサ 州 に あ るチ ャー ム ン ダー の彫 刻 は 、文 献 に述 べ られ て い る描 写 と一 致 して い な
い よ うで ある。111切 った 人 間の頭 につ いて は 多 くの文献 に書 かれ て い るが、kartrzとい
う短 刀 の こ とは ほ とん ど見 られ な い。 ま た、 アバ ヤ とい う手 っ きは 八本 の手 を もつ チ ャー
ム ンダー の描写 に出 て くるが 、彫 刻 としては 、 この手 っ き は十本 の 手 を もっ 女神 の像 に し
か描 かれ てい ない 。 そ して、 オ リッサ州 の彫 刻 で は、手 が八本 また は十 本 あ るチ ャー ム ン
ダー の像 が ヴ ァラダ とい う手つ き を して い るの が普通 で あ るが 、文 献 での描 写 には ほ とん
ど見 られ な い。 手 が八本 ま たは十本 あ るチ ャー ム ンダー の彫刻 で 、人 気 の あ るダマ ルー112
は文 献 の 中で稀 に しか述べ られ て いな い。 そ して、文 献 にお いて 八本 、十本 の像 な らば首
つ りな わ は必須 で あ るはず な のに、 八本 の手 の彫 刻 の 中で も、実 際 は ご く少 数 しか 見 られ
ない。文 献 にお け るチャー ム ンダー の描 写 に よ く出て くる、す りごき ・鈴 ・ま さか り ・弓 ・
矢 ・突 き棒 ・杖 ・チ ャクラ113・先 に こぶ のっ いた太 い棒 な どは オ リッサ 州 の彫 刻 に は め
った に見 られ ない。 手 が人 本 また は十本 あ るチ ャー ム ンダー の彫 刻 の 中で も、数 珠 が 人気
の あ る もの だが 、文 典 の説 明 に含 まれ てい ない 。 そ して 、 ほ とん どのオ リッサ 州 の彫 刻 に
見 られ る女神 チ ャー ム ンダー のチ ャル チカ ー とい う血 をな めてい る よ うな姿 勢 は文 献 に述
べ られ て いない とい うことであ る。114
マー トリカー ・グルー プ の一人 として のチ ャー ム ン ダー のイ メー ジ に見 られ るよ うに 、
傍 らの神 と して の チ ャー ムン ダー の彫 刻 で は、 死体 が彼 女の座席 に な るか、 死体 が彼 女 の
ヴィシ ュ ヴァパ ドマ(visvapadma)115とい う座 席 の 下 にあ る台座 に刻 まれ るか の どち
らかで あ る。 次 に、チ ャー ムンダー彫 刻 に描 かれ る死体 にっ いて 詳 しく考 察す る。
111ThomasEugeneDonaldson,op.cit.,p.425.
112ダマ ル ーは胴 の 中央 の くびれ た両 面 を打 っ小 さな鼓 の こ と。
113輪の形 の武器 。
114ThomasEugeneDonaldson,op.cit.,p.425.
115ヴィシ ュ ヴァパ ドマ は、ハ ス の花 弁 が上 の方 と下の方 、両方 にな って 、二本 のハ ス の形
の座席 とい うこ とで あ る。
101
2.3.5女神 チ ャー ムン ダー の象 徴 的な意 味
『深 い河 』 に出て く る女神 チ ャーム ンダー 像 は116色々 な武器 を持 ち、死 体 の上 に座 ってい
る。 こ の像 の背 景 は墓 地 で あ り、 人 の生首 や ジ ャ ッカル な ども見 られ る。 この 中で、 これ
ま で説 明 して きた 女神 チ ャー ム ンダー が い った い何 を象徴 して い るか 、そ して 、 チ ャー ム
ン ダー の像 に見 られ る墓揚 、彼 女 の乗 り物 で あ る死体 、彼 女 が持 って い る武 器(特 に剣)、
そ して グルー プ として のサ プ タ・マー トリカ ー の象徴 的 な意 味 を考 える。
女神 チ ャーム ンダー が持 って い る武器 は、『プ ラー ナ』 にお け る女神 のイ メー ジを連想 さ
せ る。 つ ま り、悪魔 を殺 す た め の女神 とい うイ メー ジで あ る。悪 魔 を殺 す女 神 チ ャー ム ン
ダー には、ヒン ドゥー 教 にお け る善 と悪 の思想 が見 られ る。 しか し、この像全 体 を見れ ば 、
このチ ャー ムン ダー は悪魔 を殺 す た めだ けの女 神 で は ない 、 とい うこ とが分 か る。 なぜ か
とい う と、 この女神 が 墓場 にい る とい うこ とと、彼 女 の乗 り物 で あ る死体 が別 の意 味 を与
え るか らで ある。 女神 チ ャー ム ンダー の象 徴 的 な意 味 の一っ として 、 まず 、 この女神 の彫
刻 にみ られ る人 間 の死体 、つ ま り、女神 の乗 り物 とな って い る死体 は何 を意 味す るか とい
うことにふれ る。
イ ン ドの伝統 におい て、 デ ー ヴィー の怖 ろ しい性 格 は 女神 が 死体 の 上 に座 っ てい る こ と
と背 景 が墓 地 で ある こ とで 強調 され る。一 定不 変 に、 この怖 ろ しい 姿 のデー ヴィー は女神
チ ャー ム ン ダーや 女 神 カー リー で あ り、 両方 ともシ ヴァ神 、 あ るい は 、 シ ヴァ神 の怖 ろ し
い姿 で あ るバイ ラ ヴァ神 と深 く関係 づ け られて い る。 彫刻 上 、 両方 の 下部 の死 体 は一 つ の
共通 点 で あ るが 、女神 カー リー の 下部 の死 体 は シ ヴ ァ神 で あ る と理解 され 、女 神 チ ャー ム
ン ダー の下 部 の死体 は不 明で あ る。 これ は主 に、彼 女 の破 壊者 と して の役 割 、 また、 万事
を活性 化 す る とい う面 を暗示 す る。 っ ま り、哲 学 上 、チ ャー ム ン ダー の下部 の死体 はプル
シ ャを 暗示す る とい う説 が あ る。 プル シ ャは男 性原 理 と説 明 され 、 女性原 理 はプ ラク リテ
ィ と説 明 され てい る。117
TotheVedicAryanstheuniverseappearedasaconstantritualofsacrifice,andinthe
mythofPurusa(cosmicman)thecorpseisdismemberedtoproducetheworld.Inthe
116本論 文 の付録 、写真1参 照。
117プル シ ャは神 と して世界創 造 の根 源 とな った とされ る原 人で あ る。哲 学上 、最高 精神 と
して理解 され て い る。 そ して、 プル シャ(精 神 原理)そ もそ も活動 的で はな い原理 で 、プ










(私訳)ヴ ェ ー ダ 時 代 の ア ー リヤ 人 に と っ て 、 こ の 宇 宙 は 不 変 の 犠 牲 の 儀 式 で あ り、 そ し
て 、 プ ル シ ャ(世 界 創 造 の 根 源 と な っ た 精 神 原 理)の 神 話 に お い て 世 界 を創 造 す る た め 、
そ の 死 体 が切 断 され た とい う こ とで あ っ た。後 の サ ー ン キ ャ哲 学 に お い て は 、生 物 原 理 は 、
女 性 原 理 、 つ ま り、 プ ラ ク リテ ィ と考 え られ 、 宇 宙 の す べ て が そ こか ら生 ず る とい う こ と
で あ る(中 略)シ ャー ク タ 教 が発 展 す る こ と に 従 っ て 、 プ ラ ク リテ ィ は シ ャ ク テ ィ(性 力)
と同 一 視 され て き た 。 「しか し 、 シ ャ クテ ィ が 意 識 の カ で あ っ た の で 、 プ ラ ク リテ ィ は た だ
の活 性 化 させ るカ で は な くて 、意 識 の力 と して も認 め られ て い っ た 。論 理 的 に 見 て い け ば 、
プ ラ ク リテ ィ ・シ ャ ク テ ィ の な い 男 性 原 理 で あ る プ ル シ ャ は 無 意 識 な の で あ る 。 従 っ て 、
シ ャー ク タ教 の 概 念 に お い て 、 シ ャ ク テ ィで あ る 妻 が い な い シ ヴ ァ神 は 不 活 動 だ け で な く
無 意 識 で あ り、 っ ま り死 体 で あ る」。
プ ル シ ャ ・プ ラ ク リテ ィ の 概 念 に よ る と、 女 神 チ ャー ム ン ダ ー の乗 り物 で あ る 死 体 は プ
ル シ ャ と して 認 め る こ と が で き る 。 しか し、 チ ャ ー ム ン ダ ー彫 刻 の背 景 の 墓 地 、 ま た 、 ジ
ャ ッカ ル が 死 体 を か じ り取 る様 や フ ク ロ ウが 描 か れ て い る こ とか ら、 彼 女 の 下 部 の 死 体 は 、











ンダー 崇拝 に シャー クタ派 とタン トラ派 の影 響 が強 い こ とか ら、彼 女 の下部 の死体 が た だ
の死 体 を 暗示 す るはず が ない、 と考 え られ る。
彫 刻 上 、死体 は い ろい ろな姿勢 で 見 られ る。 た とえば、『深 い河 』 に 出て くる彫 刻 で は死
体 は腹 ば い にな って い るが、他 の彫刻 にお いて は 、チ ャー ム ン ダー の下部 の人 間は あお 向
けの姿勢 で 、手 を合 わせ て女神 へ の崇 拝 の手振 りを してい るのが見 られ る。 こ の揚合 も、
誕生 ・死 は 、万物 を活性 化 させ る このプ ラ ク リテ ィ ・シ ャクテ ィに委任 され てい る、 とい う
こ とが 暗示 され て い る。 しば しば 、仏教 の神 に似 て い る死 体 の彫 刻 も見 られ る。121東 イ
ン ドで は、パ ー ラ朝122の 頃、仏教 の影 響 が強 か った が、11・12世紀 にベ ンガル州 を支配 し
た セー ナ朝 が正統 派 の ヒン ドゥー 教徒 だ ったた め 、仏教 の影 響 が急 速 に衰 えた ので あ る。
したが って 、チ ャー ム ンダー の 下部 の死 体 が仏 教 の神 に似 て い る こ とは、 ヒン ドゥー 教 の
復興 、 ある いは 、仏教 が チ ャー ム ンダー に踏 み つぶ され て い る こ とを暗示 して い る可 能 性
もあ る。 本 作 品 に 出て くる女神 チ ャー ム ンダー は東 イ ン ドの この時期 の像 とされ て い るた
め、 前述 の例 は参 考 にな る。
チ ャー ム ンダー の像 に見 られ る死 体 の配 置 は、主 に二っ の様 式 に分 け られ る。一 つ 目は、
死体 が 直接 彼 女 の下 で台座 にな る様 式 、二つ 目は 、女神 が座 る ヴィ シ ュ ヴァパ ドマ の下 で
死体 が 台座 とな る様式 で あ る。
一 っ 目の様 式 の場合
、女 神 の 下部 の死 体 は一般 に匿名 と思 われ 、悪 魔か プル シ ャか は曖
昧で あ る。 この様 式 にお いて 、チ ャー ム ンダー の も っ とも古 い彫 刻 に見 られ る死 体 は悪 魔
を暗示 して いたか も しれ ない。 しか し、 時 間が経 っ にっ れ て 、そ のい わ ゆ る死体 が 目を覚
ま して い る よ うに描 かれ 、チ ャー ム ン ダー に敬 意 を払 って い る、 あ るい は、 女神 に対 す る
感 嘆 を表 して い る、 とい うよ うに描 かれ てい る。 この様 式 にお いて 、 前述 した とお り、 そ
の死体 は仏教 が女 神 に踏 み つぶ され てい る こ とを象徴 してい る例 もある。





1228世紀 か ら12世 紀 頃ま で、北 イ ン ドと主 に東 イ ン ドのベ ンガル 州 ・ビハ ール 州 を支配








(私訳)墓 地 は"精 神 的 な ステ ー ジが上 が る、再 生 と喜び のた めの入 り口"と され 、"宇宙
の破 滅(マ ハー プ ラ ラヤ)の 時、すべ て の生 き物 が死体 と して溶 け込 む"、つ ま り大 天空(サ
ンス ク リッ トで はマハ ー カー シ ャ)と され てい る。従 って 、『ガーヤ トリー ・タン トラ』 に
記録 され て い る とお り、死体 は無 属性 のブ ラ フマ ンで ある と解 釈 す るこ とが で き る。 死 体
とい う言葉 に、死 んで い る体 として の ブ ラフマ ンが示 され て い る。 死体 が"眼 を覚 ま して
い る"と い う表現 は、 プ ラク リテ ィで あ る原 理 が活性化 され た こ との象徴 で あ る と暗示 し
てい る可能性 が あ る。
しか し、 チ ャー ム ンダー が ヴィ シュ ヴァパ ドマ に座 り、死体 が そ の下 で台 座 にな る とい
う二 っ 目の様 式 にお いて は 、死体 が プル シ ャで あ る とい うこ とは もっ と明 らか にな っ てい
る。 一般 的 に、 ヴ ィシ ュ ヴ ァパ ドマ は ヒン ドゥー教 の神 々の 因習 的 な座 席 で あ るが 、少 な
く とも一 っ の原 典 に拠 る記 述 で は、 こ の座 席 は チ ャー ム ンダー の た めの もの で あ り、彼 女
の居 場 所 は菩提樹 の下 で あ る、 と説 明 され て い る。126二 っ 目の様 式 の死 体 と関係 が あ る
も っ とも重 要 な こ とは、 死体 のへ そか らヴィシ ュ ヴァパ ドマ(ハ ス の座 席)の 茎 が 出て い
る とい うこ とで あ る。 これ はい くつか の チ ャー ム ン ダー の もっ と古 い彫 刻 に も描 かれ て い
る。 これ は死体 が無 属性 の ブ ラフマ ンで あ る と考 え られ 、 チ ャー ム ン ダー の 基 にな って い
















(私訳)死 体 のへ そか ら ヴィシ ュ ヴァパ ドマ(ハ ス の座席)の 茎 が 出てい る とい うこ とは、
これ はチ ャーム ンダー の基 にな ってい る無 属性 のブ ラフマ ンで あ る、と考 え られ てい る(中
略)宇 宙 の破滅 とい うマ ハ ープ ララヤ を象徴 す る背 景 の墓 地 が、 単 な る墓 地 で は ない の と
同様 に 、そ の死体 が無名 で あ って も、単 な る死 体 で はな い。 その 死体 は活 動 的 で ない プル
シ ャで あ り、プ ラ ク リテ ィ と して のチ ャー ム ン ダー は万物 の破滅 の 時、す べ て を貪 り食 う
基 本原 理 の シャ クテ ィで あ る。
結 局、文 典 にお い てチ ャー ムン ダー の下部 の 死体 が誰 で あ るか とい うこ とは説 明 され て
い ないが 、象徴 的 にそ の死体 が プル シ ャで あ る と理解 され てい る。 そ して、 背景 の墓 地 は
万事 が一 致 してい る よ うに、宇宙 の破 滅 の こ とを表 してい る。 チ ャー ム ン ダー 自身 は プ ラ
ク リテ ィ として活 性化 させ る原理 を象 徴す る。
この女神 が持 って い る武 器 か ら、 この 女神 は 戦 闘の神 を象 徴 す る場 合 もあ る と分 か る。
しか し、女 神 が持 ってい る剣 は、解 脱 の象 徴 で あ り、 カルマ(業)と のつ な が りを断つ た
めの武器 と理解 され て い る。128言 い換 えれ ば 、 ヒン ドゥー 教 の一 つ の思想 は輪 廻 転 生 は
カ ルマ に よる ものな ので 、 そのカル マ とのっ な が りを切 れ ば、解 脱 で きる、 とい うこ とで
ある。
サ プ タ ・マー トリカー の崇 拝 には多数 の次 元 が あ り、 それ は どこか で重 な り合 うこ とも
あ る。 ま た、サ プ タ ・マ ー トリカ ー の理解 は地 方 に よって異 な っ てい る とい う可能 性 もな
い とは言 えない。なぜ か とい う と、この節 の前 半で女神 チ ャー ム ンダー の崇拝 にふ れ た が、







しれ な い か らで あ る。
と も か く、 サ プ タ ・マ ー ト リカ ー の 象 徴 的 な 意 味 に 関 す る他 の 解 釈 をみ て み よ う。 サ プ












(私訳)七 っ の 部 分 に分 か れ た律 動 的 な 宇 宙 は 七 人 の 女 神 に表 現 され 、 サ プ タ ・マ ー ト リ
カ ー の 彫 像 を 通 して 宇 宙 の誕 生 と死 が 明 らか に 解 釈 され て い る。 マ ー ト リカ ー の グ ル ー プ
は い つ も 女 神 ブ ラ フ マ ー 二 で 始 ま る。 女 神 ブ ラ フ マ ー 二 は 、 ブ ラ フ マ ー とい う創 造 の 神 の
活 動 的 な 性 力 、っ ま り、 シ ャ クテ ィで あ り、 こ の 女 神 が 宇 宙 の誕 生 を 象 徴 す る。例 外 な く 、
七 人 の マ ー トリカ ー の グ ル ー プ で は 、 女 神 チ ャ ー ム ン ダー が 常 に最 後 に く る 。 チ ャ ー ム ン
ダ ー は 宇 宙 の 死 の 象 徴 と され て い る 。(中 略)七 人 の 並 び 方 に お い て 女 神 ヴ ァ イ シ ュナ ヴ ィ
ー は 真 ん 中 、 つ ま り四 番 目に位 置 づ け られ て い る。 ヴ ィ シ ュ ヌ 神 の シ ャ ク テ ィ で あ る女 神
ヴ ァイ シ ュ ナ ヴ ィ ー は 宇 宙 の維 持 を 象 徴 して い る。(中 略)現 在 で は 失 わ れ た こ とで あ る が 、
マ ー トリカ ー た ち の 順 序 は 独 特 の 意 味 を も っ て い る に違 い な い 。 そ れ ぞ れ の シ ャ ク テ ィ を
通 して 表 現 され た ヒ ン ド ゥー 教 の ブ ラ フ マ ー 神 ・ヴ ィ シ ュ ヌ 神 ・シ ヴ ァ神 とい う三 神 は 、
宇 宙 の 誕 生 ・維 持 ・破 壊 を 象 徴 して い た 。 しか し、 サ プ タ ・マ ー トリカ ー の 概 念 に は 、 こ
の 三 神 に 備 わ っ て い る 象 徴 を超 え て い る 不 変 な 、 そ して 変 更 で き な い 古 代 の く 七 〉 の 数 の
こ とが あ る。
129KatherineAnneHarper,op.cit.,pp.160-1.
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七 とい う数 が重 視 され るのは 、イ ン ドだ けで 見 られ る こ とで は ない。 他 の古 代文 明で も
七 とい う数 が幸運 を表す 聖 な る数 と考 え られ て い る。 しか し、 イ ン ドの場合 は、繰 り返 し
て この数 が 使わ れ ていた とい うこ とが 、 ヒン ドゥー 思想 ・哲 学 の 中で この数 が広 範 囲で使
われ て いた とい うこ との証拠 で あ る。 アー リヤ 人 は宇 宙 を七っ の部 分 に分 かれ た 世界 とし
て理解 して いた。 そ して、人 間は七 っ の感 覚 を もち、 また 、七 っ の生命 息 に 支 え られ て い
る、 と理 解 され て いた。 それ だ け では な く、儀 式 を行 う時 、祭 壇 は七 段 に重 ね られ 、そ し
て、儀 式 が 七 日間続 く とい うこ ともあ った。130ア グニ とい う火 の神 も七 とい う数 と関連
して い る。 ア グニは 七つ の舌 、 あ るい は、七っ の光線 を も ち131、ま た、生 まれ て か ら七 人
の母 にい ろいろ教 え られ た とい うこ とで ある。132
この よ うな例 は い くつ か あ るが 、大事 なの は、 ヴェー ダ思想 の 中で、 七 とい う数 に神 聖






(私訳)ヴ ェー ダ文化 にお いて 、七 とい う数 は統 一体 ・完 全 ・完 成 ・成就 を意 味 して い た
(中略)こ の数 は宇 宙 の律動 的 な動 きの た めに必 要 な幸運 の数 とされ ていた 。 この数 に達
す る こ と、 あるい は、 この数 を超 え る こ とは 、新 た な存在 に生れ る こ とか、 混 乱 を 出て 、
よ り りっぱ な存在 にな る こ とを示 して い る。土 着 の文化 や 伝 統 的 な文 化 の 中で も、七 とい
う数 は、 あ る意 味 で、完成 を意 味 して いた ので 、 この場 合 も同 じ よ うな解釈 に一 致す る。
土着 の文化 にお いて は、七 とい う数 が生殖 と関係 を もって い る とい うこ とが 見 られ る。








は 死ぬ 可能性 が 高 いが 、七 ヶ月 目や そ の後 で生 れ る胎児 は生 き残 る と思 われ て い るので 、
この儀 式が 行 われ る。象 徴 的 に この儀 式 は何 を意 味す るか とい うと、 ある意 味 で、七 とい
う数 は 回復や新 た な人生 ・存在 を示 してい る、 と言 える。
も う一 つ の例 は 、 ヒン ドゥー 教徒 の 結婚 式で も、火 の 回 りを七周 歩 くこ とが大 事 だ とい
うこ とで あ る。 それ は、新 た な人生 の 始 ま りを暗示 す る と共 に 、生殖 が大 事 で あ る人 生 の
始 ま りを意味す る こ ともあ る。
人 間や 宇宙 の再 生 に七 とい う数 は媒 介 と思 われ 、死 と転 生 の間 の連 結 と信 じ られ て い る。
したが って 、サ プ タ ・マ ー トリカー の 象徴 的 な意 味 に宇 宙 の律 動 的 な動 き、 あ るい は 、生
命 の律動 的 な動 きが見 られ るはず で あ る、 と考 え られ る。 も う一 つ の例 は、 ヨーガ に よる
チ ャ クラ134の概 念 で ある。 ヨー ガ行 者や タン トラ派 の信 徒 に とって 、 肉体 は小宇 宙 とし
て理解 され 、 肉体 を大宇 宙 にっ な ぐた め に七っ の チ ャ クラ に導 かれ る。 ヨー ガ行 者 は黙 想









(私訳)肉 体 は(中 略)七 重 の段 階 が あ り、 そ の段 階 は七 っ のチ ャ ク ラ(肉 体 に ある七 っ
の神 秘 的 な定位 の集結 点)を 通 して表 現 され て い る。 この チ ャ クラ はハ ス に住 む 女神 、 特
に、 シ ャクテ ィ と して描 かれ て い る女 神 を通 して象徴 され てい る(中 略)人 の意識 を 肉体
と時間 か ら解放 で き る よ うにす る指 導 的 な道(Harz;ナー リー)136は 、 この七 つ のチ ャ
134この七 つ のチ ャ クラはエ ネル ギー 、あ るいは 、シ ャクテ ィ と考 え られ 、大 宇 宙 の象 徴 た
るブ ラフマ ン と合 一す る もの とされ る。
135KatherineAnneHarper,op.cit.,p.161.
136タン トラ教 や ヨーガ で微細 身 に想定 され てい る シャ クテ ィ、す なわ ち、生命 エ ネル ギー
の通 る気 道。
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ク ラ に よ っ て 示 され て い る 、 とい う こ と を認 め な け れ ば な ら な い 。 生 命 エ ネ ル ギ ー 、 あ る
い は 、意 識 は 中 心 に あ る ス シ ュ ム ナ ー ・ナ ー リー とい う脈 管 に 沿 っ て 肉 体 の 上 の 方 に 進 む 。
意 識 が チ ャ ク ラ の 七 重 の 道 を 越 え て行 っ た ら 、 解 脱(モ ー ク シ ャ)で き る 、 と言 われ て い
る。
KatherilleHarperは西 イ ン ドに あ るエ ロー ラ の石 窟 遺 跡 を 例 と して挙 げ て 、 サ プ タ ・マ
ー ト リカ ー の彫 刻 に 見 られ る 七 つ の 段 階
、あ る い は 、七 っ の チ ャ ク ラ の こ と を述 べ て い る。
そ の 石 窟 遺 跡 に そ れ ぞ れ の サ プ タ ・マ ー ト リカ ー は 子 供 を 抱 くだ け で は な く て 、 武 器 も 持
っ て い る 。 そ して 、 そ れ ぞ れ の マ ー トリカ ー が 、 別 々 の 毀 階 を 示 し て い る とい う こ と は 七









(私訳)あ る マ ー ト リカ ー か ら次 の マ ー トリカ ー へ 進 む こ とは 、 解 放 へ の道 に 進 む こ とで
あ る一 人 生 を 、 輪 廻 転 生 を 、 そ して 時 間 を越 え る 精 神 的 な創 始 で あ る。 そ れ ぞ れ の 女 神
の ひ ざに 抱 き寄 せ られ る幼 児 は 、 各 々 の 新 た な 段 階 で 転 生 す る新 入 者 の 魂 と して 解 釈 さ れ
て い る。 象 徴 的 に 、 女 神 等 が 持 っ て い る武 器 は 、 自我 に 対 して 闘 争 を行 い 、 解 放 の た め に
新 入 者 を 最 後 の 段 階 に近 づ かせ る。(中 略)七 番 目の マ ー トリカ ー に 着 い て 、 そ して 、 そ の
マ ー ト リカ ー を越 え る こ とは 、決 定 的 な 誕 生 、 つ ま り、 モ ー ク シ ャ と 呼 ば れ る 誕 生 の な い
状 態 を は っ き り理 解 す る こ と で あ る 。 七 人 の 女 神 は 一 緒 に な っ て 、 宇 宙 的 な 図 、 つ ま り、
曼 荼 羅 を 結 成 し、 新 入 者 は 最 後 の 大 変 貌 の た め に そ の 曼 荼 羅 に入 る。
137KatherineAnIleHarper,op.Clt,p.163.
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マ ー トリカ ー た ち の 順 番 で は 、 七 人 目 の 女 神 は チ ャー ム ン ダ ー で あ る 。6世 紀 ご ろ の
Elephanta138の石 窟 遺 跡 に 見 られ るチ ャ ー ム ン ダ ー の彫 刻 は 前 述 の説 明 と関 係 が あ る。そ
の 彫 刻 に 女 神 チ ャ ー ム ン ダー が 持 って い る棒 の 先 端 に 寺 院 の よ うな 建 造 物 が 載 せ られ て い
る 。 これ は 、 曼 荼 羅 の 最 後 の 段 階 と理 解 され 、 新 入 者 が 時 間 とは 関 係 な しに 本 質 的 な 聖 な
る 場 所 に入 っ た と解 釈 され て い る。139
サ プ タ ・マ ー トリカ ー に 関 す る こ の 象 徴 的 な 解 釈 は 、 彫 刻 に お い て ガ ネ ー シ ャ神 が マ ー
トリカ ー と一 緒 に 描 か れ る こ とか ら明 らか に な る 、 と言 え る 。 エ ロ ー ラ の ラ ー メ シ ュ ヴ ァ
ラ 石 窟 遺 跡 の サ プ タ ・マ ー トリカ ー の 絵 で は 、 ガ ネ ー シ ャ は チ ャー ム ン ダー の 次 に位 置 づ
け られ て い る。 ガ ネ ー シ ャ神 は 障 害 を 除 去 す る神 と され て い る の で 、 マ ー ト リカ ー の 絵 に
ガ ネ ー シ ャ神 が 出 て く る こ とが 分 か る 。 そ れ ぞ れ の マ ー トリカ ー を 崇 拝 して 進 ん で い く信
徒 は 、 最 後 に 出 て く るガ ネ ー シ ャ神 に よ って 「伝 授 が 終 っ て 、 何 の 除 去 も残 っ て い な い 」
とい う合 図 が分 か る。140
同 じ場 所 の石 窟 遺 跡 に ガ ネ ー シ ャ神 の 次 に 描 か れ て い る の は 、 怖 ろ し くや せ 衰 えた カ ー
ラ神 と女 神 カ ー リー141で あ る。この よ うな順 序 はKatherineHarperに以 下 の とお り解 釈











138西イ ン ドのマ ハ ー ラー シ ュ トラ州 に あ る と こ ろ。
139KatherineAnneHarper,op.cit.,p.163,(Footnote35).
140同書 、164頁 。
141カー ラ神 は 時 間 ・死 の神 と され 、 シ ヴ ァ神 の 一 っ の 現 れ と も思 わ れ る。 女 神 カ ー リー は






(私訳)ラ ー メシ ュ ヴァ ラの彫刻 で は 、カー ラ神 と女神 カー リー が新 入者 の魂 と向か い合
ってい る。 新入者 は死 を経 験 しな けれ ば な らな いが 、 この死 は転 生 の死 で は な く、時 間 を
越 えて解 脱 す る とい う最 後 の死 で あ る。 ラー メ シ ュ ヴァラ の石 窟 遺跡 とラー ヴ ァナ ・カ ・
カ イ の石 窟 遺跡 に 、巨大 なカー ラ ・カー リー夫 婦 の前 にひ ざまず い てい る骸 骨 の よ うな人
間 が見 られ る(中 略)ラ ー ヴ ァナ ・カ ・カ イ石 窟 遺跡 の カー ラ神 は釘 や短 刀 をそ の人 間 の
頭 に刺 し込 んで い る(中 略)そ のひ ざまず い て い る人 間 は、指 示 され た道 を進 ん で来 て 、
最後 に死 に出会 った新入 者 を暗示 してい る可 能性 が高 い。頭 蓋骨 に刺 し込まれ て い る釘 は 、
解 脱 のた め の究極 の道具 で ある(中 略)頭 蓋骨 の 中で頂 点 まで上 が っ てい っ た意 識 が これ
で 肉体 か ら解 放 され 、解 脱 で き る(中 略)巨 大 な怖 ろ しくやせ 衰 えた カー ラ とカー リー の
姿 は精神 的な死 の脚 色 で あ る。 ラー メシ ュ ヴ ァラ彫 刻 に見 られ る骸骨 の よ うな人 間は カ ー
ラ ・カ ー リー の被 害者 とは思 えな い。 なぜ な らば、彫 刻 の背 景 が まっ た く異 な った意 味 を
与 えて い るか らで あ る。 壁 の背 景 に、入 念 に 、 また 、 きれい に描 かれ てい る大 き な葉 と花
が あ る。 この揚合 、前述 の背景 は無 存在 の平穏 を視 覚 的 に言及 して い る と理 解 で き るだ ろ
う。
サプ タ ・マー トリカー の性力 、 あ るい は、精 神 的 な含 意 は他 の彫刻 に も伝 え られ て い る
が 、マー トリカ ー の宗教 的な意 味 を理解 す るた め にラー メ シ ュ ヴァ ラ石窟 遺 跡 にあ るマ ー
トリカー の絵 だ け に、十分 な ヒン トが あ る ら しい。143信 徒 の立 揚 か ら見 る と、サ プ タ ・
マー トリカ ー は信 徒 の魂 を導 くた めの神 で あ り、また 、信 徒 が解 脱す るた め の媒 介者 で あ
る。 そ して 、サ プ タ ・マ ー トリカー の彫 刻 は、 新 入者 の 心身相 関の経 験 を視 覚化 す るた め
の もので ある。
遠藤 周 作 の女神 チ ャー ム ンダー に対す る理 解 の程 度 を考察す る前 に、本 作 品に 出て く る




時期 の歴 史背景 について 、次節 でふ れ てお く。
2.3.6東イ ン ドの11-12世紀 の歴 史 の概 略
『深 い河 』に出て くる像 は11-12世紀 のセーナ 朝 の もの144と され てい るので 、そ の 時期 、
東イ ン ドの状況 は ど うで あったか とい うこ とにつ いて ここで概 略的 に説 明す る。
590年か ら647年 にか けて、東 イ ン ドと北イ ン ドの大部 分 は、ハ ル シ ャ、 あ るい は、ハ
ル シ ャ ヴァル ダ ン とい う皇 帝 に統治 され ていた 。 この皇 帝 はす べ て の宗教 を容認 した が 、
皇 帝 自身 は シ ヴァ派 と仏教 の 崇拝者 と され て い る。 ハ ル シャ は有 能 な皇 帝 で あ った。647
年 に彼 が 亡 くな ってか ら、東イ ン ドの領 土は別 々の公 国に分 かれ て い った。 そ の後 、 おお
よそ100年 間の歴 史 は曖 昧にな ってお り、 そ の時期 の 出来 事 はは っ き りと記 録 され てい な
い よ うで ある。145と もか く、東イ ン ドは小 国に分裂 し、そ の状況 は8世 紀 にパ ー ラ朝が
成 立す る時 まで続 いた。
8世 紀 か ら12世 紀 まで 、パ ー ラ朝 は東イ ン ドと北 イ ン ドの地方 を支配 した 。ハ ル シ ャの
死後 、仏 教が消 滅 す る とい う可能性 はあ ったが 、パ ー ラ朝 はMahayana仏教 とVajrayana
仏教 を保 護 し、チ ベ ッ ト ・ネパ ー ル ・マヤ ンマール までMahayana仏教 を広 げ た とされ て
い る。 しか し、 パ ー ラ朝 は ヒン ドゥー 教 を許 さなか った とい うこ とで はない 。 この時 期 に
仏教 は復 興 した と言 って も、 ヒン ドゥー 教 と仏教 は共存 して いた。
パー ラ朝 は仏 教 を保護 したので 、建 築や彫 刻 の分 野で 、彼 らは"Palaschoolofsculptural
art"と呼 ばれ る独 特 な仏教 的形 式 を生み 出 した。そ して 、 この 時期 には 、優 れ た仏 教僧 院 が
多 く見 られ るよ うに なっ た。 この 時期 にお け る芸術 の発 展 は、パ ー ラ朝 時代 の平和 と繁 栄
の証拠 で もある と言 え よ う。
パー ラ朝 の後 継 にセー ナ朝 とい う王朝 が あ るが、 これ は11世 紀 か ら12世 紀 頃 ま でベ ン
ガル州 を支配 した と言 われ る。 セー ナ朝 の支配 者 は も とも とデ カ ン地方 、 も しくは、 今 の
カルナ ー タカ州 の 出身 と されて い る。彼 らはパ ー ラ朝 と違 い 、正 統派 の ヒン ドゥー 教 徒 で







リー ン ・ブ ラー フマ ン146とい う制度 を導入 した のであ る。147そ して 、この時期 に仏 教 に
対 す る ヒン ドゥー教 の優位 が 回復 され 、オ リッサ州 ・ネ パー ル ・ブー ター ンな どで布 教 が
行 われ た そ うで ある。1179年か ら1206年にか けて、ラ クシ ュマ ンセーナ(Lak§mansena)
とい う皇 帝 の支配 がオ リッサ 州 ・ア ッサ ム州 、 そ して ヴァー ラーナ ス ィまで広 が ってい た
と言 われ て い る。 彼 は優秀 な武人 で あ る と同時 に 、学者 で もあ った。 そ して 、 この皇 帝 の
時期 には優 れ た宮 廷詩 人や 学者 もい た ので あ る。
しか し、 この時期 、北イ ン ドはイ ス ラ ム軍の 侵入 を受 けた。 イ ス ラム軍 は徐 々 に東 の方
へ進 んで きた。 結果 、1202年、Muhamlnad-bin・BakhtiyarKhiljiとい うテ ユル ク系 の将
軍はセ ー ナ朝 の首都 で あったナバ ドィープ(Nabadvip)を侵 略 した ので あ る。 そ の後 、ベ
ンガル の他 の町 も トル コ軍 に侵 入 され た。彼 らの獰猛 さは、戦利 品 を奪 うこ と、バ ラモ ン
を殺 す こ と、 また 、寺院や 仏教僧 院 な どを破壊 す るほ どで あ った 。148
本 論 文 の テー マ で ある 『深 い河 』 に 出て くる女神 チ ャー ム ン ダー の像 は、 セー ナ朝 の彫
刻 とされ て い る。 っ ま り、遠藤 が言 わせ てい る 「あ のや せ 衰 えた チ ャー ム ンダー 」 は 、何
もイ ン ドの貧 しさを象徴 して い るわ け で はない と考 えて よい。 この 時期 に ヒ ン ドゥー教 が
盛 ん にな り、セ ーナ 朝で は学 問 と文 学 は奨励 され てい た。 つ ま り、女神 た ちの彫 刻 に よ り
その時 代 の何 らか の思想 が伝 え られ て い る と考 え られ る。 と もか く、女神 チ ャー ム ンダー
は、た だ貧 しさの象徴 で あ るはず は ない ので あ る。
セ ーナ 朝 は も とも とカル ナー タカ 州 の民族 とされ て い る。149カ ル ナー タカ州 で行 われ
たマ ー トリカー 崇拝 は、345・525年の カー ダ ンバ 王朝150の ター ラグ ンダ(Talagunda)と
い う所 に あ る碑 銘 か ら分 か る。 カ ー ダ ンバ 王朝 は戦 い の神 と して軍 神 ス カ ンダ とマ ー トリ
カー を崇 拝 して い た。151軍 神 スカ ンダ は南 イ ン ドだ けで有 名 な わ けで はな く、 北イ ン ド
の伝 統 に も垣 間見 られ る。 そ して 、 グ プ タ王朝 の 、少 な く とも二人 の皇帝 は ス カ ンダ神 を
軍神 と して 崇 めて いた ので あ る。152戦 い とス カ ンダ神 との 関係 はは っ き りと記録 され て
い るが 、北 イ ン ドで は軍 神 と して マ ー トリカー が崇拝 され た とい う証拠 はない。
146ベンガル 地方 の最上位 に位 置づ け られ たバ ラモ ンの一集 団。
1471shwariPrasad,op.Clt,P.24.
i4sIshwariPrasad,op.cit.,p.24.
149R.C.Majumdar(ed.),乃θ伽 伽 γo!刀θ丑幽 属Vbl.1,TheUniversityofDacca,Asiatic
Press,(Secondedition)1963,p.205.




ともか く、セーナ朝はもともと、カルナータカ州の民族 とされてい るので、彼 らも女神
チャームンダーを戦いの神 として崇拝 していた可能性 があるだろ う。そ して、セーナ朝 の
記 録 か らも分 か るが 、 彼 らはBrahma・Ksatriyaとい うカ ー ス トの 人 々 だ っ た 。
Brahma-Ksatriyaとい うのは、バ ラモ ンか ら、後にクシャ トリヤ153になった人々のこ と
である。言い換 えれば、聖職者の身分か ら軍隊の身分へ と移動 した人のことである。154こ
こか ら推量できるこ とは、本作品に出て くるチ ャーム ンダーの象徴には、戦いの神 として
の女神 の象徴 も含 まれてい る、とい うことである。そ して、ベ ンガル地方で書かれた六世
紀の 『デー ヴィー・プラーナ』の中には、サプタ・マー トリカー と戦いや武器 との関係 が見
られ るの と同時に、神秘的なカやモークシャ(解 脱)を 得 るための方法に対す るタン トラ
派の影響 も見 られ る。従 って、 この時期 のチャームンダー は、単なるイン ドの貧 しさのシ
ンボル とは考え られないのである。
2.3.7遠藤周作の女神チャームンダーに対す る理解の程度
では、 これまで説明 してきたチャームンダー を通 して、遠藤周作がチャームンダー のこ
とにっいてどの程度理解 していたか、その理解 の程度を見てみ よう。
『深い河』に出てきたチャームンダー155の説明では、この女神 は、まず、イ ン ドの貧 しさ、
あるいは、イ ン ド人が長い間耐えてきた苦悩、病気な どの象徴であ り、そ して、 この女神
は従者た ちと共 にその苦 しみに耐 えてい る、 となっている。 この ように説明す る登場人物
であるが、この像が作 られ た十二世紀か ら現在 まで、その苦 しみは変っていない、 とい う
印象 を与 えるものである。それ に、彼女はその ような病苦や痛みに耐 えなが らも、萎びた









か りますか。腹部 も飢 えでへ こみにへ こみ、 しか もそ こには蠍が 噛みつ いてい るで しょ う。
彼女 はそん な病苦や痛み に耐えなが らも、萎びた乳房か ら人間 に乳 を与 えてい るんです(中
略)彼 女は印度人 の苦 しみ のすべてを表 してい るんです。長い 間、印度人が味わ わねば な ら
なかった病苦や死や飢 えが この像 に出てます 。長 い間、彼等 が苦 しんできたすべ ての病気 に
この女神 はか かって います。コブラや蠍の毒 にも耐 えてい ます。それ なのに彼女 は喘 ぎなが
ら、萎びた乳房 で乳 を人 間に与 えてい る。これ が印度です。この印度 を皆 さんにお 見せ した
かった。で も彼 女は聖母マ リアのよ うに清純 でも優雅で もない、美 しい衣裳 もま とってい ま
せ ん。逆に醜 く老い果て、苦 しみ に喘 ぎ、それ に耐 えています。このつ りあがった苦痛 に充
ちた眼 を見てや って くだ さい。彼 女は印度人 と共 に苦 しんでいる。156
も とも とのサ プ タ ・マ ー トリカー にっ いて の話 の 中で、 チ ャー ム ンダー は病 気 ・苦悩 な ど
を象徴 す る とい うよ うな信仰 が確 か に あ った。 ただ 、 この場合 、 チ ャー ム ン ダー は悪 行 の
象徴 で あ る、 と され てい る。157これ は、サ プ タ ・マ ー トリカー とス カ ン ド神 の神 話か らも
分か る。 これ らの説 明 に照 らし合 わせてみ る と、『深 い河』 に説 明 されて い る よ うに、 チ ャ
ー ムン ダーは、 「イ ン ド人 と共 に苦 しんで い る」 とい うこ とで はな くて、反 対 にチ ャー ム ン
ダー は、 子供た ち に苦 しみ を与 えてい る もの と考 え られ る。
本 作 品 の説 明 にお い て、 女神 チ ャー ム ンダー が墓揚 に安 置 され て い る とい うこ とと、女
神 チ ャー ムン ダー の醜 い姿 、 とい う部 分 は 正 しいの で あるが 、 この女 神 は、 せ りふ に も 出
て くる 「聖母 マ リア」 とは違 うとい うこ とも確 かで あ る。伝 統 的 な ヒン ドゥー教 の神 話 を
考慮す る と、 この女神 はイ ン ドの貧 し さを表 わ して い る とは言 えな い ので あ る。 この女 神
をイ ン ドの貧 しさの象徴 、 また 、病気 な どに耐 えな が ら、並 んで い る子供 に乳 を与 えてい
る と考 え る と、彼 女 が持 ってい る武器 、彼 女 が 何本 か ある左 手 の うち一本 で なめて い る血
な どが、 どの よ うに説 明 され るのか 、単 純 な疑 問が わ く。 そ して 、子 供 が並 ん でい る とい
う時、 像 の どこを示 して こ う説 明 してい るか 、 とい うこ とも分か りに くい。
キ リス ト教徒 で あ る遠藤 周 作 が この女神 を見 て どの よ うな印象 を受 けたか とい うこ とは 、
この女 神 が受難 の女神 と して説 明 され て い る とい うこ とか ら ヒン トを得 るこ とがで き るで
あ ろ う。





女神 チャームンダーは病気 にかかってい るのにもかかわらず、並 んでいる子供 に乳 を与
えてお り、 この受難の女神はいろい ろな苦悩 に耐 えてきて、イ ン ド人 の苦 しみをよく理解
し、そ してイン ド人 と共 に苦 しんでいる。 このよ うに読者 に受 け取 られるのが普通であろ
う。また、『深い河』にでて くる女神チャームンダーは、貧 しいイ ン ドの象徴であ りなが ら、
や は り母 として皆を支えている、 とい うように描かれている。
また、伝統的な ヒン ドゥー教 にお ける女神 の神話か らみれば、遠藤周作の、女神チャー
ムンダーに対す るこの理解 には、死 を暗示 してい るような説明が含 まれていない ようであ
る。前にも述べた ように、本来、 この女神 のイメージを通 して伝 わることは、 〈死〉 とは出
発点、っま り、最初 の状態であ り、生 とはその中か ら誕生 した もので、プラク リテ ィとい
う女神 が活性化 したものである、 とい うことである。
一方で、作者は この小説の中で、チャームンダーの像に見 られ る墓場 とい う背景や ジャ
ッカル に食べ られている人間の死体 にふれているが、〈死〉 と関係があるこの描写 をイ ン ド
の貧 しさのシンボルの問題 、 と考えているようである。
また、もう一っ、『深い河』における女神チャームンダーのこの像 は、 ヴァーラーナスィ
にあることになってい る。っま り、この小説では、女神チャームンダーはガンジス河 と関
係付 け られてい ると考 えられる。 とい うのは、登場人物はガンジス河 と女神チ ャーム ンダ
ーのイメー ジを重 ね合わせているとい う箇所がいくつか見 られ るか らである。死体 の灰 が
流され るガンジス河で人が沐浴する とい うことは、不潔 と思われ るかもしれ ない。しか し、
この河はそ もそ も 「きれ いな河、清潔 な河」の象徴 とい うわけではない。同 じよ うに、 こ
の小説に出て くる女神チャームンダー も 「美 しい女神」 とは言 えない。それで も、両方 と
も神の愛の象徴であ り、両方 とも母なる ものである。そ して、その愛には善 と悪の区別 も
なく、何の裁きを下す ものでもない。
実際、遠藤周作が女神 チャームンダー にっいてどの程度知っていたか とい うことまでは
筆者には分か らないが、 この 『深 い河』 において、添乗員 の江波 の女神チャーム ンダーに
対す る説明が登場人物を感動 させ ている ようである。 ここで注 目したいことは、 ヴァーラ
ーナスィのその寺院 に入 ってからの描写で ある。小説 に描かれ てい るとお り、 この寺院に
ヒン ドゥー教の一側面をあらわす女神 たちがいて、その女神たちは何本かの手 に武器や 人
間の生首な どをもち、誕生 と同時に死のシンボルでもある。そ して、「日本人たちには仏像
と違 うヒン ドゥー教の神 々な どには興 味も関心 もなか った し、それ らは無縁な うす穢 い彫
刻にす ぎなかった」(218頁)とい う記述がある。女神チャームンダーもその寺院の女神 の
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一人であ り、彼女 もここで描 かれているほかの女神 と同 じように武器や人間の首 をもって
いる。 それに、死 のシンボル でもある。 にもかかわらず、江波は、登場人物 にチ ャーム ン
ダーを説明す る時、 このシンボル にはふれず、死 とは関係のない説明 をす る。その説 明は
登場人物が期待 していたイメージに合 わせたもの、 と考 えられ るので ある。 なぜか とい う
と、小説に書かれている とお り、ここに出てくる日本人 の観光客たちは 「不合理で醜悪な
女神像 のどこにも心ひかれ なかった」の と、「女神 とい う言葉か ら、男たちは 〈優 しいもの〉
〈母なるもの〉を期待 していた」(219頁)からである。登場人物が この寺院か ら出よ うと
する と、江波はわ ざとみんなに女神チャームンダーの像 を見せ よ うとし、醜 くても優 しい
女神、または、母 なるものであるとい うよ うに説明す る。 この説明は登場人物 の関心を引
きつけるためにされたもの、 と考え られ る。
ここで問題が二っ生 じる。一っは、遠藤周作が実際に女神チャームンダーの像 を見た時、
『深い河』に説 明されたよ うな印象を受 けたのか どうか、とい う問題である。もう一つは、
何 らかの理由で、意識的に女神チ ャームンダーを説明す る時、 「受難の女神」 とい う描写に
したのか どうか、 とい う問題 である。この小説 に出て くる女神 チャー ムンダーの説明が、
実際に作者の受けた印象で あれば、それ はヒン ドゥー教にお ける女神 チャーム ンダーの伝
統的な説明 とは違 う。 しか し、もし作者 が意識的 に女神 チャームンダーの描写を 「受難 の
女神」 とい うよ うな説明にした とすれば、その理 由を考察 しなければならない。前述 した
とお り、ヴァーラーナスィの寺院に入った添乗員 の江波は、チャームンダーを説 明する時、
この女神が もっている武器や 人間の首に一切ふれなか った。それ らにはふれずに、彼 は登
場人物 の注意 を別 のことに引きつけよ うとした のではないだ ろ うか。 それ は、女神の萎び
れた体 であ り、その体に見 られ る蠍な どで ある。そ して、この女神 の像に見 られる墓場 と
い う背景 と人間の死体な どをイ ン ドの貧 しさと関連 させなが ら、彼 女をイン ド人の母なる
チャー ムンダー として説明す る。では、なぜ この ような説明にしたのだろ うか。それは、『深
い河』 に書かれてい るとお り、小説の中の 日本人は、女神 とい う言葉 を聞いて、 この寺院
に見 られ るような怖 しい姿の女神 より、もっと優 しい姿を期待 したか らであろ う。武器 な
どをもっ女神たちのイメージでは、 日本人たちを感動 させ られ ないこ とを遠藤周作は初 め
か ら分かっていたのではないか、 とも考 えられるのである。
以上、遠藤周作の 『深い河』に登揚する女神チャームンダーへの理解 の程度を考察 した。
『深い河』 に描かれてい る女神チャームンダーの説 明を素直に考 える と、遠藤周作の主観
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的な印象 にかた よったもの と言 える。作者のこの女神 に対する理解度は、イ ン ドの伝統的
な理解 とは違 うが、作者 自身がそれ に心を動か された ことも確かであろ う。それ で、 自分
の主観的印象に基づき、『深い河』の中で ヒン ドゥー教 の女神 を描いたもの と考え られる。
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第三章 作者の宗教観 ・神観
西洋的な考え方 と東洋的な考え方 との相違に、作者は よくふれているが、 これは 『深い
河』の 中でも問題 の一つで ある。本論文の最後の章では、遠藤周作の ヨーロッパのキ リス
ト教 に対する疑問にふれっっ、作者の宗教観 を考慮す る。
遠藤文学の読者 はよく知 っていることであるが、遠藤 が問題 にしている一つは、西欧 と
日本の精神風土、宗教風土の異質性の問題、それ と関連す る 日本におけるキ リス ト教の土
着性の問題である。これ は作者 の他 の作品にも出て くるが、『深い河』の場合は、登場人物
の大津の中に映 し出されている。
遠藤周作によれ ば、キ リス ト教徒 の中に三種類のキ リス ト教 に対す る対 し方 がある。1
一つは、 自分の思想 として受け入れ られなかったためキ リス ト教を棄て、途 中で無神論者
になった り、他 の宗教に入 った りす る人である。も う一っは、元々キ リス ト教の信者であ
って、最後までその宗教 を素直に信 じるタイプである。最後の一っは、元々キ リス ト教徒
として出発 し、 自分の人生での苦労や病気な ど、いろい ろなことを経験 しなが ら、そのた
びに、神 とい うものを繰 り返 し考 え、単なる習慣 のようなものだったのがいっ しか彼 自身
の生 き方 そのものになるタイプである。 この三種類の中で、遠藤は、 自分は三番 目のタイ
プで ある、と言 っている。作者 自身、何度 もその信仰 を棄て ようとしたことがある、 とい
うこともはっき り認めてい る。遠藤に とって、キ リス ト教 とい うのは、 自分 の身にあま り
合わない洋服 と同 じよ うな ものであった。作者には、 自分 の母親か らもらったその西洋の
宗教、あるいは、その 「洋服」を、 自分の身体に合った和服に仕立て直 してみ ようとい う
願望 もあった。
作者 は戦後、留学生 としてフランスへ行き、そこで病気 になったことがある。その時、
「早 く 日本に帰 りたい とい う気持が強かった」 と言 う。なぜか とい うと、作者 には 「こう
い う病気 になったのは、西洋の中にゆるぎな く存在 しているキ リス ト教がおれをこんなに
圧迫 しているか らだ、右を見ても左 を見て も、教会 とかキ リス ト教 とか とい う感 じの世界
だったか ら、それでおれは身体 を悪 くしたんだ、そこか ら逃れたほ うが身体が回復す る、
とい う感 じが強かった」2か らである。っま り、作者は ヨー ロッパ的キ リス ト教 に圧迫 さ
1遠藤周作 『私に とって神 とは』光文社、1988年、9頁。
2同書、12頁。
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れて、早 く日本 に帰 りたかった、 と言ってい るのである。3
作者 は 「私 とキ リス ト教」 とい うエ ッセイの中で、自分の中にキ リス ト教 と矛盾する 日
本人的な感覚があることについて言及 している。 もちろん、作者はキ リス ト教の伝統 も文
化 も歴 史 もない 日本に生まれたので、キ リス ト教 と相反す る感 覚がある、 とい う原因も理
解 してい る。そ して、作者 にとって、何よ りも怖 ろしい ことは、 日本人の感覚にはキ リス
ト教を受け入れない何かがあるとい うことであった。
私が自分の信仰の問題 として苦 しんだことの一つに 日本人的な感覚 と基督教 との矛盾 とい
うことがあります。(中略)私 はほかの国に生れたのではなく、基督教の伝統も文化も歴史
も全くなかったこの 日本に生れたので した。私の心の中にはこの基督教に浸されていない
もの、む しろ基督教 とは相反する感覚が、か くされていたことを、私は青年時代になって
やっと気づいたのです。(中略)もっと怖ろしいことはこの日本人の感覚には基督教をうけ
入れない何ものかがあることなのです。私は青年期のはじめ頃か らこの日本人の謎のよう
な感覚を自分の周囲のなかに、いや 自分の中にさえ発見 して愕然 としはじめました。(「私
とキ リス ト教」)4
日本におけるキ リス ト教 が土着化する困難 さにっいては、作者は 『沈黙』 とい う作品で
も問題 に してい る。 この作品において、登場人物である司祭の言葉を通 して、 日本におけ
るキ リス ト教が土着化す る困難 さが述べ られている。 司祭 フェ レイラは、 日本においてキ
リス ト教が育ち難い とい うことを司祭 ロ ドリゴに語る。
「この国は沼地だ。やがてお前にもわかるだろうな。 この国は考えていたより、もっと怖
ろしい沼地だった。 どんな苗もその沼地に植えられれば、根が腐 りは じめる。葉が黄ばみ
枯れていく。我々はこの沼地に基督教 という苗を植えてしまった。(中略)我 々のたてた教
会で 日本人たちが祈っていたのは基督教の神ではない。私たちには理解できぬ彼等流に屈
折 された神だった。(中略)日本人は人間を美化 した り拡張したものを神 とよぶ。人間と同
じ存在をもつものを神 とよぶ。だがそれは教会の神ではない。」5




ここで、外国人の司祭の観点か らみれば、 日本人が信 じているイエスは 「教会の神」 と
は別の神であり、 日本人はその教会の神を 「屈折 させ変化 させ、そ して別の ものを」崇拝
している、とい うことになる。そ うであれば、 日本人 と西欧人の精神風土の異質性は何 な
ので あろ うか。
作者 は、 日本 人の中のキ リス ト教を受け入れない何かについて次の ように言 う。




日本人 が神 の存在 に対 して無関心であるとした ら、作者 にとって問題になるのは、罪 に
対す る意識である。
神 を必要 としない 日本人はまた罪の意識の点でも基督教 と相反す る感覚をもっています。
私は 日本人には罪の意識がないとは決 して断定はいたしませんが、しか し罪にたいする反
応が西欧人 と我々 日本人とは非常にちが うことは認めざるをえません。(中略)少なくとも
日本人の感受性からみると基督教が教える魂の死としての罪の意識があま りにも極端なも
の、余 りに重 くるしいものにうつ るのではないかと思っています。(「私 とキリス ト教」)7
作者は 日本人の罪の意識 にっいてある学者の説明を参考に しなが ら、述べてい る。古代
の 日本人 にとって罪 とは肉体のけがれ として しか受けとめられなかったのである。っま り、
肉体 をけがす汚い ものや病気や害虫な どが悪 として うけ とめ られた とい うこ とである。作
者によれば、「日本人は社会的な約束を破 る行為か、あるいは美的な調和をそ こねるものを
悪 とよびつづけてきた ことは確かで ある」。このよ うな考 え方 をもつ 日本人の感覚は、ある
人間を判定することにおいても 「正 しい」 とか 「悪い」 とかを言 う前に 「あいっ はいさぎ





ような道徳観がキ リス ト教 のもつモ ラルの意識を 日本人 に受 け付けなくさせている、 と作
者は考 えている。言い換えれば、 日本人が受け入れないのは、極端 な考え方、対立的な考
え方である、 とい うことである。 これについて、作者 が 『深い河』の登場人物である大津
に語 らせている箇所が見 られる。
ぼくはヨーロッパの基督教を信 じているん じゃありません…ぼくはここの国の考え方に疲





端的なんです。ぼくは叱 られました。お前は何事も区別 しない。はっきりと識別 しない。
神はそんなものじゃない。(『深い河』101-2頁)
上記の引用か ら分かるが、遠藤 にとって、西欧人の考 え方は あま りに も極端であ り、 日
本人に とって、善 と悪 をはっき り区別す るのが難 しい とい うことである。 もちろん、 日本
人には悪に対す る意識がない とい うことではないが、前述の とお り、何かを判定す る時、
はっき りとした善・悪の区別 がない、もたない とい うことである。これ にっいての作者 の意
見が他 の文献にも見 られる。





作者 は西欧と日本の精神風土、宗教風土の異質性 を問題 にしなが ら、西欧 の美的感性に
ついて も述べている。作者 は、西欧 と日本 との間の差を説明す るために、西欧の美的感性
の中に見 られ る三つの特徴 をあげている。それは、境界 の区分意識、対立性、能動的 とい
9遠藤周作、『『深い河』を さぐる』、文藝春秋、1994年、15頁。
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う三つの特徴であって、 これ らの特徴が 日本人の感性 に非常に不足 してい る、 と作者は指
摘 してい る。これ に対 して、「日本的感性は汎神論的風土を母胎 として うみだ された もので
あるために、(一)個 と全体 との区分や壌界をLな い、(二)したが って対立を要求 しな




そ らく日本人のだれもが心の中に郷 愁 としてもっているものですが、これこそ基督教と
はもっとも相反 したものなのです。それは神の代 りに大きな自然や、宇宙にそのまま吸い
こまれていきたいとい う感覚です。(「私 とキリス ト教」)10
作者 にとって、東洋の汎神的世界では、宇宙のさまざまな存在の問に、「存在の段階、超
ゆべか らざる隔た り」11はない。東洋の汎神的な世界では、全(自 然 も しくは神々など)
は個(人 間)の 集合や延長であ り、個 は全 の一部分である。っま り、汎神性 とは、全 と個
との限界を消す ものであ り、全体は何 らかの意味で個 の延長か、集積なのである。12し
たがって、個 は全に 「如何 なるたたかいもせずに、如何 なる抵抗 も行わず に、合致す るこ
とが出来 る」こ とである。全 と個には量的な差が あっても質的な限界 はない。これ に対 し
て、キ リス ト教の世界では、神は人間の延長で も集積でもない。人間は天使 にもなれない
し、神 にもなれない、 と作者は言 う。キ リス ト教 において、人間 と天使 とのきび しい存在
条件 のへだた りが肯定 されている、 と遠藤 は考えてい る。西洋的な考え方 か らすれば、人
間は人 間に しかなれない存在であって、その意味で神 に対立 している、と考えられるので
ある。
人間は勿論、神の御手にかえることが出来 る、しかし、それは汎神論のごとく、人間が全
体に還ると言 う受身のかたちではありません。人間は人間しかな りえぬ孤独 な存在条件を
課せ られてお ります。 したがって、神でもない、天使でもない彼は、その意味で神や天使






遠藤周作に とって、 日本人がキ リス ト教 を受け付けない とい うことの理 由 として大事な
一つは、区別 ・境界 ・対 立 とい うよ うな考 え方である。
ここから汎神性に養われたわが日本的な感性は一切の限界や境界をしめすものを嫌った。
対比、相違、区別の検証を拒絶 した。対比、相違、区別のある所では、おのず と距離が生
れ、距離は抵抗を生 じ、そこか ら論理と運動 とが発する。(「目本的感性の底にあるもの」)
14
この ように、 日本人は全的なるものに対 して、受身的であ り、積極 的な姿勢や戦いを促
さないのは、人間と全的な もの(自 然や宇宙)が 本質的に同一であるからで ある、 と作者
は言 う。キ リス ト教世界では、人間は神ではない以上、人間は神を肯定す るか、否定する
か、 あるいは、神 に従 うか、反逆す るか とい うことであって、能動的な運動や闘いが必要






ここで、神の審判、あるいは、神 の裁きの問題が出て くる。作者にとって、いわゆる 「父
の宗教」とい うのは、「怒る神」「裁 く神」「罰す る神」とい う神 のイメージに限定 されてお
り、弱 き者 を 「許す神」「愛 して くれる神」とい う神 のイ メージではない。 しか し、作者に
とっては、イエスの教 えが父の宗教ではな く、父の宗教 と共に母の宗教をあわせ持った両





ではな く、母のよ うに愛 してくれる神であ り、母のよ うに出来のわるい子 と共に苦 しんで
くれ る神 であ り、母のようにすべてを許 して くれ る神 なのである」 とい うことである。イ
エスの 「倖いなるかな、かなしめる人たちよ」 とい う言葉 に、父の宗教は弱 められ 、その
代 り母の宗教が強調 されている、と作者 は考えるのである。16
遠藤周 作は 「ガンジス河 とユダの荒野」 とい う随筆 において、次のように述べる。
東洋人の宗教心理には 「母」なるものを求める傾向があって、「父なるもの」だけの宗教に
つ
は とても従い ていけぬ とい うのが私 の持論であ る。17
ヨー ロ ッパ の キ リス ト教 は、遠藤 周 作 に とって 、「父 の宗教 」で あった とい うこ とは、高
柳 俊一 が 言 ってい る。
おそ らく 「神 と神 々」、 「カ トリック作家 の問題」 と 「黄色い人」 な どの初期 作品を書いた
頃の遠 藤に とってキ リス ト教は女性的要素のない宗教で あ り、 「父の宗教」 と 「母の宗教」
は背 反律の関係 にあった。18
作者 は、河合 隼 雄 との対話 にお い て、 自分 の作 品に あ らわれ る 「母 な る」神 のイ メー ジ
につ い て次 の よ うに言 う。
河合 さんは今まで、日本人 にお ける母性 とい うこ とをずいぶん強調 されてお られ ま したね。
私 も 『母な るもの』 とい う小説 を書いた り、『沈黙』 とい う日本人 の母性 とい うことを考 え
た小 説 を書いた。 日本人 の心 の中にある元型 の中でい ちばん大 きな力 をもってるのは、 い
わ ゆる母 性元型、母 なるものの元型 じゃないか とい う考 えですね。 … ヨー ロ ッパ とい うも
のは ある意味では父性原理 の上か ら成 り立って 、そ の父性 に疲れ果 てま したね。19
16遠藤 周 作 『遠藤 周 作文 学全集 』(第13巻) 、新潮 社 、2000年、137頁。
17同書 、135頁。
18高柳 俊 一 「『深 い河 』一 転 生 と同伴者 」、 キ リス ト教 文 学研 究、 第12巻 、1995年、5
頁。
19河合 隼雄 『河合 隼雄 全対話:人 間 、この不 思議 な る もの』、第 三文 明社 、1991年、197・8
頁。
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『沈黙』 とい う作品に描いたイエスのイメージは、小説の終わ りに出てくるが、そのイメ
ージは司祭 ロ ドリゴが踏絵 に足をかけた とい う揚面か ら明 らかになる。
司祭は足をあげた。足に鈍い重い痛みを感 じた。それは形だけのことではなかった。 自分
は今、自分の生涯の中で最も美 しいと思ってきたもの、最 も聖 らかと信 じたもの、最も人





ここで描かれているイエスは、弟子 と共に苦 しみ、弟子 の痛 さを分かつ母親のよ うな同
伴者イエスのイ メージである。久保 田暁一は 『沈黙』 において描いたイエスのイメー ジに
ついて、遠藤が少年 の 日に母か ら押 しつけ られたキ リス ト教ではなく、 自分 の心に実感で
きる、 自分に合 ったキ リス ト教を打 ち出 したこ とである、 と言 っている。21そ して、遠
藤文学 に描かれているイエスは 「み じめな、みすばらしいイエス」 とい うよ うに描写 され
ている。これは、遠藤文学 によく述べ られてい る描写であ り、『深い河』にも見 られ る。こ
のみ じめなみす ばらしいイエスは、苦しんでいる弟子 と共に苦 しみ、彼 らの痛み と辛 さを
全身で背負お うとする愛の象徴である。遠藤 はきれいなイエスの像よ り、このみ じめなイ
エスのイメージに関心 をもっ とい うことは作者 の次の言葉か ら分かる。
ヨーロッパに行って宗教画を見ると、みんな立派なイエスばか り描かれていて、勝利者キ
リス トなんだ。み じめで醜くて挫折したイエスの方は余 り描かない。そこが僕のヨーロッ
パ留学のときか らの疑問点にずっとありました。22
とにか く、遠藤周作の作品に描かれているイエスは、母なるものの象徴で ある、 と言え
る。『死海のほとり』の解説において、井上洋治は、この小説が 〈母なる宗教〉としてのキ
20遠藤周作 『沈黙』新潮社、1966年、268頁。
21久保 田暁一 『日本 の作家 とキリス ト教卜一十二人の作家の軌跡』1992年、244頁。
22遠藤周作、安岡章太郎、井上洋治 「〈信〉 と 〈形〉 『深い河』 を手がか りに」群
像、第48巻9号 、1993年、9月、207頁。
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リス ト教の発見であ りなが ら、〈永遠 の同伴者〉としてのイエス像の呈示で もある、と言 っ
ている。そ して、井上神父 は 『沈黙』における母なる宗教を説明す るように次のことを言
う。
「父性原理」とは、自分のい うことをきく者には十分ないたわりと報いをあたえ、い うこ
とをきかない者には厳 しい裁きと罰をくわえる、 とい う原理であり、その意味で、父性の
原理 とは、善人 と悪人、優秀な人間と駄 目人間とを厳 しく分断する原理であるとい うこと
ができよう。それに対 して、「母性原理」とは、い うことをきく者 もきかない者も、ひ とし
くその膝の上にだきあげる原理であり、その意味では、母性の原理 とは罪人をも駄 目人間
をも包みこみ、受け入れる原理であるといえよう。 この区別の うえにたてば、すでに多 く
の批評家の人たちが指摘したように、『沈黙』のクライマ ックスの場面で、ロドリゴ神父が
踏絵に足をかけようとす るときに、神父に語 りかける 「踏むがいい。お前の足の痛 さをこ
の私が一番 よく知っている。踏むがいい。私はお前たちに踏まれるため、この世に生れ、
お前たちの痛 さを分かっため十字架 を背負ったのだ」とい うキ リス トの言葉は、人間の苦
悩 と痛みと弱さとを、そのままゆるし包みこんでくれる、す ぐれて 「母なるもの」のや さ
しさを示しているものといえよう。23
この説明か ら分かるが、遠藤周作のイエス観には 「母なるもの」 としてのイエスのイメ
ージが強い とい うことは明 らかである。 しか し、遠藤周作は ロ ドリゴ神父 の行為 を 「裏切
り」 として とらえている とい うことも明 らかである。なぜか とい うと、この場面は 「新約
聖書」における 「ペテ ロの裏切 り」の場面 と関係づけ られているか らである。 ここで井上
洋治が問題 にしているのは、イエスは裏切ったべ ドロを許 さなかったのだ ろ うか、 とい う
ことである。井上は 「嵐」 とい う随筆 に、同 じことを説明 し、裏切 った弟子 を許すイエス
の愛 について書いている。24イ エスは 自分を裏切 ろ うとするペテロをゆるし、受け入れ
た。イエスは同じようにユダをもゆる していたことは間違いない、 と井上神父 は思 ってい
る。それは神の愛であ り、また、母なるもの としての象徴である。
本作品において、母なるもの として、 ヒン ドゥー教 の女神チャームンダー も登揚 させて
いる。なぜ遠藤は 『深い河』に女神チャー ムンダー を選んだか、とい うことの理 由として、
23遠藤周作 『死海 のほとり』新潮文庫、1973年。
24井上洋治 『余 白の旅 思索のあと』 日本基督教団出版局、1980年。
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川村湊 は、遠藤の神観 に 「母なるもの」の影響を認 めて、以下の とお り言っている。
遠藤周作のキ リス ト教信仰には、従来か らマ リア崇拝のような聖母信仰の傾向が強いと言
われ るが、そ うしたマ リア信仰、マ リア観音信仰の底部にヒンズーの女神のように、醜 く、
悲惨な``母"への信仰があり、『深い河』では作者は無力な神、すべてを受容 し、耐え、犠
牲 となる神 としてのヒンズーの女神を見出したのである。25
遠藤周作の小説 に出て くるイエスのイメージは 「母なるもの」「同伴者」な どとして理解
され、そのイメージは 日本的すぎると思われ、批判 された こともある。そのよ うな批判 に
対して、作者 は次のよ うに考えた ことがあるよ うである。「イエス とい うのは、それぞれの
人の心 を映す鏡 であって、私には私のイエス像があ り、ひ とにはひ とのイエス像がある」。
人それぞれが求めていることによって、イエスのイメージが生まれ、そのイメージの総体
が本当のイエスである。
作者 の宗教観 ・神観 に 「母なるもの」のイメー ジが強い とい うことが見 られ るが、大事
な一つ は、作者の神の存在 についての考えである。遠藤 は神 の存在 をどう感 じるか とい う
と、神 は存在 より働 きである、 とい うことである。神は直接 目に見えるわけではない し、
神 とい うものは何 らかの対象でもない。神はだれか人 を通 して働 くわけである。そ う作者
は考 えているのである。
私は神の存在 を感 じるのは、今まで背中を何かが押 して くれてきたとい う感 じがまずする









26遠藤周作 『私に とって神 とは』光文社、1988年、21頁。
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つま り、神は個人の中で、その個人の人生を通 して働 くものであって、その個人の背中
を後ろか ら押 して くれているものである。そ して、神 は働 きであるか ら、その働 きはどの
行為にで もあ り、罪の中にも悪の中にもある。作者は、イエスが人 の心の底 にあって、愛
の働きをなす ものだ、 とい う神のイメージを持 っている。神の存在 は対象 として見 るもの
ではなく、その働 きによってそれ を感 じることである。神 は存在す るか どうか とい うこと
より、 自分の心の中に神 とい うものが働いているか どうか とい うことが問題で ある、 と作
者 は考 えている。言い換えれば、大切 なのは、神の存在ではなくて、神 の働 き とい うこと
である。神はだれか人 を通 して しか働かない とした ら、それぞれの人生において、友だ ち
や親な どを通 して、すべての人間行為 を通 して、神 の働 きがある。 そ うい う大 きな働 きの
集積が心の底 にあるはずだ、 と作者は言 う。そ して、心 の底 にあるその揚所は無意識 とさ
れ、その無意識 に神が働 くとい うことである。
「人間が何か行為 をす る時には、一つのわか りやすい心理 によるのではな くて、いろい
ろな心理が絡み合って一っの行為 を しています」 と作者 は述べてい る。 「人間の心の奥に、
単純に割 り切 ることのできない、何か どろ どろしてい るものがあって、その どろどろが私
たちの一っの行為を決定 してい るのだ」 と作者 は言 う。 この無意識 の奥が、神 の働 くとこ
ろであって、そ こが人間の中で一番大切な ところである、 と作者は考えてきた。つま り、
神が働 くのは、意識の世界ではな く、この心の奥底 なのである。27
神様 というのを二 とお りに考えていただきたいのです。常に目の前に、灰皿がそこにある
ように、あそこに神がいる、と神の存在を見っけるものではない とい うことがだんだん私
にはわかってきました。後 ろのほうから、いろんな人を通 して、 目に見えないカで私の人




後 ろか ら押 されているとい うことを、後 ろか ら神 に押 されたのではなく、 自分の意思 で
やってきたのだ、 と言 う人もいるか もしれないが、作者 にとって、何か行為を行 う時は、
27遠藤周作 『私 にとって神 とは』光文社、1988年、30-1頁。
28同書、33-4頁。
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意思 と同時にもう一っの無意識 の奥底のものが働いているのである。つま り、人生におい
て、何かを選ぶ時、意思の ほかに、他のものを選ばせない無意識 のものがあった。 この無
意識 を仏教では阿頼耶識(心 の一番奥底の領域)と 言い、キ リス ト教では魂 と言 う、 と作
者が説明 してい る。作者 は、無意識 のその場 とのっなが りを考えてきて、その場 を 「働 き」
と捉 えてきた。作者はその働きをキ リス トと言 うが、「日本人がキ リス トと名づ けるのがい
やな ら 〈タマネ ギ〉 とい う名前に しても 〈X>とい う記号にして もいい」 と考 えている。
神の存在 が どの形 をとるか とい うことは、人によってちがってい る。その存在はあるいは
仏 と名づけ られて もよい し、キ リス トと名づけ られて もよい。キ リス ト教徒 でも仏教徒で
もない人たちが、 自分 の過去を振 り返るな らば、後 ろか ら押 されていた感 じとい うのを、
なん らかのかたちで持 っているだろ う、と作者 は考えてい る。だか ら、その 〈存在〉を ど
の名 で呼んで もよい。結局 、神 は対象ではなく、働 きであ り、そ して、その働 きは無意識
とっなが っているか らである。
作者 はキリス ト教を自分 の意思で選んだわけではな く、母親か らもらった。 そして、そ
の信仰 を棄て ようと思ったこともある。同時に、その信仰 は母親か らもらった ものなので、
棄ててはいけない とい う気持 もあった。 このため、その信仰 を 「よく勉強 して、それで も
信 じられなかった ら棄てよ う」 と思 ったのが、作者の出発点であった。29作 者は、ベル
ナノス とい うキ リス ト教の小説家が言った言葉、っま り 「信仰 とい うものは九十パーセ ン
トの疑 い と十パーセン トの希望だ」 とい う言葉を採 り上げて、その十パーセ ン トとい うの
は無意識の ところで信 じていることである、 と考えてい る。っま り、意識 の ところでは、





うい う知識 とか観念ではない。私の無意識の底にあるようなものだ と思います。(中略)私
は何度も、神とい うのは、存在を証明することはできない、しかし、その働 きを感ずるこ
とはできるものだ、と言いま した。神は、 目の前に置いて見えるものではありません。 目
の前 に置いて対象として証明することはできません。 しかし、背中からだれかが押 してく
29遠藤周作 『私に とって神 とは』光文社、1988年、41頁。
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れているとい う感 じ方で とらえることはできます。あるいは無意識の中で、神が働いてい
るとい う感 じでとらえることはできます。30
人間の一切のものが、 自分 の無意識 の中の働 き、魂の中の働 きにつながっているのであ
る。神 が無意識の中で働いてい るとすれば、それは、神が無意識の中にある悪の部分、あ
るいは、いや らしい部分にもある、 とい うことになるだ ろう。宗教 は、人間のいい部分だ
けではな くて、人間のいや らしい部分にも反応 を示す ものでなければ、本当の宗教ではな
い、 と作者は考 える。っま り、作者 にとって、宗教はあ らゆるものに反応 を示す ものなの
である。
作者の この考 えに見 られ る一つは、根本的に、人間の心の中に善・悪が併存す るとい うこ
とである。も う一つは、宗教 とい うものはあ らゆるものに反応す るとい うことにおいて、
人間の罪 さえ救いのために活か され るのである。 あるいは、神が人間の無意識 の中にある
善い部分だけではなく、悪い部分の中にも働いているか ら、その悪を浄化す るのである。
これ に関するもの として、作者 のイエスが生まれた揚所、つま り、ベ トレヘムの馬小屋 に
ついての説明を参考に考 えてみよ う。作者に とって、イエスがベ トレヘムの馬小屋 に十二
月二十五 目に生まれたか どうか とい うことにっいてはいろいろな意見があるが、作者 自身
はこの説 を受け入れてい る。同時 に、作者は、人々がイエスをベ トレヘムの馬小屋 に生ま





望のあらわれではないで しょうか。我々の心のなかの馬小屋 と同じよ うな汚れた場所
それは前にも申し上げた阿頼耶識のことではないで しょうか。阿頼耶識には我々のいまわ
しい欲望がいっぱいつまっていて、馬糞でよごれ、臭気にみちた無明の世界だからです。
そ こに純真な赤ん坊が生まれる、イエスが生まれる。その臭気や無明の場所 を浄化 して く
れ る。その祈 りがクリスマス伝説を創 りあげたのだ と思いますよ。も う一つのイメージで
は、クリスマスを雪の十二月二十五 日に持ってきたことです。雪はよごれたものを純化 し、
30遠藤周作 『私に とって神 とは』光文社、1988年、43・4頁。
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白くしてくれるでしょう。31
作者 が強調 しよ うとしてい るのは、根本的に人間の心 の奥底に善 ・悪が併存 しているとい
うこ とと、それ と同時に、人間には、 もともと、救いを求 める とい う願望もある、 とい う
ことと考 えられ る。
人間は心の奥底に救いの願望を抱いてい るが、では どうすれ ば救 われ るか、 とい うこと
が問題 になる。神は働きであ り、人間の心の奥底 にある善にも悪にも働いているが、その
神 の働 きは何を意味す るか。作者 によれば、神の働き とは、愛 の働 きとい うことである。
神が愛 して くれ ることによって、人間が救われ るのである。
人間を救 うためにイエスはいけにえにな り、人間の罪を背負 って くれた とい う考え方 も
あるが、遠藤はこの考 えを実感 として受け入れ られないのである。 しか し、別 の考え方で
は、神 の愛が強調 されてお り、そのほ うが 「目本人である私 にとっては、近寄 りやすい」
と作者は言 う。作者 にとって、神は愛の働 きで あって、その愛の力で人間が変わってい く
とい うことである。作者 は、イエスを裏切 った弟子たちの話 にふれて、以下のことを強調
してい る。
弟子たちは、イエスは彼を見捨てた 自分たちを恨んでいるだろ う、神にあいつ らを罰 して
くだ さいとい う言葉を言 うだろうと思っていたのですが、罰 してくださいの代わりに、彼
らを許 したまえとい う言葉が出てきたのです。弟子たちはものすごいシ ョックだったろう
と思います。これが第一段階のショックになって、あのイエスとい う人は一体何者だった
のだろうと考え始 める。(中略)彼 らは(中略)イエスが本当は何を教えていたのか知 らな
かったのです。教えていることは結局は 「愛」だった とい うことを知 らなかったわけです。
イエスはその 「愛」を最後の死の苦 しみのなかで身をもって教えようとしたのです。(中略)
彼が教えていたのは、地上的な効果ではなくて、もっと違ったもの じゃないか とい う考え
が弟子たちの中に芽生えてきます。(中略)弱虫であった使徒たちが最後には強虫になって
(後略)32
作者 に とって、その弱虫の弟子たちが神の愛によって変 わっていった。あるいは、弱い
31遠藤周作 『私に とって神 とは』光文社、1988年、57頁。
32同書、92頁。
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人間を強い人間に変 えるのは神の働きであ り、それは愛の働きである。そ して、その愛の
働 きがあらゆるものにあって、そこには善 ・悪な どの区別 はない、とい うことである。
弟子たちの話にふれ る うちに、遠藤はイエスの復活は何を意味す るのか、 とい うことを
説明している。まずは、復活 とい うのは蘇生 とは違 うことを意味す る、 と作者 ははっき り
言っている。33ま た、作者 にとって、復活には二っの意味がある。イエスの死後、使徒
たちの心の中で、イエスはキ リス ト、っま り、救い主 とい う形で生き始めた。イエスの本
質的なものがキ リス トで、その本質的な ものが生き始めた とい うことである。現実のイエ
スよ りも真実のイエス として生き始 めた ことは、イエスの復活の第一の意味で ある。た と
えば、イエスの死後、イエスの理念は弟子たちに残 って、イエスがそれによって再び生き
始 めた、 これが復活の一っの意味で ある。復活のもう一っの意味は、イエスが大いなる生
命の中に戻っていった とい うことで ある。「滅びたわけではなくて、神 とい う大 きな生命の




とい う感 じで したが、そ うじゃなくて、神は自分の中にもある大きな生命です。そして、
死によって人間はその大きな生命の中に戻って行 く。それを復活 とい うのです。復活は蘇
生ではないのです。死んだ人間が突然息を吹き返 したとい うことではないのです。大きな
永遠の生命の中に戻って行 くことなのです。34
総合的にみれ ば、これは作者の宗教観 の一部であるが、作者に とって、宗教や信仰の捉
え方は、結局、それぞれの風土 ・文化 ・宗教意識 な どによるものである。た とえば、イエ
スがいけにえになった とい う考え方、あるいは、 この贖罪説はやは り羊を飼 う民族の考 え
方で あって、 日本人はこれ を受け入れるのが難 しい、 と作者は思 う。35罪 をっ ぐな うと
い う考え方は、 日本人の精神史の中であま りなかった し、っ ぐな う代わ りに、鎮めるとい
う考 え方が古代か らあった、 とい うのは遠藤 の意見である。っま り、 日本では罪をつ ぐな
33遠藤周作 『私 に とって神 とは』光文社、1988年、80頁。
34遠藤周作 『死について考 える』光文社、1987年、138頁。
35遠藤周作 『私 にとって神 とは』光文社、1988年、61、155頁。
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うとい うよりは、神の怒 りを鎮めるとい うことに重点がおかれていた。
日本人の宗教観では、宗教 とい うのは自分を清浄にすることが 目的です。清浄にして、迷
いから離れる、苦 しみから解放 されるとい うことを救い と呼ぶわけです。 したがって、こ
こでは、根本的に贖罪、罪をっぐなうとい う考えが成立しません。(中略)っ ぐなうとい う
感覚のない日本人が、キリス ト教の本質であるところの贖罪の観念を受け入れるのは、非
常 に困難です。とい うの は、現在 まで のキ リス ト教は、イエ スが十字架 にか け られ たのは、
人間の罪を人間に代わって神につ ぐなってくれるということと同時に、神が自分の子を犠
牲にして自分の怒 りを鎮めるという二重の考えか ら成立 しているのですが、この贖罪感 と
い うことが、日本人のキリス ト教信者に、頭ではわかっても、実感 としてどれだけわかっ
ているのか、私はまだ疑問に思っております。36
一方、神 とい うものは愛 してくれ る、っま り、神の愛が強調 されていたら、その考え方
は 日本人が近寄 りやすい、 と作者 は述べている。それ に、厳父 の裁 きのイメージのキ リス
ト教、っま り、「裁 きの宗教、罪をいっも強調す る宗教 、厳格で暗い宗教」を日本 に持 って
きた ら、その宗教が根付かない、 と作者は言ってい る。母 のイメージの強い宗教 が 日本人
の感覚 に合 う宗教である。だか ら、 日本人のためには聖書の中での母の宗教 の部分を強調
したほ うがいい、と作者は考 えている。「日本人の持っている感性 とか、ものの考 え方 とか、
発想法 とか、もろもろの思想 とい うもの と、ヨー ロッパ の中でっくられたキ リス ト教 とは、
どうしても馴染 まない ものがあ ります。(中略)も のの考 え方の違いは、それ ぞれの風土、
思想の違いによってそ うなったのです。だか ら、そ うであるな らば、 日本的な思考の中で
キ リス ト教を味わったっていい じゃあ りませ んか。根本原則は同じだけれ ども、 日本人の
感覚 に合 ったキ リス ト教 とい うものがあってもいいわけです」37と 作者は思 う。
この ような作者の宗教観 が、作者 のガンジス河 に対す る理解、あるいは、 ヒン ドゥー教
の神々に対す る理解に も散見 している。
五十五歳をすぎたころか ら私は印度の特質に興味と関心とを持ちは じめた。私のい う印度
の特質とは混沌 として、矛盾 ・対立 したものがそのまま共存 しているとい う意味である。












まだっかめぬ、ふ しぎな統一がある。それは私が長 く関心を持ってきた無意識 と神 との関
係にそっくりなのだ。(中略)印度には我々の意識下にある何かを強 く刺激する何かがある。
ユングが言っている。無意識の奥底を刺激する何かだけが永遠に続 くのだ と。38
作者はガンジス河 にも、「母なるもの」「許す神」「愛 してくれ る神」、心 を慰 めるもの と
しての神 のイメージを見て取っている。そ して、 ヴァー ラーナスィで、ガ ンジス河畔にあ
る火葬場の近 くに沐浴 してい るヒン ドゥー教徒の光景を眼に した時、作者は以下の とお り
思った。
私は衝撃を うけたのは(中 略)焼場のす ぐ横でもヒンズー教徒たちが水浴 し、水で口をす
すぎ、顔を洗っていることだった。そこではや くざな文明がつくり出 した清浄 とか不潔 と
かい う感覚が聖なるものによって根本的に否定 されていた。(中略)おそらく、私がこの時、









本論文 の第二章で考察 したが、ここで、作者は この女神 にも、母なるものを認 めた とい う
ことに注 目したい。『深い河』に出て くるこの女神の説明に限っていえば、この女神 は萎び
た体を もち、醜 くても母なるもので あって、信徒たちの同伴者である、 と言 える。
作者 の宗教観 を総合的にみれば、神 は 「同伴者」「母なるもの」「優 しい もの」で あって、
神 は 「怒 る」 「罰す る」 「裁 く」存在ではない。そ して、神は働きであ り、何か を通 してか
誰かを通 して働 くとい うことである。また、神はそれぞれの人の無意識の奥底 に働いてい
る。作者の宗教観 ・神観において、神 は裁 く神で はないため、誰で も救 われ、悪 ・罪が許 さ
れ る、 と考えられる。最後 に、これ について考察 してみ よう。
善 ・悪の話は、遠藤文学の読者が よく目にするものである。『深い河』の中でも、罪の意
識、悪の意識が問題にされ、東洋人は善・悪をはっき り区別 しない とい うことについて書か
れている。本章の最初のところにふれたが、それがつま り日本人に罪 の意識がない とい う
ことではない、と作者ははっきり言っている。ただ し、対立 ・区別 を嫌 ってい る日本人は、
裁 きの思想を受 け入れない、と言えるだろ う。 これにっいて、作者はよく書いているが、
結局、作者が言いたかったかことは、裁 くよりも大事なことがある、とい うことで あろう。
それは何か とい うと、その一つは、まず、心の奥底にある 自分 とい うものをよく見つめる
とい うこ とである、 と考 えられ る。そ うすれ ば、 自分の行為も分かって くる。そ こで、 も
し自分が誰かに対 してわるかった と思っていた ら、そこか ら、 うしろめた さ ・悔いが出て
くるで あろう。
地獄 とい うものはないかと言われれば、ないとは私も言えませんが、しかしまあ一万人中、
一人が地獄 に墜ちるかどうかだろ う、とい うぐらいに考えます。 自分の人生に一度 もうし
ろめたさを感 じたことがなく、自分の したことに一度も恥ずか しい と思ったりしないで生
きて来た人間が仮にいたとしたら、そ うい う人間こそ、一万人の中で一人だけ地獄 に墜ち
る人間だろ うと思います。 しか し、そ うい う人間はこの世にはいないでしょう。人間であ
る以上、おれは悪い奴だ、と心の底か ら思ったら救われ ると思 うのです。40
この作者の言葉 か ら言えることは、心の奥底を見つめるのが、救いへの出発点である、
とい うことである。そ して、日本人は善・悪 をはっき り区別す ることを嫌 うが、心 のこの動
き、あるいは、悪 の意識 は誰の中にもあるだ ろう、 と強調 しているのではないだ ろうか。
40遠藤周作 『死について考える』光文社、1987年、127頁。
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以上、作者の宗教観 ・神観を総合的に理解 しよ うと試みたが、これ らを参考に して、最
後 に本作品に見 られる 日本人の死生観 について言及 したい。
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結論
全体的にみれ ば、『深 い河』において、転生の話はそれぞれの登場人物 を通 して問題 にさ
れてい る一つである。「転生」に関す る問題 は磯辺 を通 して始ま り、この場合は、磯辺の妻
が言 った く生まれ変わ り〉が ヒン ドゥー教で も言われる輪廻転生の概念 を暗示 している、
と言 える。磯辺 は生まれ変 わった妻を探 しにイ ン ドまで行 ったが、結局は見っか らなかっ
た。 しか し、妻が死んでか ら、彼はだんだん生活 と人生 との違いを理解 してい った。妻が
死ぬ前、彼が気がっかなかったこと、あるいは、心の奥底に潜んでい る愛を実感できなか




ますね。私は、生活必ず しも人生ではない、 と考えています。生活は私の考えでは 自分の
心の奥底にあるもの、 自分の人生の核 になっているものを無視、軽視 していなければなか
なか成立しないものです。生活は道徳、世間体、外づ らを大事にしないと運びませんし、
自分の心の奥底にかくしているものを露骨に見せ るわけにはいきません(中 略)我 々は心
のなかに抑えこんでおかねばならぬものがた くさんあります。そ うい う形で成立 している
のが生活です。1
妻が死ぬ前、磯辺 は男 として、仕事や業績 がすべてだ と思っていたが、それがすべてで
はない とい うこ とがわかった。妻の死後、彼 は 自分の人生を反省 し、 自分の結婚生活に重
大な価値 も深い意味も持 っていなかった とい うことに気がついた。彼 は 自問 自答をしてい
るうちに、人生の ことを考 え始め、生活 と人生 とが根本的に違 うとい うことが分か ってき
た。彼 の場合、彼の人生の核 になっていた ものの一人は、彼 の妻で あ り、あるいは、彼を
愛 して くれた妻であった。磯辺は妻が生きていた時、妻への結びつきが どれ ほ ど強 くひそ
んでいたかとい うことを自覚 していなかった。彼 は、その結びつきの意味、そ して、妻の




彼はイ ン ドで生まれ変わった妻を探 しに行 ったが、その旅行は心の探求になって、互い
の間にあった愛 を通 して、妻を 自分 の心の中に見っけた、 と言 える。彼が人生の意味を理
解 したのは、 自分の心の奥底にあるものを見っめ始めてか らであって、妻の愛 を実感 して
か らである。小説の終わ りごろ、美津子は磯辺に 厂少な くとも奥 さまは磯辺 さんのなかに
確かに転生 してい らっ しゃいます」(344頁)と言 う。ここか ら考えられ ることは、磯辺が
実感 した愛が、妻の転生を暗示す るとい うことである。 同時に、その愛の実感 は磯辺の新
たな人生をも暗示 してい るだろ う。
美津子 を通 して話題 になる、心の奥底 にある悪の存在 は問題視 されている一つである。
彼女は長い間、 自分の中にある悪への衝動を認めて苦 しんでいたが、 ヒン ドゥー教の女神
カー リーに見 られる善・悪の併存を見て、本質が理解 できた。
も う一つの問題 は、美津子が、クル トル ・ハイム とい うチャペルで、信 じてもいない神 に
話 しかけるとい うことに見 られ る。彼女は大津を誘惑することにしたが、それ は、大津 を
ではな く、彼の信 じている神をか らかいたい とい う、い ささか子供 っぽい気持 ちか ら出発
したのであった。美津子は彼が行っていたチャペルで、イエス像に向かって 「神 さま、あ
の人をあなたか ら奪ってみましょうか。…彼 か らあなたは棄て られ るのよ」「…あなたは無
力 よ。 わた くしの勝ちよ」 と言 う。
遠藤 は、神の存在 を否定す ることが、その存在 を肯定す るこ とでもあ り、その存在を意
識す ることで もある、 と言 っている。
神を憎むことも、神の存在をはじめから無視 している無宗教や無関心ではなく、憎むとい
うことで神を強く意識 していることです。神があろうがなかろうがどうでもいいとい う無
関心より、神を憎む ことのほ うがはるかに宗教的で しょう。困るのは 「熱 くも非ず、冷た
くも非ず、なまぬるきものなり」とい う言葉が聖書にあ りますが、神があろ うがなかろ う
が、そんなことに関心がないとい うなまぬるき人です。2
美津子は、作者 のこの考 えをよくあ らわす登揚人物であるだ ろう。彼女は大津 の信仰 を
嫌って、彼をか らか うことにしたが、それ は彼女に とって大津の生き方に対す る問いでも
あった。彼女は 自分の心の中に空 しさを感 じて、苦 しんでいた とは明 らかである。その空
しさと苦 しみが悪への衝動 を生 じた、と考 えられる。 しか し、心の奥底を見つ めている美
2遠藤周作 『死 にっいて考える』光文社、1987年、131頁。
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津子、また、神 を憎む美津子には、遠藤が言 う 「無意識 の奥底 にある働き」つま り、神の
存在 を実感 してい く可能性 が暗示 されているだろ う。
彼女は大津を否定 していたのに、 ヴァーラーナスィまで行って しまった。彼女は何回も
「何かにそ うさせ られた」 と思ったことがある。 これは、遠藤の神観 を暗示 し、神 の存在
は 「個人の背中を後 ろか ら押 して くれているものである」 とい うことを暗示 している、 と
言える。
本作品において、遠藤の宗教観、あるいは、西洋人の考 え方 と東洋人の考え方 の相違を
よくあらわ しているのは大津 とい う登場人物である。 山根道公が書いた 「遠藤周作 と井上
洋治 日本におけるキリス トの道」か ら分か るが、大津 は作者の宗教観 ・神観 をあらわす
と同時に、井上洋治 の神観をもあ らわ している。3大 津 には、遠藤の 〈母な るもの〉 とっ
なが る信仰 と共 に、神 は存在ではな く、働 きであるとい う信仰が見 られる。本作品におい
て、大津 は次の ように言 う。「日本人 としてぼくは 自然の大 きな命 を軽視す ることには耐え
られません…よく見ればなずな花咲 く垣根 かな、はここの人たちには遂に理解で きないで
しょう…神 とはあなたたちのように人間の外 にあって、仰 ぎみ るものではない と思います。
それは人間のなかにあって、しか も人間を包み、樹 を包み、草花をも包む、あの大きな命
です」と。「芭蕉の俳句をあげて語 る大津の言葉 には…芭蕉 に心ひかれ る自らの心情 を大切
に しつつキ リス トの道 を求 めた井上 の信仰 の投影であることはまちがいない」 と山根道公
が述べている。
大津 とい う登場人物は、本作品において、イエスのよ うな ものである、 と思 われる。 ヴ
ァーラーナスィで、見棄て られた人 々が救いを得 るよ うに、大津は彼 らをガンジス河 まで
運んでいた。大津 は 「あなたは、背 に人々の哀 しみを背負い、死の丘までのぼった。その
真似 を今やっています」 とイエスのことを思いながら、 自分 の人生 とイエスの人生を同一
視 しているようである。




3山根道公 『遠藤周作 その人生 と 『沈黙』の真実』朝文社、2005年。
4遠藤周作 『死にっいて考 える』光文社、1987年、100頁。
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小説の終わ りごろ、彼は 日本人のカメラマンを助けようとしている うちに、けが をした。
彼 は担架 に乗せ られた時、美津子に「さような ら…これで。.....いい。ぼ くの人生は_...
これでいい」 と言 う。イエスは 自分の生命 を人間に救いを与えるために犠牲に した ことと
同 じよ うに、大津 もイエスの真似を しなが ら、 日本人のカメラマンを助けるために自分の
人生を犠牲す るようになった、 と言 える。大津は、イエスが教 えていた愛 のために生き、
その愛のために死んだ。作者は大津を通 して、神 のその愛、働 きである神 の存在、また、
すべてを包む大いなる命を強調 している。また、イエスの復活 を転生 と言い換 えて、大津
は 「裏切 られても玉ねぎは弟子たちを愛 し続 けま した。だか ら彼等一人一人の うしろめた
い心に玉ねぎの存在が刻みこまれ、忘れ られぬ存在 になってい ったのです …玉ねぎは死に
ま した。で も弟子たちのなかに転生 したのです」 と言 う。人間が死んでか ら、愛 されてい
る人のなかに生き続けるので、それ が 「転生」を意味する、 と考えられ る。
沼 田を通 して、問題 にされてい る一っは、「身代わ り」の話、つま り、九官鳥の話で ある。
彼がイン ドへ行 ったのは、死ぬか生きるかの病の時身代わ りとなって くれた、その九官鳥
の代 わ りの鳥を放っためであった。 この 「身代わ り」の ことを、遠藤 の復活の理解 の観点
から解釈 できる。沼田を生 かすために九官鳥が死んで くれた とい うことは、イエスの復活
のことを暗示 している、 と考え られ る。遠藤 にとって、イエスが同伴者であると同じよう
に、沼 田に とって、その九官鳥が同伴者でもあった。沼田の人生において、同伴者 であっ
たのは、九官鳥だけではなく、クロとい う犬 もいた。「もし、クロがあの頃、いなかったな
ら…俺は童話なんか書いていなかっただろう」 と沼田は思った。彼 の人生の中で、犬や鳥
やその他 の生きものが、彼 を支 えてくれたものであって、遠藤の 「神の働き」 を暗示 して
いる、 と言 える。遠藤文学 に出て くる犬や鳥な どの眼がイエスの眼を象徴 してい る、とい
うこ とは、作者 自身が言ったことである。5同 時に、沼 田の場合、「神はだれか人を通 し
てか何かを通 して働 くわけである」 とい う遠藤の信仰 が示 されている。その働 きは、愛 し
て くれた り、支えて くれた り、また、ある方向へ行かせ るとい うようなもので ある。九官
鳥が身代 わ りになって死んだ とい うことはイエスの復活を暗示 し、クロの眼がイエスの眼
を暗示す る。 しか し、沼田はキリス ト教徒ではないので、この理解は どの ように沼 田と関
係があるのだろ うか。遠藤はキ リス ト教徒であるので、彼 にとって、鳥や犬の眼はイエス




愛 の存在が強調 されてい る、 と考え られ る。 これ と関す るものであるが、その存在は愛の
働 きであるか ら、神 とい う言葉 は必要 とされていない、 と言 える。結局、神 は働 きである
ので、神はクロを通 して働 くか九官鳥を通 して働 くか、それ とも、他のものを通 して働 く
のである。
元軍人の木 口は、戦争の苦 しみを背負 ってきた登場人物である。彼 の戦友、塚 田の話 を
通 して、人間の行為を善・悪にはっき りと区別 して、裁 くことがで きるのだ ろうか、とい う
ことが問題視の一っである。神は裁きを与 えるものであるか、あるいは、罪 ・悪 を行った人
は救われ るか どうか、 とい うような問題である。マラ リヤで倒れた木 口を助けるために、
彼 の塚 田とい う戦友は、知 らずに人間の肉を食べて しまった。その肉が南川 とい う兵隊の
肉だった とい うことが分かって、塚 田は長い間、その行為 を悩み、苦 しんでいた。 その苦
しみに耐 えず、彼 は病気 になって死んだ。小説の終わ りごろ、木 口はガンジス河のほとり
で、戦争 中経験 した飢え、病気、苦 しみのことを美津子に教えた。彼 は、塚 田のことを考
えなが ら、「人間のや る所業には絶対 に正 しい と言 えることはない。逆にどんな悪行にも救
いの種 がひそんでいる。何ごとも善 と悪 とが背 中あわせになっていて、それを刀で割 った
ように分 けてはな らぬ。分別 してはならぬ」 と言 う。塚 田は人間の肉を食べたが、結局、
それは、飢えに耐 えられぬ行為であって、また、木 口を助 けるための行為であった。 ある
行為をはっき りと区別す る時、全体 のことが忘れ られ る、 とい うこ とが暗示 されているだ
ろ う。「戦友は私を助けるため肉を食 うた。肉を食 うたのは怖 しいが、しか しそれは慈悲の
気持だったゆえ許 され るとガス トンさんが言 うている…転生 とはこのことじゃないでしょ
うかね」。つま り、人間の肉を食べて もいい とは言われていな く、状況によって許 され るこ
ともあるとい うのである。遠藤が言 うのは、「いい こと、悪いことの判定は神がす るのです
…神 だけが判定できるのです」6。人間の肉を食べた塚 田が どんなに苦 しんでいたか とい う
ことは、神が分か らないはずがない。ガンジス河のほとりで、なぜ木 口が美津子 とこの話
をした のかは、木 口にも分か らなかったが、美津子が言 った とお り、「ひ ょっ とす るとガン
ジス河のせいです わ。この河は人間の どんなこ とで も包み こみ_...わた くしたちをそん
な気 にさせます もの」であったかも しれない。ガ ンジス河が象徴 しているよ うに、神 とい
うのは、罰す るものではな く、すべてを受 け入れ るものであ り、愛 して くれ るものである。
木 口が言 う転生 とい う言葉は、塚 田が人間の肉を食べて しまったが、それは慈悲の気持だ
ったか ら、彼が救 われ、すべてを愛 して くれる大きな生命 に戻れ るとい うことを示 してい
6遠藤周作 『死 について考える』光文社、1987年、125頁。
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る、 と考 えられ る。また、塚田の慈悲 によって、木 口が生きっづけた とい うことは、塚田
の転生 としても理解 され る。つま り、慈悲で人は転生す るとい うことが示 されているだろ
う。
最後 に残っている登揚人物であるが、それは添乗員の江波である。江波は、本作品にお
いて、 日本 とイ ン ドの媒介 の役割を果た している登揚人物である。江波は、ツアーの参加
者 にイ ン ドのことを説明していることはもちろん、 ヒン ドゥー教徒の宗教意識 を説明す る
ために努力をしている人である。そ して、本作品に出て くる箇所 において、 日本人 とイ ン
ド人の考 え方が明 らかになることが ある。た とえば、河 に沐浴す るヒン ドゥー教徒 に関す
る話だが、「川はきれいなんですか」と日本人観光客に聞かれた時、江波は 「日本人か ら見
る と、世辞にも清流 とはいえません。ガンガーは黄色 っぽい し、ジャムナー河は灰色だ し、
その水 が混 りあって ミル ク紅茶 のよ うな色にな ります。 しか し、奇麗 なことと聖なること
とは、 この国では違 うんです。河は印度人には聖なんです。だか ら沐浴す るんです」 と説
明す る。本作品において、それぞれ登場人物 は、ガンジス河に 「母なる神」のイ メージを
認 める とは明らかである。 しか し、 日本人の観光客の中で、聖なるものとい うのは、きれ
いなものを意味する とい う考 え方の人 もいる。ヒン ドゥー教 において、河 に対す る信仰が、
きれい ・不潔 とは関係のないもので ある。江波が説明することであるが、河の沐浴は、禊
と少 し違 って、罪のよごれ、身 の汚れを浄化す るためだけではな く、輪廻転生か らの解脱
を願 う行為で もある。観光客の中で、 ヒン ドゥー教徒は輪廻や転生 を信 じるとい うこ とに
驚 きをあらわす人 もいる。
そのきっかけで、本論文の第二章 において、 ヒン ドゥー教における輪廻転生の概念 を考
察 した。 ヒン ドゥー教徒の信仰 において、生命は生 ・死の環 として理解 されている。つま
り、生命の終わ りは生命の始ま りで もある。生命 は死か ら生まで、また生から死まで、生
命は連続 してい るのである。 ヒン ドゥー教徒 に とって、人生は解脱 に終結 させ られる魂の
巡礼の旅 であって、解脱 したら、元 の状態に戻 ることを意味す る。また、解脱 は最高原理
との一致である。 ヒン ドゥー教徒の多 くが、こ うい う解脱を願 って ヴァーラーナスィに行
くことが見 られ る。 しか し、ヴァー ラーナスィに行 くヒン ドゥー教徒の中で、解脱を願 う
人だけではない。本論文の第二章において調べたことであるが、 ヴァー ラーナス ィは昔か
らギャーナ(面 劾a)とい う真智 ・知識を得 るた めの探求力 と関連 している。ギャーナは、
精神的な学問、また、万事 の根本を理解す るための探求力を示 している。 したが って、 ヒ
ン ドゥー教徒が ヴァーラーナスィへ行 くのは、死ぬためや解脱を願 うためだけではなく、
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生 ・死の根本、宗教の根 本を理解す るためで もある、 と言 える。
生・死 を象徴す る、ヒン ドゥy'に 見 られる一人の女神 はチャームンダーである。遠藤周
作はこの女神を 『深い河』に登場 させ、 ヴァーラーナス ィに位置づけたのであ る。 この女
神 はヴァーラーナスィで崇拝 されていない とい うことはないが、本作品に描かれたナ クサ
ール・バ ガヴァテ ィ寺は非実在の寺で、作者 自身が想像 した ものである。7
女神チャームンダーは 『プラーナ』や色々な思想の発展において、デー ヴィー として登
場 し、はっき りとした特徴を持ってきた。チ ャームンダーは 『プラーナ』の中で、主に、
悪魔を殺すため手伝っているような女神で あるが、同時に、死を象徴 してきた とい うこと
もある。 この女神 は、い くら女神 カー リーや女神 ドゥルガー と同一視 されていて も、彼女
の姿、っま り、萎びた体 と髪型は独特である、 とい う意見 もある。8
本作品に出てきたチャームンダーの説明では、この女神 は、イン ドの貧 しさ、あるいは、
イン ド人が長い間耐えてきた苦悩 、病気な どの象徴であ り、そ して、この女神は従者 たち
と共にその苦 しみに耐えている、 となってい る。 このように説明する江波 とい う登場人物
であるが、この像が作 られた十二世紀か ら現在まで、その苦 しみ は変 っていない、 とい う
印象を与えるものである。本論文 の第三章 において、考察 した遠藤 の宗教観 を参考 にして
みれば、作者は この女神 をみて 「同伴者で ある神」 とい う印象を受けた と考えられ る。 も
ちろん、チャームンダーは母なるものだか ら、この女神が同伴者 としても理解 され るかも
しれない。ただ し、 ヒン ドゥー教 の伝統的な話 を考慮す ると、この女神 はイン ドの貧 しさ
を表わ してい るとは言 えない。また、遠藤周作の、女神チャームンダーに対す るこの理解
には、死 を暗示 しているよ うな説明が含まれていないよ うである。作者 はこの小説の中で、
チャームンダー の像に見 られる墓揚 とい う背景やジャッカル に食べ られている人間の死体
にふれているが、〈死〉と関係があるこの描写 をイン ドの貧 しさのシンボルの問題 、と考え
ているようである。本論文の第二章に調べた とお り、この女神像に見 られ る墓場、武器や
死体はイン ドの貧 しさではな く、別 の意味 を与 えている。
『深い河』において、江波に説明された とお り、 ヒン ドゥー教 の女神は柔和な姿だけで は
7遠藤周作、加賀 乙彦 「対談 最新作 『深い河』魂 の問題」国文学解釈と教材の研究、第38
巻10号、1993年9月、13頁。
藤 田三男編 『遠藤周作の世界』朝 日出版社、1997年、57・8頁。





のである。本作品のナクサール ・バガ ヴァティ寺に、この ような女神たちの彫像が描かれて
い る。 これ らの女神たちを見て、沼 田は 「何だかここじゃ生きる楽 しみや望みがなくな る
な」と言 う。「彼 が今 日まで童話のなかで考 えてきた 自然はこんな荒 々しい怖 しいものでは
なかった。それ は人間をや さしく包含 して くれ る自然だった」(219・20)。磯辺 も、「壁 を
埋めた これ ら女神 のなかにひ とっ としてや さしさを見っけることがで きなかった」(220)。
日本人の観光客の中で、沼 田や磯辺 と同じよ うに、これ らの女神にや さしさを認めていな
い人もい る。 なぜかとい うと、小説 に書かれているとお り、 ここに出て くる男たちは 「不
合理で醜悪な女神像の どこにも心ひかれなか った」し、「女神 とい う言葉か ら、男たちは 〈優
しいもの〉〈母なるもの〉 を期待 していた」(219頁)からである。
本作 品において、同 じ寺にあるチャームンダー も怖ろしい姿を とり、何本か の手に武器
などを持 ってい る。 しか し、添乗員の江波 はチャームンダー を説明す る時、この女神 がも
ってい る武器や人間の首に一切ふれなかった。それ にふれず に、彼 は登揚人物 の注意を別
のことに引きっ けようとした と考え られ る。それは、女神 の萎びた体であ り、 その体に見
られる蠍な どで ある。そ して、この女神の像 に見 られる墓揚 とい う背景 と人間の死体な ど
をイン ドの貧 しさと関連 させなが ら、彼女をイン ド人の母なるチャームンダー として説 明
す る。なぜ遠藤周作は江波を通 して、このような説明に したのだろ うか。『深い河』に書か
れてい るとお り、小説 の中の 目本人は、女神 とい う言葉か らこの寺に見 られる怖 しい姿 の
女神 よ り、もっと優 しい ものを期待 しているか らであるだろ う。
とにか く、江波の女神の説明は登場人物 の関心を引きつけた、 と思われ る。彼 自身は女
神チャームンダーを見て、どの印象 を受 けたか とい うと、「個人生活のなかで、夫 に捨て ら
れなが ら色々な苦 しみに耐えて彼 を育てて くれた母 のことを思い出していた」(222頁)と
い うこ とである。江波 は女神チャームンダー に 「色 々な苦 しみに耐 えて」 きた母のイメー
ジを認 めていることは明らかである。このよ うな母性 的な神 のイ メー ジは遠藤 の神観 の一
部であると共に、作者が言 ったとお り、東洋人の宗教心理には 「母」 なるものを求める傾
向がある、とい うこともあ らわしているだろ う。
木 口とい う登場人物 は、江波に案 内された女神 チャームンダーをみて、「気に入 ったね…
私はね、 ビルマ戦線で死ぬ思いを したが、この痩せ こけた像 を見 ると、雨のなかで死んで
いった兵隊を思い出す。あの戦争 は._..辛 かった。そ して兵隊の姿は。。,。..みな、こ
んなだった」(221頁)と言 う。木 口は女神チャームンダーを、自分が経験 した苦 しみ ・飢
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え ・病気 と関連 してお り、 この女神は貧 しさと苦 しみの象徴 となっている。 同時に、彼 の
苦 しみ を理解 してくれ るよ うな同伴者 とも考 えられる。
美津子はヴァー ラーナス ィのガー トで、ある老婆の死体をみて、「老婆の人生 をもまた女
神チャームンダーに重ねた。女神 のように老婆はこの世で苦 しみ、耐え、それで も、萎び
た乳房 で子供たちに乳を飲 ませて死んだのだ と思 った」(257頁)とい うように考えた。彼
女 も女神 チャームンダーをみて、江波 と同じよ うな印象 を受けた。また、彼女 は女神チャ
ームンダーに 「現世の苦 しみに喘 ぐ東洋の母」(281頁)を認 めた。
本作品において、江波 の女神チャームンダー にっいての説明は、登場人物を感動 させた
よ うで ある。総体的にみれば、『深い河』に見 られ る、日本人の宗教観 に、まず 、や さしい
神のイ メージがあって、罰する神 よ り、愛 して くれ る神 に心 を動かせる傾 向が見 られ る。
これ に対 して、ヒン ドゥー教徒 には神々を通 して、生 ・死 を理解す るための傾向は多いか も
しれない。本作品に限ってみれば、死を象徴す る怖 ろしい姿の女神、あるいは、何本かの
手に武器 などをもっ女神 のイメージは烈 しい と思われ、 目本人の宗教心理にあま り合 わな
い、 と考えられる。 したがって、チ ャームンダーの象徴か ら、この女神のもっ とも母 らし
い面が とらえ られ、醜 くて病気に耐 えていても、母 としてイ ン ド人を愛 してくれ る女神 と
理解 されている。
以上、遠藤周作の 『深い河』に見 られる 日本人の死生観 の一端を明らかにした。作者は
キリス ト教徒なので、本作品に、作者のイエスのイメー ジが見 られ ることは当然 と思われ
る。特 に、大津 は信者 であるか ら、大津を通 して、同伴者 であるイエスが描かれている。
しか し、本作品の中で、働 き としての神 の存在は 目立っ。その働きは、ある意 味で典型的
な 「宗教」や 「神」と関係 のないものである、 と言える。また、その働 きは愛 の働きであ
り、その愛が人間の無意識 の奥底 に働 くのである。遠藤は、神が 「後ろのほ うか ら、いろ
んな人 を通 して、 目に見 えないカで私の人生 を押 してい って、今 日この私があるのだ とい
うことがわかってきたのです。後 ろから背中を押 してい るのが神なのです。 も う一つは、
自分の人生を単独な自分のみの人生 と考えないで、父親 、母親 をは じめいろいろな人を合
わせた総合体 としての場で 自分が成 立してい るのだ とい うことを考 えたのです」 と言 う。
この よ うな働きである神の存在 は、本作品のそれぞれ登場人物の場合 に見 られ る。そ して、
死後、大きな命 に戻る とは、すべてを愛 して くれ るもの、すべてを生か して くれ る大きな
命に戻 るとい うことである。 これは、遠藤 の言 う、東洋的な神々の世界のもつ、 あの優 し
い受身 の世界を暗示す るのだろ う。
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